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建 築 講 習 曾 開 催

主 催 日 本 建 Z廷 Ｑｚｾ＠ 令

後 援 大 阪 府 建 事担 害事

日 本 建 築 思 舎 近 絞 支 部

開 催 。〉 趣
ヒ日::. 

建築士法の ｪｓＺ ｊｪ 血に 伴 って一級 、 ニ級ラ ｉ￫ｾ 該滋告の 選 考が行はれるととになった。おそら〈来る Ｓ 月末までに 、 第一回

分の選考は完了されるであらう。とれによ っ て、 出願者の中 、あるも の1'11J1 願書類の選考だけで合怖し 、然 ら ざ る も の

は選考試験を受ける方に廻 きれ 、 これに令秘するととに よって妥絡が奥 えられる と とになる。

そとで考査を受けるためには遁切な準備主してお〈 と とが有利と考 へ られる 。 その時期が三月になると す れば 、 それ

以 前に勉強して置かなければ間に合はない。

乙のことを考スて、下胞の遁聞に本部習合主開〈ことに した。合1 R! I 君及ー・五宅建築家の jξ め l亡、との講 習 曾 士 最 も 有

効 適 切 に 行 ふペ 〈計画 した積習である。

思 科 の 内 容 、程度毒事凡 そ我々が予 誠IJ 出来る必要な 宗 主買を出来るだけ隊総聞に亘って要点と忠はれる科目の選定主 行 っ

た。 亦講師陣容に於・ても塁匹敵、経 歴 . 共 に1窪めて適切 な方々に御燃ひ した次修で らる。

しか し、 時 間 に l則限があって 万 全 は 期 し総〈 、或は試験の内各も今のとと る剣士主と していないから 、場 合 に よっては

司、部習以外の問題 が諌止られるかも知 れ ない。その た め、勝管内4日火 4 の 盟 友 を 基 礎 的 な と と る に 遣 し そ の fJ: よ りも

質について吟味することに し之、

更に本軍事習合泊: 設定 した路科・日は 、建築耳鼻科金絞亘 っているのさ、直接見i築士試験をおf象と しな い 人 に と っ て も 荷 数

宵 を 試 み るに有意義なものとなると思ふ。

従って拳常り選考を受けたいと忠ふ人、或 tt 途 次、 この試験を受ける希望の入 、 そ れ は - ^級建 築 士 、ご 級建 築 士 の 何

れを! 問はず是非共受商事さ れん ことをす L める。

本講習合の成果によ っ て、我々合員多重立の路君が夫 々の資1告を獲得されん ζ とを希って止 ま ない。
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1 . 科目・講師
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所

昭示前年も、国際状勢の混沌たる中に暮れて、お年の

新春を迎える事となった。わが日本建築防J会にとっては

創始後35周年の言喧: ずべき年が来たのである。

終戦以来 5 ヶ年の慌しい年月が過 ぎた。戦争の惨禍が

一通り快復ずるには、凡そ、 10年を要ずるものと考えら

れて居たが、今年からは英後半の 5年に入る事となる。

戦後 5 ヶ年の我建築界が辿って来た跡を回顧ずると、

一言にして云えば、仮設又は応急の建築の時代に過ぎな

かった。戦争の惨筈によって失われた住居や、ｾｬｔ Ｎ 業場を

急造して一時の用に間に合はせる苦しい時代でらった。

然し昨年以来我国の産業も急速に快復し、建築資材に

も次第に余裕が出来、従って各種の制限も微廃せられて

至宝に仮設建築時代は去って、本年からは本絡的な建設の

時代に入って来たと云号事が出来るだろ号 。

戦後混乱して居た時代にらっては建築主の側にあって

も、叉、設計者に於いても、乏しい資材によって実需を充

ず事を考える事が急務であって、建物の美醜を考える余

裕を持たなかったが、今や漸〈人心も落活きを取戻し、

恒久的な建築を企図する時代となったため、今後( j : 建築

設計の良否が各方商から厳し t 批判せられる事と思号 。

特に本年からは建築基準法、建築士法も実施せられ、戦

後 の日本民族の精神を象徴するがま口き建築の設計の生れ

る; t ; ¥i 礎も出来た事であるから 、優秀なる建築の実現を期

し: 得る司王と恩われる。

建築の施行技術に於いては、戦争中の10年と云う空白

時代に、明治以来習献を重ねて来た技能が失われた感

がある。 然し此方面に於いても最近次第に旧態を取戻

すと共に、新に海外の新手法が介入れられて居るから、

将来は戦前以上の進歩を見る事と思う。

建築の発達は優秀なる建築資材の出現に待つ事が大ぎ

ぃ。塗料、化学合成品等の進歩は、外国に於て、現代建

築の構想を変ぜしめて居ると伝へられるが、我国に於て

も建築資材としての此矧色学成品の発達は特に望まし

し、。

建築設備の問題は終戦以来、占領軍のE跨震によって社

会の認識も深くなり、大に学ぶ処が多かった。止t等は今

後に来るべき本格的な建築の施設の計劉に益する処が大

2  

感

きいであろう。

然し何と云つでも今日偽我国建築界に後された大きな

問題t士、都市の弓嚇化と、住宅問題との 2 つである。我

等は既に今氷の大戦と、英後に頻発する火災によって、

都市不燃化の如何に震要であるかを知り尽した。過去 5

年の聞に、復興と称して建築ぜられた、粗雑た木造建築は

応急的対策としては真に止むを得ぬものであったに速い

ない 。 叉此応急的粗雑なる建築を急造する事が我同のｾ没

後の復興の必要なる第 1 段階であったかも知れ注ぃ。然

し今lj : 英時代も去った。至宝に我等はー'I ! i して{ν 設建築を

捨て、市街地辿築の不燃化 に述進せねげたらたL 、。住宅

問題( j : 単に建築界の問姐のみでな〈 、大きな主l会問題で

ある。戦後 5年、住f . l iの状態l士今日前桜めてJ l - ' 心すべきF

状態にあ る。 此問題ＨｩＺｾ長本的には政府の施策として考慮

せらるべぎではあるが、建築界も進んで之れに協力し、

問題の解決を計らねばならぬと思ふ。

混沌たる1世界状勢の中に我等( j : 至宝に1951年の新春を迎

へた。今年は特に終戦第 6 年である。

戦争の惨禍の一通り快復するには凡そ10年を要するも

のと考へられて居たが、業意味から云へば白ij 半.の 5 ヶ年

を経過して、後半の第 1 年を泣へると云ふliCになる。叉

一方、 ＲＰＱ 世 斑の前半 ＵＰ 年を送り 、後 半 ＵＰ 年の第 Ｑｾ 手 でも

ある。 201仕草Uの前半には 2 大世界戦争と云ふ人生の悲劇

た見たが、科学文明の進歩発達は実に目! i - 1 J . しいものがら

った。来るべき半世紀は如何であろうか。

本年 ＨＢￌｾ業後建築界に寸泉を画する年であると共に将に

20世紀の後半に入る最初の年をある、又一箇今年こそは

待望の講和条約も締結せられんして居る。世界状勢は、

実に混沌として前途誠に予断し難いものがあるが、我国

としては希望を以て迎へられる年で為って、前途は何と

なぐ明るい感じがする。建築界も今年は決して悲観すべ

きものではなし、。我等建築人は此希望に充ちた新年に消

新の気を以て建築界の発展を期待しようではなし、か。

日 本 建 築 協 会 会 長 竹 股 官 室 温



位 置大阪市北区道修町四丁目五番地

ヱ 程 自 昭和24年 12月10 日

.?e昭和25年10月 5 日

敷 地 面 積 242坪

建物延面積 376. 6坪

地階 1115. 5坪 一階 J 05. 4:fi.f= 

二階 105. 9坪 三階 53. 8:fi.f= 

/ '  

安 田 火 災 海 上 保 険

株 式 会 福 士 大 阪 支 庖

----
-
E

圃

設計萱督 渡部西郷建築事務所

施 工 清水建設株式会社
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写l 1l x究明 A  玄関ホール 東南隅ヨリ左手営業室客淘

C  二 階 ノj 、会議室兼接客室西南開ヨリ

嫌 澄瓶 要

鉄骨鉄筋コンクリ ー ト 進 地 下 一 階 地 上 三 階

地上高サ パラベット迄H 尺

地下室 モルタル防 水 陸 屋 根 ア ス フ ア ル ト防 水

外 装 工 区 薗E査二 丁掛ケ 淡色粕掛ケ タイルR占リ

玄関廻友;腰 北木鋳石本館，キ及/1、P[Jキ

背面 君主モルタ ノレj塗 淡 色 l火付イ士上ゲ

膝 人造石洗出シ

内 装 床 地 階 各 室 並 廊 下 人 造 石 羽HI1シ

1 階 玄 関、客沼リ テラゾー真織目地入

営 業 室 リノリユーム 敷 キ

ヨ 階 広 間 テラゾー 真鍋目地入

支路長室主t客 室 リノタイリ 市松貼 リ

4  

C  

A  

B  二 階 文 ! 苫 長 室 東 南 関 ヨ リ

各 室

3 階 広 間

事 務 室

腰 玄関並答溜

リノリユ ーム !政 キ

テラ ゾー真鎗目地入

リノリユ ーム 敷キ

外国産大理石貼 リ

主主底長室並客室 練イすベニヤ姑 リ

谷 階 各 室 モルタ ノレ主主ベンキスチ ッ

プノレ仕上

院 プラスタ ーベゾキ塗リ

天井 1 階並各階広間 プラスタ ーベゾ キスチ

ツプル仕上

2. 3 階事務室 テツグス水性ベゾキ塗
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設 計

施 工

配置図説明

「
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A 凪百lTttt

E3日割
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大日本紡績株式会社アパート

秋 田 建 築 事 務 所 位 置 大阪布施島区平松町

大 林 キ且 工 程

自昭和! l 5年 2 月11日

歪昭和!l 5年 10月18日

1 疋 門 4 倶 楽部 浴 場 T 適 用 門

!l 1 号 社 宅 5  テ ニ ス コ ート

3  !l 号 社 宅 6 児 童 i陸 揚

.. '" ..・.時

f 付



B  

写 ｾｴ 宣明 A 南 面 B 北 面

建築面積 1 階 ＱｾＲ 呼 ＷＸＸ 3 階 122呼 788

地階 122呼788 4 階 122JiilL788 

2 階 122封e788 屋階 11坪 718

延 面 積 625坪 658

二棟延面積 1251坪 316

積 ま宣 銅筋コゾグリ戸ト 進 基礎絵杭打

地上 4 階 地下 1 階 4 階建

外 室長 色モル タル塗 ラフウオール仕上

内 猿 一 般 各 階 階 段 室 各戸玄関踏 込床はモルタノレ

量、玄関後側炊事室床はフロアリゾグ板張

居室は畳敷使所床モぷイグタイル張、炊事

室及便所腰塁走は白色事由掛タイル 張、居室壁
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有

噛 . . . . .  

C 南 正 門

は砂壁仕上げ主主他の各室プラスタ Ｍ ｾ念 、 居

室縁側天 井は樟縁天井其他 はプ ラスタ 戸塗

地階は盛 及1 * モル !;t) レ塗、 天井は プラスタ

ー塗

設 備 暖房 1. 2. 3. 岳階各戸に温水暖房

瓦 斯 各 戸 炊 事 室 iこ瓦斯カマ ド及瓦斯 コγ

ロ

電気 大型住戸8燈小裂住戸7燈他に各戸宛

「ラヂォ」用 li ' l l 炊事用持込1箇ー所

衛 生 便所は鉄道到に大小使共用 ) 7] <. 洗式

其他 消火栓を各階階段踊場に殺り屋上に

各戸宛洗濯糟o備え物干場を殺 〈

C  

7  



A  

卒面図俊明

A 一 階 B 二 階 C  三 階 D 地 階

1 路 込 6 押 入 1  ボイラ ー室 6 物 置

2 玄 関 7  ト コ 2 変 電 室

3 居 室 8 橡 四t 3  ポゾフ・室

4 台 所 9  洋服] 1 : / ス 4 石 炭 庫

5 予 備 室 10 物 干 5 倉 陣

C  

o  l  ・東 、f
，，' 

8  
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B 厨 房 C 玄 関
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D  手洗と使所 E  屋上洗濯場
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男子脱衣室

同 浴 室

女子脱 衣 室
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一 階 平 面 園

位 置 西宮市西宮北口

エ F  自 昭 和!l 5年 2 月 1 日

恒 重 昭 和25年 11月15日

設備工事

電気設備 日: 本綜合建設株式会社

照 明 設 備 バ グ ナ ル 株 式 会 社

放 送 設 備 早 川 電 気 工 業 株 式 会 社

家 具 設 備 阪 急 百 貨 府

間 上 大 丸

向 上 舞 倒 木 工 株 式 会 社

( 正面玄関)

日
革主

，h. .  

コヨE

産主大 林 組

ぐち

館

11 



工 事 概 要

様式は近代風を基調として、明るし単純の内に、荘

重きを持たせています。

建物は本館と 、男IJ 館とに別れ、本館は一部中二階附き

基礎コゾグ リ戸ト 造り 、主桧及小屋鉄骨、屋根鋼板瓦棒

葺き 、月IJ 館は全部木造大壁式、屋根瓦葺きにて 、渡廊下

の部分 iこ、鉄筋コ γ クリ ート の防火墜を投げ、各所の消

火栓設備と共に 、防火的に考慮を払っています。

敷地面積1，500坪余 h、建坪 482j)f- 32、延py. 527j)f- 71、

軒高、本館は地盤よ 9 32尺5寸、最高椋高津2尺、別館は

軒 高 l2尺2寸、坊、高17尺、関口本館 20問5分、奥行 21問5

分 、Jl IJ 筋商面閉口 16間5分、奥行7崩となっています。

内部は波厚IJ 、舞踊其他各種の骨量物に手IJj 再出来得る外、

Ｕ 間半の長さの橋掛 Ｙｾ 持つ 、 古式床しき能舞台にも ［Ｑ 伝

12 

A  

換出来る装震にて 、観覧席は平場及中二階 に一部筏敷を?

取殺げ 、新有事想の照明と相まって 、真に近代的演劇場た

る雰囲気に包まれています。

舞台は間口 12問、奥 行 5 見事の大ステ ーヂに して 主主飽の場

合は、舞台間口 3問橋掛5周半、尾州材総檎 造 h の能舞

台に変換出来ます。

舞台照明はオート トラ γ ス、ボ戸〆戸ライト. フー ，ト

ライト 、 ラゾプスポッ ト、アーク スポッ トライト等。

観覧席はゆった h と観覧出来るシ 戸ト守備え補助席を知

えて 1，200人となってお 92階には桟敷席 色ゐ b ます。

中会場= 楽屋を兼ねた日本間7室、 延 70余是ゐ 9 2問- 2

間半の舞台附で200人- 3 0 0人程度の諸集会である。

写異説明 A 舞 台 B 観覧席

B  



建 築 設 備 展 望

近代建築の計[ 白H- : t 人間生活の演出を対象してその舞台

としての総てを具備し泣ければならぬ。そのためには近

代的諸設備と相侠って、はじめて日舶句な建物が動的とな

り、有機的なものとなり、生きた忍諜となるであろう。

大正の頃はよ〈廷諜l- : t 構造が主である o ¥，、や意・匠が省主

本だなどと今から顧みれば滑稽な議論対立があった、し

かし今日ではこれは縦して考えることの出来得ない 1 つ

の問題であ るこ とは言ふ までもない。

ところが今日なを建築とその設備は附借設備' i t. r どとも

いわれ、何と tL< 離れた感じがある、建築を完成するに

はそれに従事する職業上の種別l- : t 数多いとしてもそれ等

の目擦が 1 つであるならば何れを主とも附宇野とも区別す

ることは出来なし普である、況んやその計制に於ては何

れも並行して取扱われるべきであろ号 、これはつまらぬ

議論の機でもらるが設備関係、の人々の常に不満と すると

ころで; ! o IJ _ 麗 々悶かされることであるから先づ一言し

なければならぬ、それも我国情が然らし雇うるので設備な

き建物が主体であっては設備はあってもm<' てもよいも

の扱いにされるのであ る、米国のホテル建築の建物と設

備の工費の比を見るに嘗ては建物 Ｖ 割、設備 Ｔｾ 引 ｬ であっ

たもが同率とt . l : IJ_ 長近では建物 4 割、設備 6 割{ 立でな

ければホテル機能を発癒することが出来ない機である。

それでは設備とは如何なる範囲をいうのであろ} か、

暖冷房、衛生、照明等l- : t 言うまでもないが、汚水処理は設

備であ り、雨仕舞助水は建物自体にr . H 宿してをるから所

罰、建築i諸工事の 1 種でありとしてよいであろうか、防

火設備、防ｾ設備、折持機、通風換 気設 備、採光諸設備

等その他列挙すればその何れもが近代建築の計画上の科

学知識を基調としたものであり、縦して考察することは

全〈出来ないことになる狸である。

これが建築家くアーキテクトコと技術者くエ γ ジ ニ 7 )

との分担分野であり、主建築家 くチ ーヲ・アーキテクト コ

の綜合すべきところであろうが、わが国の建築士法では

現在この両者が全〈混同されて府る。何れが主建築家と

なるかも間通でらと。普から建築l- : t 芸術として音楽に近

いといわれて居るのはリズミツクの点か l討であろろが、

自分はオーケストラとしてその類似点を認b るのであ

る。 np' I ? 各種の楽訴の脅きの綜合力であるコゾ〆クタ ー

としては矢張り 1 人の建築家がよたなければならぬと信.

ずる、たどし英議汗の 1 人も震要なる要素であり、附属

物とすること l"3: 許され丈とし、。

そこで‘設備計緬は建物と離すことの出来ないものぷ科

学的計磁の進展に伴って次々と建築計画。本体に溶冷込

んでゆくことになる。設備機能を完遂するために建物の

吉田 享

形態までも変ってゆ 〈のである。

自分の会長をして居る建築設備綜合協会では、建築計

ｾ｢ｩ の立場から設備音 ｰ 門を分けて Ｑ ＶＭ部門とし、各部門ｽこ関

係ある会員をもって委員会を構成し、これを綜合するこ

とに努めておる、諸賢の御批判と御鞭遥を得んがために

次に列挙する。

( 1  ) ( 電気設備〕発電裟質、配電主主置、受電裟置、書

需主袋! i : 、 se電装置

( 2  ) ( 照明設備〕人工照明装置、自然照明装置

く= 3 ) ( 空気制和般備〕暖房裟徒、冷房裟置、換気主主置

断熱裟佼

く4 ) ( 給排水設備〕磐井、貯水、給水、給湯、冷却水

裟置、排水、浄水装置、浴場接置

く5 ) ( 汚物処理〕使所裟置、浄化情、焼却装佼

く6 ) ( 瓦新設備〕発生裟賀、給瓦新装置

に7 ) ( 輸送設備〕エレベ ーター、エスカ ν ータ戸、コ

ンペヤー、リフト、スパイラルシユー卜、メ

ールシユート 気送管等

く8 ) ( 通信設備〕定信電話、サイレゾ、ラヂオ、テ。 ロ

ートグラ 7 、拡声裟置、電気時計、タイムレ

コー ｉＢｾ 等

く9 ) 【火災防止設備〕発見猿涯、通報袋置、消火猿置、

防火裟置

く10) 【安令設備〕金庫扉及金庫内五安置、防盗主主置、避

曾裟置、救命及避維裟置

く11) (Jl1f房設備) I i 司王野器具、冷蔵庫、常総消議後置等

く12) ( 家具装飾〕事務用什様、家具裟飾

( 13)  ( 特殊設備〕医療をを骨量、紫外線オゾゾ裟置、実験

室設備、冷凍設備、ｾ気圧調書装置、洗源設備、

乾燥設備、恒温、恒i 9 . その他 .

に14) (i清浄設備〕吸盤接置、 m革主主主壁、防 災装置、〆

ストシユ F ト、塵挨処:fli!:等

く15) ( 防空設備〕

く16) 【その他の設備及資材〕防普裟置、暗室主主置等

勿論、これを舎の諸設怖全部が何れの建築にも必要では

あるまい、建物の種類によって J必要の程度は限定されよ

う、必要と認めても工費の点でまた生活程度によって極

阪されるのは免れぬ。

個 々の建築の設備を検討 するに当り 、最も大きな影響

をもつものは毛の建築物の集団計附であり、都市計画で

あることは言ふまでもない、欧米に於ても都市計画の 履

癒を見るに、最初l- : t 道路計画が主であり、次l- : t 建築区割

くプロックコ等に敷地くロット〉の計劉jであり、近代に

至って都市設備が主体となった、我国でl- : t 未だ初期のも

13 



のであり都市計画は土木関係の道路等がその主体で都市

設備には未だ完全なる計画性を飲いておる様である 、最

近は交i辺、建築、設備の綜合計画の上に都市は完成し、

兵の都市美を求めるのが世界的の常識である。

設備が完全でない都市の個々の建築の設備の完全を求

占うんとするは無担であろう、政治に民主性を紘えても大

下水なき地援に水洗便所すら大衆的には行われない、隣

りは余俗があるから浄イひ曹が出来、水洗式にも出来よう

がj司凶の者には不可能事であと。

暖房にしても公共建築では中央暖房になるべきであり

寧ろ伝ー近 でＨＭ［ＩＺ 地域 暖房に 移 るべｾ 傾向に ある 。これにつ

いて衛生工業協会では委員会を設け長〈その研究を進め

既にその成果を挙げ多〈の発表がある。

兎に角人間と同じ様に今後は建築も社会性に富んだ集

団的計拘lに進まなければならぬのは事実必要であろ号 。

4.  とんt r . 場合にパイプのジョイゾトが多くて 4 るさ

い様に考えられるが、最近米国では極b て長い鈎管が多

く使用せられ、ジョイゾ トなしに自由に管を曲げて意の

僚に配管するらしい、わが国でも戦前、その傾向も1時

見受けられたが、その後忘れられた様である 、これも将

来は活用されることと思ふ。

5.  最近、米国では、エアコゾデイ ジヨナ ーが素晴ら

しい発展の様に見られる。冷暖房、調湿、空気消降消毒

すでも書rt 九たも のならばどんなに連想的であろ号 、元来

ラジエタの如きは夏は全〈底行燈で邪魔ものだ、陵冷房

を兼ねたものならばと思われる。

6. 暖冷房両用として戦後の米国ではヒートポンプの

冷媒として 7 レオ γ 瓦斯の利用が初まった様である。 独

立したユ二ツトで地下に管を挿入して瓦斯の凝縮と気化

を利用し相当の効果をあげておるらしい。平大の燃務研

コ以〆 ! 7!1 ーの立場に立つ建築家は常に台に立ち楽団 、究所でもこの瓦斯の研究を進b て居るが、この生産は大

の総てを展望し、たえず自己の希望を摘す岐に努力しな 阪方図が中心らしい、何とか活用を平 〈切望する。

ければならぬ、無且な要求も時には提出して差支がない 7.  愈 々戦時中に失われた暖房装置の復興が絶対的 必

答である、嘗て或裂透方面の先輩のま依君主に日本の建築家

Ｈ ｾ緩めて資材に対し要求が ｴ ＮｲＮＨ 、た だ与走られたものを

不満をいいつ L 採用しておる 、何でも食ふお客には調浬

人も励みがない、破れない硝子を何紋要求しないであろ

う、と言ばれたことを記憶する、不満、不足は山程ある 、

それは寧ろ発表要求することが緊要であり 、それがやが

て独創j の誌ともなるであろ号。

と L に欧米の現情と対比しつ L 、設備凶係に関して思

いつ きを列べて、これまた諸賢の'制比判と御指導に預り

たいと希望する。

1. エア〆クトの断面は余りたも大に過ぎる、それが

天井を彼方此方とはい廻るのは何人 も好まし くない、最

近米国では高庄の送気管で処理し得る様に聞くが、余り

文献には現はれて居ない様である 、将来は空間経済から

みても必要なことといわなければならぬ。

2， 胞忍用ボイラがリター γ パイプ の関係でその位置

が定められる、時には地階の放熱器は犬井} こパイプとと

もに取イ、1"けなければならぬこともある、最近この傾向1-;):

米国では大に進歩し配管形式が変っておるらしい、戦前

の我国の頭で( - : 1 : 最近の暖房は無理だろうと或外人建築家

が日本のその専門家に言ったのを悶いて縫いた。

3. パネルヒ戸テイゾグは我国で広〈採用される様に

なるであろう、これこそ床や陵の構成に直後関係あるこ

とであ り、建築構成上の問題ともな る。 光校、高砂 熱詳

の柳町社長から床暖房をす ｌ められた話で ー Ｈｾ 1 陪飛びに

床緩房をすれば上下 2 層の室々を暖房することが出来て

経済であるとのこと 、自分の関係して居ろ地方県庁舎に

これを適用して見ょうと考えたが、そ吃? 床の構成と天井

暖房の効率たどを考えて遺憾ながら今回(1:.係用しなかっ

た、但し将来はよ〈伺って実現して見たいと思って居る。

14 

要となって来た。暖房たしで室併の値上は肯定が出来な

い。何れの建物 も緊急を要する問題である 、そ の盆を概

算してみれば莫大な数量となる、此際、間に合せ主義で

なし止何か新しい進化が望ましいものである、元来ラヂ

エータの如きはその単位を組立てることに細心の注意が

必要である 、自1-;): 嘗って独i盤の ウエアラ 戸の製造工. 湯を

視察して製造に従事して居る人々よりもその製品の組立

その他の訴験、検査に従事して居る人々の方が多〈、不

良品は思いきって再鋳造する情況を見て敬服したことが

ある、ラジエータの復興には大に 関心をもたなければな

るまし、。

8. エレ ベータ ーその他戦時中に徴用された多〈の金

属製品の復興も亦意大問題である、 4 階以上の建駄にエ

レベーター の必要なことは世界的常識であるが我国では

質沢祝されて居る 、今日工費の関係で出来得ないとして

も4 階以上の建物には必ず他日取付け得る械にエレ 戸ペ

戸! l - γ ヤフト ( - ; ) : 設けて置かなければならぬ、自分1-:1:常

に実行して居る、それも大正の末に突行した建物に未だ

にエレ ペーターを取付けて注 〈、使用者は変り 忘れられ

て居るものもあり甚だ遺憾でらるが、何れは活用の時も

らると信じて居る 、近来のアパ ー トが平面経済の為、廊

下式のものでなく独立した階段の双翼に各個の部屋を列

べたものが多く 共同のエレベ 戸ターはとれず他目、昇降

の不満が起るのでは沿いかと心配でもある。

9.  厨房設備こそ国情の相異で、接収されたわが住宅

の全部が米国風に改善された様である、彼我の比較11:.陽

と陰とも言はれよう 、その影響でわが国の厨房に甚だし

き進化をもたらせつ L あるのは事実でらる。調理に超短ー

波の活用で数秒間でピ 7 ステ - !l が出来るとか話も聞く

が、たまに紙上でそれらい 、厨房を見る丈で内容は判然



しない‘ 調週のための在来の熱の観念と異なった形式の

調湿法が将来、実施せられるであろ号とは電気専門の友

人からよ〈聞かされることである。また厨房設備の専門

の諸君から建築計画に余り実用的の智識がなさす7ぎる、

. いくら間続が必要だけらると しても、完まや出入口の関係

か不注意でらり、能率を損することが多いとも聞かされ

る、厨預汚物の処還も不衛生的である、最近米国では調

理局を放出する際、とれを機械的に切りきざむ装置があ

るとのことだ、何で も良いと考えたことを実行して見る

のが米図式であろ号、そこに進化があるのでらる。

10. 米国の様に建物が高〈ティピカルフロアの多いと

ころでは設備のため地附、地下階を利用しでも、生産両.

積に対して非生産面積が有効に比率を保つことが出来る

のであるが我国の様に生産面積の少庁い場合、設備装置

の而秘は出来る丈立桝内に縦少することが必要でらる、

この間尚も今後充分研究する必要があるであろう。

11 . 設備の保守、保全に対する簡易化も軍大問題であ

る、故陀の多い設備、建設後聞のない改善などは計画の

不備を語るものであ るがその例が相当に多い、便所の使

用禁止、水の出紋しも闘ったものだ、手入の符易でまbる

べきは言ふまでも主主し、。

12. 近来、医療のタ係ヰ手術は目覚しい進歩である、問

〈ところによれば手術そのものは以前から大した進渉は

無いとしても室や2器具機械、総ての消議の完全が消毒薬

を手術局苦11に必要とせ主主〈なったことによってその快復

す メ リ カ 通 信

一一一11月 2 日ポスト γ にて一一一

大 林 芳 郎

英後大ｾＮＺ御無沙汰を致しました。一度御使りをと

思いながら、遅れましたことを御詫び致します。皆

様の心暖い御見送- りを受けて上京、 9 月30日の夜

羽田を出発、途中古沢、アリユーシヤゾのシヱムヤ

という小島、アラスカのアゾカレツヂに活陸給jf[ l し

1U月1 日の夜無事シアトルに到訴しました。飛行機

のl肢も綴てしまえば楽仕ものでず。シアトルとポ戸

トランド} こ 6 日滞在しまして、 7 日の午後にニュー

ヨーグえシアトルから直行してやって来ました。英

後ニューヨーグでは、御承知の建築家、松ヂド保生氏

の一方たらぬ御 11そi話で、ニューヨーグの代表的な土

木、建築業者立約二数名の箸名 t.f. 建築家、及びピルデ

ゾグ・トレイド・エムプロイヤーズ・アソシエイシ

ヨゾと申しまずいわIf 建築関係の経営者連合団体等

を際訪、現場、事務所を連日視察を続けました。御

承知lのも長に目下‘ ニューヨークでl" t 、マゾハツ 31: / の

を容易ならしめるに至った最大の原因でらるとのことで ー

ある、室内の空気調節は正に近代建築に緊要なるは言ふ

までも無〈、最近の米国に於けるその成果は素消らしい

とき〈が、都市生活者には保健上また能率上、重大なる

福背であらねばならぬ。

建築設備の理想に対して我国現情を顧みる場合、何人

もあまりに距離の大なることを遺憾に思ふでらろ号 、米

国に於げる現実は我国では理想ともなる、それは生活程

度によって判断されることである、水洗便所ずら我国で

は想視しなければならず、精神的に生活を抑制し、恕難

汝を玉にす、などと考え、生活向上} こ伴ふ建築諸設備を

賢沢税し、遠慮しなければたらぬ情況は、全〈経済上か

らの問題であり 、事突に於て味ふべぎ悲惨なる現紛では

あるが今 1 段と 社会的にその理解を得さしめなければな

らぬ。

現在我国ではその生活が余り公私の差が大きい、.l'! nち ι

今日の公館の建築設備は相当に高い水準に遥して居ても

私的生活の水準は余り本低い、住宅に対する設備iの向上

が望ましいのである、東京の G.H. Q. のあ る第 1相互の

建築並にその設備の知きは正に世界的にはづかしからぬ

ものであり、米人もこれを賞賛するとともに余りに低い

大衆の個人生活を不思議に思って居る縦である。

自動車ｾ動〈苦ｦ＾屋として考えて公私の金活を述結して

居る械な生活( " t 羨ましいものである。

( 筆者・建築設備綜合協会会長〉

イーストリバーサイド ) L に国連の新しい建物を建築

中であり、これも見学ずる機会を得ましたが、事務

局になる建物が漸〈出来上ったところで綜合計画と

して見北Lげ、まだまだこれからといろところであり

まず。その他に目立ちまずのは、戦緩住宅問題の解

汐探として古い煉瓦造の住宅街を思い切って、取り

払った後え、 十二、 三階のアパ ー トメゾトを数棟集

団的に建築ずることを数地区に実行しておりまず。

既に出来上ったととろも可成りあり、イ戸ストリパ

ーを遊覧船で通りました時に、河上から見ました光

景( " t 類似型のものが集団的な美さにしげし我を忘れ

るほどでありました。英{ 也市街地で数ヶ所欽骨工事

を見かけま十が務くほど大きなピルは、見かけませ

んでした。例のクラクスラーも拡張工事を目下やっ

て居りまずが大したものではない微でず。ニユ戸ヨ

戸川こ 3 週間滞在、昨日月 1 日ポストゾにやって来

ました。これからデトロイト、シカプ、ワシゾト: /

等を周る予定でず。ニュ ーヨーグでア戸キテグチエ

ラル ・レコ戸ド社え参り同誌の写良品回 帰 減 方 の 許

可を得ました。いづれ詳しく委員会に速絡しまずが

宜敷くお伝え下さい。

く筆者協会制集委員長コ
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施 工 業 界 の め り ¥ か れ

一 一 ア メ リ カ の 業 者 と 比 ぺ て 一 一

市 浦 イ建

私の綴な業界の 1 年生がこんな大きな問題をか川デる はやはりその大前提としでは土建労務者の組織化が凡て

喝はむしろと っけいに見えることを私自身充分知ってい を決定する 7 アグタ ーであるという伊藤滋氏 の言を想起

るが戦前、戦後は外から見て居 り、最近は内にも 入って す ると同時に、す〈な〈ともいまの状態のまま で、叉今

見、 最近、叉沖織でアメ リカのコ γ トラ !I !1 ーの組織の ' の政策で日本の労務者は組織化され得るものかどうかと

ゆ で 3 ヶ月鋤いて得た見聞などを比較したり綜合したり い ろ新たな疑問が湧いて来るのです、この疑問に対して

していろいろ考えついた事を書いて見ることにします。 も既に多〈の人から可成りの調査や分析つが行れて居りま

1. 業者と労務者

終戦後聞もない頃、いろいろな意味で私の尊敬する先

-輩島問藤氏が主唱され将来の日本の業界のありかたにつ

いて数人の人を集められてプアイゲェイトな研究会の様

なものを数回開かれたことがありました、私 も光栄にも

その末席を汚したのですが、その第 1 聞の集りの時だっ

たと思いますが、これも私の尊敬する先輩でらる伊藤滋

氏が「これからの目本の業界のありかたを決定する 1 つ

の重要な要素として労務者のらりかたが考へられる。 !! D

ち労務者がアメリカの綴に組織化 されれば必然的に日本

の業界はある意味で合理化 されるであろ号」と云われた

のを忘れることが出来ません。: 辰近G H Qのヱ ー ミス氏

が強〈土建労務者の組織化 を要望して居られるのも同じ

織な意味からだと思います。アメリカでも日本の機に下

誌とい号ものがあるようですが、その実質t" t 可成り違っ

たものだと見られます。とし、うのは所謂日本の下請とい

ろのほ完全た ｓｾ ｢｣ ｯ ｮｴｲ｡｣ｴｯｲ といえるのが少いといろ

ことです。もっと詳しく云号と 、丁度元請が施主から全部

の工事を可負っているのと同機な契約条件で、一部分の

工事を元daから筒負っているものがアメリカの下首であ

るからです。 日本でも、附帯設備については梢之に近い

ものがらりますが他はどっちかといろと大部分労務供給

I の域を脱しないものが多いので、資金、機肱資材につ

いては碕 ど元首に依存し ているだけにその契約条件も責

任、保証. の点がいまだ頗る不完全であります。これらの

点について 1' 1 : 矢張り占領政策の一端として業界に影響 を

与えるべ〈意図されたい〈つかの労働関係法規の示して

川、る方向も勿論上述の織な意味ての完全な下両の他は直

備になすべき趣旨でありませうし、最近中央連築審議会

で決定されんとする下請の標準喫約高も悶じ趣旨に沿う

たものだと思います。併し現実は大局的に見てこの方向

J こ正し 〈進みつつあるのかどろか、叉業界としては積極

的 に協力 しているかど与か、 叉果してそれは現在の政策

なり制度の下で爽現出来るものかど号かといろいろいろ

な疑問が抱かれるのは私許りではないでせち。そこで私
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すが組織化を促進ずるもの、叉その方法については未だ

明確な答は見受けません、私の考へではそれには更に一

段上の大きな前提がいるのであるから先づそれを実現す

ることであり、之に捕足的な方策が業界の内からも 外か

らも 加はって始めて可能な事であると信じます。これは

結局労務問題だけでなぐ全部の問題の前提でもあるので

最後にゆづうこととします。

下宮古と直ililf の問題について私の気のついたことをも 一

つ付加えますと、アメ リカ では日本とはむしろ逆に、土

木工事は下司を使うことが少し建築には多いとい うこ

とです。それは土木工事はその内務が技術的に単純で一

つの仕ｾｽを多量に繰返すものが多いからそれを更に分割

して了って別の契約に切手と 、相互のBE聯が丘り難〈な

り全体を統一 して運営し難〈なるといろのが理由の械で

す、つまり単紙ではあるが分割出来たい程その工事を形

〈る各作業が注統的に叉相際的に叉能率的に速を; きれる

のがアメリカのやり方で、又こ i でなければ競争出来な

いのでせ号。又アメリカの直怖というのも特に断るのも

どうかと思いますが完全な直備であって、労務者もそれ

に邸11れて居り、之に接する現場員も所謂フォ 7 マγ とし

て完全に労務者を技術的に指導出来る能力と体力を持っ

ている者言午りです。現場事務所があっても現場員が作業

時間中そこに居るのは見た事はありませんし、叉座る場

所もな〈座ってする仕事もないゃうです。皆労務者と同

じく 夕方は どろまみれになり 、〈 た〈たになって帰って

来ます又下誌に 使はれている労務 者はその干 ｾＨＮｩｴ ニ対して

は完全な直怖であることは又同級で、す。ただし労務者が

必ずし も全部組合から供給されるものとは限らず、業者

もある意味では組合と利害が相反するのですから組合と

対抗する意識はあるようです。

私の聞いたり見たりしたととろでは、元来ア メリカの

業者にはほんとの社員は比較的少仁仕事ーが手に入ると

現場の部長と幹部は必ず社員から出 るが 7 ォアマ γ 以下

の多〈はその度に新たに契約され るようです。 えも仕事

の性質から音1 ) 長なり幹部なりは敏| 去をのらる 7 ォアマゾを

つれて〈るし、フォアマゾ l"t 叉即11染のある黙練労務者を



引張って来ることは日本と似て居るし、熱練労務者が段

_々 I - . つてフォマゾになり 更に認められて iili ' f f にも t.r. りそ

のうち正社員にもな り遂には部長から更に幹部にも なる

ということも同じ級ですが、日本の後に現場員の可成り

下の方までは正社員でらるということは絶無のよろで

す。叉この道はどん丘学療のある者でも. i i l i l: ，な〈てはな

らぬ道であることは日本とー寸似ても居るゃうでもある

が日本の所長級には自らフツレトーサーを動かしたり 、コ

ユ/ タリートを打ったり出来る人はたぐただそのやり方を

知っているだけの点が大分巡 3ようです。話が大分横道

えそれましたが私が特に感心したことなので付加えまし

た七

2. 仕事のとリかた

アメリカでも統計の上では建設了. 試の設はその大部分

を日本と同様に住宅建築が占めているようですが、ーか

どの業者が対象としている建設工事の マーケットとして

れ住吉で、たい事l土日本と間後・ですが、日本と迷って何よ

りもげ倒的に大ぎ〈且つ持続性のあるものは日本で一括

しで〆ム工事といっている河水統制l関係の開発工事など

のこl土木工事のや号です。この方，凶の縮工技術の発達はア

メリカ の海外えの経済的進出と併行してアラス カ、中南

米、太平洋援から印度、シリヤ等の極東にまで技術を検

出するやうにおＺり、更に日本内 ｴｬｾ もね らって 応 ・るやう で

す。ねの関係した M orri son- Kundsen Co. はこの方T h i

で有数の大会社です。そしてそれｾ内外の大工事は殆ど

J oi nt Vent ur e という方式で仕事をやって居るや号で

す。このプT法はその名の示も通り、一社では資本的に無

王子ュがあり、危険もまbるやうな大工事を互いに信煩し合う

数 Hが協定した比率に応じて資金を出し合って工事をや

り、損益もこの比率で分ち合うのが;長本で数社の中の適

当な一社が他の信頼の下に Sponsor く勧進元とでも云い

ませ うか〕となり、その工事の問だけどこの会社にも関

係のない独立した現場官邸践を作り責任をもって工事を運

営す之ので、出資の比率もその S; >onsor が他より多い

のげ普通です。そして他社は人や機械を出すこともある

のてすが人聞は凡て工事期聞はその現場の従業員として

Sponsor め祖賞と区別た〈同等に働くわけです。沖縄で

は鹿島の他大林、竹中の3社古稀綜dの Mor r i son- Knud-

sen ，MK ) と J oi nt Vent ur e くJ V) の関係にあるわけ

で Sponsョr I-:t. M K で私の他社員級 3人、労務者 2---30

人刀3社から出たわけです。との J V は 7 メリカの織に

大T $が殆ど会入札である場合に限るわけですが、既に

20年余の経験の特則mる合理的なものであることが立証

されています。つまり 1 人で大会な利益も得なし、かも知

れぬが大きな損もせず、互いに聞をmねているう弘会社

聞に信頼の度も憎し、又それぞれ得意の工事について入

れ代り Sponsor になるやらです。尤もヱ事の入札の度

に J V の意向をまとめて、見績について意見が一致して

協定が出来た間柄だけが J V の約案を結ぶので協定が匹

来 t.r. ければ別例に入札するい〈っか¢会社が分れたり又

全然どとの会社の聞にも協定が出来す・全然まとまらぬこ

ともあってよいわけです。アメリカでの建築工事のとと

はよ〈判りませんが土木L 事の織に常に犬舎な工事が又一

快界的に進出している様なものはないよ丹ですが、その

うちの大き在ものにはやはり J V が行れているととはいー

7主主主てつつある iE際聯合の会館の施工者を見て も判りま

す。

しかし民間の築t l ! { - : t . 公入札でないのが通例の織です、

指名 の数は数祉の程度も出ないが公入札の織にいつも公

正 に競争が行れ るとは限らない織です。元来アメリカの

ま医者は日 本のやろにやたらにとりたぐない工事にも指名

に入れて貰いたがったり 、公入札でも数十もの入札者が

あろことはえぐいゃうで‘ す。とにか〈予算が半IJ っていても

自分の自信のある見積りがそれ以上であったら特別の理

由のない限り予算まで下げると L 、う様な王将はしないよろ

です。 充分の利 能を見ても、これ、う商売{ - : t . 損する危険

の多いことをよ〈知って居ります。

M K の沖縄での入札} こ対する態度にもそれがよ〈表れ

ていま す。 i 自分は自分の金で、軍人の兵舎や住宅をつ

〈ってやる気はしない、 日本の業者のあるもののように

安 く入札しおヰししたら結局損するから自分の金を出して

まで軍人のたb に家を作ってやることになるので驚〈べ

含奇特な業者があるものだ」というのがその云い草で

す。始めこれは多少負け惜みかと思っていましたが何回

でもく りかえして主張を在げません。これは日本の業者

とちがって体問とか意 地とかを無理し ても ｲｾ ￧ をとると

い うよう な事1' 1 考えないし、又安〈とって置いて後ら方、

何とかとり返すというよ号な事が出来ないことをよ〈知;

ってお旬、叉考. * も L ないといちことが原因でせろが又

一同工事をやってどこで儲けるかということにも全〈考

えが違号からでせ号。前にのベたや与に直備で大部分の

工事をやることは 1 つは仕事の質に責任を持つことだと

説明していましたが、同じ 下言古にしても完全な責任を負

{'1せおよそ元;; [1の信用を傷けるような事はさせません。

仕4談窓や図関にどのくらい忠実と L 、う点は日本人に比ベ ー

れIf 完全に忠実といってよい寄でせう。

もし完全でな〈てもそれは技術的に仕様君、 図面に要 ー

求されたものと同じ程度であることに自信がらるもので

ゐり又ちゃんと説明してやることですから胡麻牝すことー

と は凡そ程度も意味も逮ろものと思います。との点目

分の会社の信用を尊ぶことは実に感心します。だから自 a

信のない安い礼{ " t 断じてスれないわけです。又ころいう

悠々たる懸度t工業者の数が恐ら〈工事の量に比して日本

程多くないのではないでせう? との点もっと調べて見な

ければ判りませんが、殊に大工事に対しては充分の資本‘
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力、 ( 前渡金はないし逆に保証が要求され又万ーの時は

罰金をとられます〉機械力( 多〈の場合業者持ちです)

と経験く一般に日本の仕後書よ り遥かに許細 で厳格です〕

を必要とするので、い〈ら公入札にしでも仕事の出来る

カ のある者が少いじそれらが J V でい〈っかに組みます

か ら入札の数はずっと少〈な るわけだと思いま す。つま

り日本の様に容易に業者の看板が出せないように 注って

居るのでせ'1) 0 これについては次に又 〈わし〈述べるこ

とにしますs

3.  会社のあリかた

前にのべたよろにア メリカ の業者は日本より遥かに健

羨な営業方針をとっていることがよ〈半1) りますが、企業

者侭肋ミらも日本に比べると主主かに厳格な要求を押付けら

れているからその能力はどんな点から見ても強力です。

ー脊よく判る.{91J は、日本の一流大会社の資本を仮 りに 1

憶としますと年内には現在平均その約50倍以上の工事を

やっているでせう。それに比して M K は資本の僅か3 -

4 倍の仕事しかやっていません、 しかし資本というのが

日本の 100 佑・以上に当り 、工事量は日本の5 - 6倍といろ

ことになり而かもその工事件数t" t 僅か 100 件程度で日本

の凡 そ 5分か 1割でせう。この点から見ててんで比較に

ならないお混と健実さがあることがよ〈判ります。又更

に面白いことは正社員の数ですがこれは資本の 100 倍で

あることの逆に 100 分 の l かそこらにしか当ら注いでせ

ろ。現場と支宿と本社の関係も大分相違があるよろで

す。日本のよろに支底の下に現場があるというのではな

〈、支底は単}こ入札の見積りと、外部との連絡だけで、

現場は凡て本社直結に運営され文日本の様に矢たらに方

々に支宿を鐙〈ととはたEいようです。大体規還に応じて

健 全な営業範囲に支底を置とに留め るよ号で‘ す。だから

2芝居の人数は必ずしも多〈 ないばかりか現場でも穏くべ

き少数です。勿論現場でも各種の事務機械 〈多くは電気

式の もの〉を使っています。日本でも進駐軍の事務と問

t主 築 ⑧ 》 金 ".10' ，

J ドア- } ¥ンガ一

筋ラ 工場・倉庫・ガレージ

-E の 扉 に 御 使 用 を 御 奨

在 人 め 致 し ま す 。

吊下げ霊童

1号・60kg 2号 l OO. kg

( 全固有名金物)

庖 に あ り ま す

1. 0 .1. ｾｮ＠ r ア戸ハ ゾガ ーはl f J . 軸の周囲は鍋焼

入ロ 戸ラー ペ: アリゾグ裟置になって居 b ます

から丈夫で扉の開閉が軽〈取イすには吊下げを?

自由に関節できます。

製 造 元 ・ 大 阪 . ー 大 同 簿 遺 株 式 会 社

.  Ｎ ＮＮ ＮＮ ｾＮＮｾ＠ '-0 、
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じことを日本人にやらせたら 3 倍乃至 5 倍の人 事f援する

だろろといはれていますが、州総のM Kの現場で 400 人

伎の沖綿入日本の直仰の労務関係事務が僅か数人で片付

けられていることを見てもアメリカの業者の現場と日本

との相違は想像出来ません。給仕とか運伝手を殆ど置か

ない上}こ高能率の事務機械宏駆使することと、現場員 と

問機 よ〈働く ことけ感心 させられます。尤もサラ リー l弐

御承知の様に数倍乃玉三10倍に当りますが、人数が少〈能

率のよいことと 、現場員か如何なろ理由にしろ会トt l'0金

では決して飲み食いをしないととも感心します。結局日

本側と 経費の比較を して見ますと決してやす信もの相逃は

なく大差ないものであったと 思います。

尤も現場仮設の素哨らしさは日本の業者に欣研ど想{ 象

も出来ません。沖縄での M K の camp く飯場) ｾＮｴ 凡て

コゾグリート プロック造で完全な附帯設備 t 給水、給湯

排水、冷凍、電 気、汚 水 処理〉は 勿論、幹 部の家ｾヰ主宅

t: t 日本に建て られている進駐軍の D H程度です、叉食事

も実費で 2 ドル ぐ社員) 1. 5 ドル 乙労務者〉 をかけて居

り、労務者の食事でも質の. 1 : では日本の中流以上の家庭

でも敵はないでせう。叉経認のやり方も完全に桜械的で

凡て本社にすぐ報; 日ーされ玖必詐りでなく本位でいつも現

場のパラ γ スが半l同よろになっているようです。つまり

大部分の経理事務が実質的には本社で行れているから現

場の会計( : t 未端の経理事務だけやってし、ればよ L サコけでー

す。又直怖が多いか ら( - ; ' : 所長ととれに次ぐ主左幹部だけ

がその運蛍に責任をもって居るので他のものは云い付け

られた段取りに仕事を進行させれげよいので金の事を心

配しなくてもよいようになって居ります。又日本と逃っ

て各人の責任と権限がはっきりしており、人の仕事に日

を出さぬ代りに自分の分担は居銭りしてもちゃんとやり

通します。下215に対しでも、はっきり L た契約によって

いますからその通り監奇し支払ってゆ〈だけの簡単な話

ですといろわけです。設計変更、値憎しの問題も日本と

同様常に絶えないようですが、企業業者からの設計変更

の類は凡て口頭だけでなく文書によらなければ決して受

付けませんから、値憎しに凡 てこの文25に物を云はせる

事に段々交渉してます。叉業者の資に帰さない理由によ

る増頼や、延期を要求するやうな場合も契約書に照して

頗る事務的な P レイム 仁苦情〉 を文: きで提出します。決

して日本でやる織な歎願書とい うものは出しません。な

ぜらんt r . に三拝九拝し哀訴歎願するのが判らないといっ

て居ます。企業者と業者は契約によって対等な立場にあ

るものであることが頗る自然に常識になって居る点はう

らやましいものです。叉業者の方が実際の施工法には経

験があるものだということと、業者に対する信頼感から

業者の意見によ〈傾聴するととも羨しいものです。平常

の交渉も対等であり親し〈なれば友人っさ? あいで、日本

の企業者の様に業者は呼びつけるもの、頭を下げてくる



もの叉どま化すものと決めてかかっているのはなさけた

いものです。しかしこれはいままでの業者のやり方にも

罪があるのでせう。以上を絵合して少しでもアメリカの

程度に近〈にはどうしたらよいかとい奇問題は前に掲げ

た凡ての問題と同様建設界に外のll :礎的条件qぅ大きな相

違をちち‘ めることから出発したければ左らないが、現在

のままでも適当む政策と、業界¢考え方を変えることに

よって相当ちぢまる剰也はあると思います。

4. 技術の問題

最も一般の興味をひ〈技術上の問題としては機械化の

ととがあります。戦争前でも可成り施工技術には大きな

ギヤッフ・がらったのが戦争の為に更にその聞きを大き〈

したととは日本に居てもよ〈判ることですがその一部分

を沖継で、見せつけられました。殊にこれは土木方市では

華々しいものがありますのク ラツジャーく砕石機械ヲで

大規模に稿、石、砂を生j慈し、パッチ、プラ γ トで計量澗

合しトラックに@ せたトラ γ シツト、ミキサーでコ y ク

リート を練り乍ら現場え運びます。土工事} こ使うフツレド

ーザ戸、グレーダー、キャリオール等は日本でも戦後の

人気を呼びまし去が、ト γ チゾグマシゾく鴻縮機械ヲた

どその高性能を匙憾た〈 発銀しています、叉〆 y プカー

なるものはパワー・ショベルかクレーゾを併用した〈 て

は本当の能率を発揮しないということも自に見えて痛感

させられます。又一方高い架1務の建方などは長いプーム

のグレー γ を使いこなし見苦しい足場左どは見当り ませ

ん、とにか〈土木現場で刈掴に立って働いている人聞は

殆どな〈、ただ色々の機械が動いているがけて、す、現場

監奄で古ジープで走り廻っています。大きな建築の現場

は丁度その時J羽にはぶっかりませんでしたが、そのコ γ

クリ F トの素晴らしさは私が関係した現場でも闘員し「

コゾグリートは洗れないもの」ということを認識しまし

た。出来上っているコ γ クリートの兵舎の打ち放しの内

外壁の美しさにも驚かされます。大きな高いコゾクリー

トの建物でも、足場にたよらずコ γ クリ ートの仮粋をと

りつけ る方法はついに直接見るととは出来ませんでした

が、 M K の人聞によ〈 教えて貰いました。

少さな工 ｊ 号電 気がニ ューマティックで動くものが可 ｛ｾり

伎はれて居り、粉 々大き いものではコ γ グリートの床を

モルタノレを塗らずそのま まmかに仕上げる機械などは日

本でも利用価値がらると思います。 仮枠に厚い耐水ベェ

ヤ板を畑う るととも羨 しい限りですし、日本でもよく寧

の建物に見られたボ ード類 を始め特殊の釘、各種のプラ

スティックの製品、コ γ クリートスラプに入れる鉄筋の

メッシュ、電気の配車京; 材料、管工事の配管材料などにも

見新しい震宝なものを可成り見かけました。照明にもふ

んだんに蛍光燈を使うことも注意をひきます。叉コンク

りードフ。ロックが至極気楽に使れることは可成アメリカ

でも普反していることが判ります。殊に現場でプロック

を容易に造芝、ボータフ勺しの主主置は日本には行ってつけの

ものだと思います。とにか〈材科ではアメリカにはもっ

と多〈の新しい積鎖のものが発達し設計が; 釘狩に制約さ

れて来た主の話を聞きますがこれは尤もなととだと思い

ます。

一体日本では何故こういう建設の機械イ巴が発達し立か

ったかとい丹こと¢理由の 1 つに日本の土本が失業教僚

を機として工事が現出するからだといし、ますが、近頃の

高性能の機械にはい〈ら事者賃金で、の失業救済の場合と比

較しでも 到底比較のとれぬ程コストの安いものがどんど

ん出て来ましたし、今までの失業救済と名は打てど夫質

的には在来もほんとの失業救済にはなっていなかったこ

とを考え役所の考えも変ることと思います、ただ白本の

刈!7診が大規模の倹械化を多少阻んでいることは宥めます

ま」、。叉機械の国隊を考えて居る役所もあるようですが

もう戦 争 中 のよ号 にやせがまんをする必ｾはありませ

ん、少くとも多分はあちらのを使い、あちらから指義者

をよび、i :li から動かすことだけ習ったのに満足せず、ほ

んとの能乎羽な動かし方やそのメ γ テナ γ スのやり方を

云う必要があるとと は、私も白木から可成り腕利きだと

秘するオベレータ ーをf中継に送つての苦い経験から推し

て是非忘れてはならぬことだと思います。建築の方はま

づコ γ クリ ート に対する誤った考え方を是正すること

と、足場と 仮枠について研究する必要があると，思います。

そしてクレ F γ の利用を大いに考えることも無駄ではな

いと思います。土木に比べて建築は労力が工費に対する

割合が少いのですが工期を短縮するためにはどうしても

日本で もこれ等: の点、の改善を迫られていると思います。

又日本に よい建築材斜が発達しないのはとにか〈大資

本の材斜メーカーがセメ γ ト以外には吟どないこと、こ

れはマ F ケット の狭さ にもより技術の低さにもよるが何

といっても、質は惑〈てもよいが安くなければ売れない

よ〈ても高いも CD( 'i 使い切れたいとし、う n乏人の悲し さ

からでせう。

次に業者の技術o ' ' J 能力のち鳥人聞について考えて見ま

すととの点も能力の高い少い人ですま せて居ることがよ

〈判ります。そのよい例が見積りのことで M K 側と日本

側とが打合せをやりますと、 M K はせいぜい 2 - 3 人で

すが日本側は土木、建築、電気、機械とそれぞれ 2 人宛

位い出て 来まずから大変です、大体見積りの方法も少し

違いますが、あちらの建設の技鉢渚には土木と建築の区

別がない許り喰程特別の電気、暖房、衛生の設計でｾ

ぃ限り 全部 1 人で片付けます。つまりそ号いうヱンヂュ

ヤー でなければあ t_. らの社会では 1 人前と認められない

ことが判ります。

との点、現場員も上の方の人はどん注工事でもちゃんと

監査指導出来るし設計変更の提案もやり又柑談にも応じ
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られます。このこ とは日本での教育の方法が何か誤って

居 るやうな気がして なりません。雰界としてはとにかぐ

経費の節滋にもなるこ とですから; 1 日も早〈 是正 され る

ことを鰍迎するでせ行。

とれらの事実l'こも加 えて 日本の建設主主術とあちらのそ

のギャ ップを: 辰もよ〈 糊句に示すものは契約書、仕主義寄

設計図書の類かも知れ ま せん。殊にｈＮＺ級ｾ・の詳 細 である

ことは何よりも技術の程度の高いことを示しているもの

と云えませ九業者もそれを歓迎し、これらの・書期が不

完全な時l"t 指名されても 入札 したいといって居ます。現

在の日本の業者では、完全にアメリカの仕係書通りに見

積れることが出来るか、使ったことのたい機械、ゃった

ととのない仕儀がある以上、 大分疑問1があると思いま

す。!!pち忠実に仕事を保証出来る自信のある悩絡を見積

れるかどろか難か しいと考えますコ叉あちらの恩11れたも

のでも幹部は常に仕機書、図面は勿論契約苫と判。つ引き

で仕事をして居り 、又現場組織 の中に必ず、技術長以下

技術係員が居り、現場の監査速と f引こ述絡をとり 、施工

図而や仮設の設計や積算の仕事をぞって居まず。こうい

らことも日本の業者に普及させt:¥' 、ことでおり又容易に

出来る こと でもあ るL 患います。

5. 結

大分土産話 しにながれて来ま1 たのでこの辺で打切っ

て簡単に結論に 入り たい と思いまず。内部だけで改めら

れ るべき問題も沢山あ りまずが、前にのべたところの所

々にふれたよちに問題。説本的の解決はすべて業界のま

わりをとりまいている環境 の条件が改められることが先

決 のよちです。 中でも 何 といっ ても 首長本的な鍵は 日本経

済の安定、国民の生活程度の向上といったよ号な経済的

条件であることは問題ないと 思いまず。それには直接間

接に関係 L て〈る; 人口 問題も 加は りまず。 L か L 一方今

ずぐでも業界の内部にも 外 部と 無 関 係 に ｾ ｣ｉ＿られること

もあり 、ずぐ外部支 働 きかけて直すことの出来るものも

あり 、叉政治的に解決出来るとともあると，思います。そ

れにはまづ業界自身 としてほんとのありかたを見越める

ことが必要だと思いまず。そして 一足とびにアメ リカ並

人には変り得ないのでずから外部の環境条件の変化 と呼

応 L て進められるものは進占うるべきであると考支まず。

く主産者・鹿島建設株式会社取締役〉

謹 ん て 新 春 の 御 祝 詞 申 上 ま す

会員各{立の益々御繁栄と御健勝を祈り 併せて会員倍加英の他本会の発展

に ー 曹の御 ｴｾ カをお願い致しまず。

昭和二十六年元旦

社団法人 日 本 建 築 協 曾

理 事 会 一 同 事務局一同

本紙表紙懸賞園案審査報告

予て募集中の昭和26年度本誌表紙懸賞図書震は25棄と云

う11、数の応募図案である 。 そこで旧臆 12月 7 日編集委員

会に於いて審去を開き慎重厳選の結果下記諸君が夫 人々

選の栄を得られた。
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く冠〉 田 村 郁 夫

京都市左京区下鴨下川原町ー53

0 佳 作

仁 菊 コ 山 本 道 生

神 戸 市 生 田 区 江 戸 田r 9 8

竹中工務庖神戸支底設計部

(  p  )  光 藤 俊 夫

仁 空 〉

大阪市天王寺区南玉造町2 : !

岡 村 郁 夫

以 上 三 氏

なお老年筆評は33頁に掲載されて居 b ます。



建 材 界 の 回 顧 ど 展 望

ｾ｟間貿易の開始、企業合王監化の推進、統制撤廃の拡大

生政輪、入生寺前給金の滅廃、金融の梗ｾ Ｎ 打開手と経済安全

への家明を感じ乍 : うもが} 敗戦の悩みを悩みつつ明けた間

帯125平も とこに終末を作げ、今や朝鮮動苦Lの極必て意大

な段階に於てH買すヰ126年の新存を迎支 んと ず る。

建築的}こ見てnp，手n25平¥1: 本絡的往復興の第一平であっ

た。勿論東京と大阪 ｾ ｗ の 他の ｴｕ｜ 方 ｴ ｬ［ 市とではＭ［ｲＮ Ｎｩ 近い叉

はそれ以上. のl時間的ズレを感じるが、少〈とも東京に於

ては鉄骨鉄筋コゾ夕、 ｊＮ ート 造の 高岡建築 が 特にｾｾの下期

に入ると共に益々族出、建築競争でもず るかの問があっ

た。ここに10数字見られなかった、目撃) } l : 夜、自I j の建築現

場風景を再現してい ることはほほえましい限り である。

かような趨勢は一而に於てJ 1 r ; 材聞の解決が其の直接の

原因であ と。 勿論桜本的にlJ: 或は産業経済界の復興事

情、政 ｬ ＭＺｴ外資の導入ニ争に ｊ 主因ずるが 、砲 ＳＮＺの喜ｾ，担ーを充し

ア其の建築を可能ならしめたのは、 ｒｈ 手 ＱＱ ＲＴｾ ド末のセメ ｹ

ト及一般J - i J木材、日円和2 5竿4 月の板硝子、同年 7 月の普

通鋼圧延主雨林等・の相次ぐ統制撤廃であ之内

建設L工誌が椛んとなることは、 とりもni さず建材の湾

要が感んとなるととである。殊に鉄骨鉄筋コゾグリート

造の事務所建築の如念場合は、イ'!l!:J1i せられる建材・の種室長

も多〈、共の数量も まとまって大きい丈でな〈、質的に

も木造パラックの場合に比べて土質のものが求められる

ことは云うまでもなし、。叉ここ激年に立って突堤せられ

た所調進院軍工海} こ於ても建築的} ごは大部分木造であっ

たか ら、鉄' 目，%人物コゾグリ ート 造では戦後未だ立直らず

とりのこされて予kてし、 る都矧の建材の要求もあって、か

ょうねに永久f I l : 築の2支出が止tの種の建材の復興にも刺裁を

与え ろl二遠いなし、。

同時に叉かかろ大口建材の需要の傾向に於て、建材・の

買手もうE三芋もお立に親しみの薄い訳であろから 、Ot 材業

者が広告と宣 CE; とサーグィスとに依つで 、需要者たる建

設業者に喰込む絶好のチャゾスでもあるつ国内向建材業

者の聞に於てけ、激烈t_d奴必競争ヵ: 浸! 滑され. 宣伝が益々

販dt 政策の需要な要素となとであろ う。

喰建材に11: 同吠j 向i![i 'l!i: の外に輸出がある。園内市場の

外に海外市場がある。国際状勢を反映して復興資材とし

ての建材の検出は今日までのところ大したことはたいが

国際関係の緊迫に伴って建材は戦略資材としての需要も

あり得る。而して昭和25年に於て建: 財界にとって;ia- 大の

出来事11 : 他の方面に於;すると同様、朝鮮動乱の勃発と云

ろことであった。 np' t ぅ同年 7 月以来「特需」と云号通君臨の

下に当初¥1 : 、砂号リ、砂、喜平石セメ γ ト寺子の慕礎資材に限

伊 藤 憲 太 郎

られていたが、次々と多数の品種に鉱犬、 S廃材、一般用

木材はもとより、枕木、電位、ル戸フイ ゾグ、テッ F ス額

から、久しく休止状態にあった新興ガラスく網入グーィ

エールガラス ヲに迄及んで? いる。此の動乱の勃発は、関

述産業に対して程度の差こそあれ多響を与走 、英の沈滞

した2芝生Lを払拭したが、止tの仲患の恩恵を蒙っている建

材業者は今日までのところごく一吉j; の業者に過ぎない。

所謂特需景気が一部の建材業者に限られているのに対

して、勤武の彰響¥1 : 建設工事} こ対して漸次世襲厚となりつ

つある様でらる。 1mお建材{ 面絡の商} こ大きい影響を与支

ているばかりでなく、建材ーに依つては原料の不足、原料

高、章者送難等ーから英の不足を来ず場合も為る。其の結果

I' i : 工期の推進上支障を来ずことともなり、英の不足建材

の無む! i l l な調達11 : 建材間務を著しくつりあげるげかりでな

く、品質の侭下を来し、粗雑な建築が出来上ることにも

なり、建築資の騰えと' a って 、建築の手提犬 、従って建

材需要減と云 4 結束ーにもなる。

朝鮮勤武にみ; いで大さい出来事¥1 : 、大阪地方を中心と

する殿風の惨絹で為った。英の被寄l士tlir方的、局釘的で

はあったが、之が復| 日の為の建材の勤ぎは相当大きいも

のがある 。 時間的にもまた長期に亘るものと考えられ

る。本格的た復興計: 唱が実施されるにつれて、 地方建材

業者の活動も活援となって進駐軍、関係、特蒋関係、内

需関係に比較的恵まれなかった大阪地方の建材業者も比

の別の荷から鞘活溌伝動きを見せて来たのである。

以上の様ts. 状滋で昭和25竿を送り、l W- 和26年の新春を

辺:へょうとしている。而して金詰りと徴税l- : t 依然として

産業経済界長大の悩みでらろ。 一吉j ; の業者を除いて大都

分が中小企業である建材ザー界にあっても、此の問題¥' i : 同

様深刻である。さきに第八臨時国会合通過し実施せられ

た地方税法も問題の附加悩値税lt 開手法7年1汀1 8より適

用延期となって問題を将来に侵すこととなったが、産業

界には依然合越化が要望せられ、殊ーに建材に付ては昭和

2 5年11月23日より建築3基準法がう寝泊ぜ られ、特定建材に

ついては一定の品質が要求せられることとなる筈でらっ

て、 文他司お民間貿易の促進と統制の徹発とに依って建材

は自由に英の畳、質共に更に向上させることが出来る し

建材に於ては徹底した企業の合鹿化 と絶間ない研究に基

〈品質の向上改善に依って、優良安価な建材の生産確 保

ｉ ＧｩＺ昭和 Ｒ 似利こ於ける建材界 ＱＺＺ 対十ｾ宿題でなければなら

ない。

1. 企業の合朗色 昭 和4年暮通産省に産業合理化審

議会が発足し、昭事官25年入って建材関係についても、英
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古事又は一部の耳{ 務、t曽、新設を行号数、時定め機械設備

の取得に対して ｾｉ Ｂｴ所得税 、 法人税及閤定資産税の減免

絵入1訟の免除、或l" t 必要に応じ助成金の交付斗を為し、

叉英の特定の機械設備の試鋭的使用についγ l " t 貸付及沙

割払の方法に依る譲渡等も考えて産業者担械設備近{ - ' < : 化法

案く{ 反功、〕を国会に提案の用意をしていたカ・予算: の加で

速急実現悶難のさ英機であることは遺憾である。唯此の機

械設備の近{ 【化と云う正長から云って建材については昭和1

25年に於で「コ γ グリ ー ト、 プロッグ」のマスプロ機械

が三台験入せられ、夫々三会社に依って夫に生産カ開始

せられ、在来の「 コゾタリートプロック」に対して大き

いショッタを与えている。共の他将来の問題としては目

下一、ごの製品について総入が考慮されγ いる程度であ

るが、 ＱＰ Ｉｙ［ｬ年のｾ白 ｬ 時代の遅れをとりもどす為には 、 機

械設備の輸入に依 る近代化l士、在来の国産品の改良発達

に神弘せるととろの大ぎいことは云号までもたし、。

2.  ｬ ｦｩＧ， ｾｬ ＨｔＧ 向上 終戦以来の進駐軍設芭工事が建材・企

業の復興予＿ｾ卜めたばかりでな〈、建材の品質の問復向上

に迄役:なったことは申すまでもなL 、。然し乍ら原料愉入

の困難と、物々の統制と l" t 良伎の原耕を必要な丈入手す

ることに，11' 常た酎燥を来し、品質の向上を問答しず米た

し、又市_ : } 反而に於て予算の不足、建設工事入札に於; - t 7.， 

〆ゾヒ・γ グl丈自然建材} こ鍛寄せされて之以J;IR，質のl司復

向上を妨げた。

然し乍う昭和124年末以来の民間貿易の開始による外国

原料の愉入が可能となった為く特に建凡では石綿ー〉、 放

的にも質的にも全般的に1闘い、叉原材・斜の統制j 撤廃と.)11

倹って建材の尽質改善に役:，Y.ったばかりでなく、原料的

に自由になった為、製品の種績を受笥にし、くプム製品〉

建材を戦前の当然あるべき姿に回復しつ L ある。叉ピエ

戸ル製占? : ヵ・淘id- : . 建材としての分3与を広大しつ L あ る。

品質の向上代生I定者の原初回、設備問iに於け る不研の

科学的、技る町内な研究 の成果に依るが、同時に叉建材の

コストに依存する。 L 、くら良質の建材を生産しても需要

の下古 ｦｾ 袋穏としての分科会叉は部会が出来、合湿化対策

の研究が官民合同で具体化 し始めた。現炎の問題として

建材界に於ても他 の業界と同様、英の好むと好まざると

に拘 らず合I l l l .化が浸透し、昭和24年下半期か ら昭和25年

上半切にかけて、手号令界別に、叉同一業界でも n7; 極が別

に多少の時期的ズレはあったが、附1 1 ¥が行わ [ L、開示125

年下期に入って漸ど必定期に入った様であ る。

此の間の事情を「テックス」と「建具金物 仁燃得、戸

事 ") J について示すとみ; 表の通りである。第一表は「テ

ックス」業界に於'する了場数 く大体芳者数3 の附汰状況

と之にfれ生路公の変化を示ず。unち工場散の激減に拘

らず生産f訟の減少はよヒ蜘q少 し 従 つ で 穣t効率の上昇を

示ずものである。第 2 表友第 3 表 l"l夫 4・建具金物中、蝶

守存ｾ戸事に於十ろ佃 ｬ 絡捻 ｔ 多の状況を示したが、院 Ａ 伏期間

に於け乙激甚な{ i I f i 絡競走く〆ンヒ・ γ グ〉を見るのである。

か〈て中小企業の多い匙; 寸業界にl"t経済状態の変化を

鋭敏に反映して浮沈が多いが、終戦後の産w . 経済界の変

動に基く政的陶汰け一見; 終って安定期に入ったものと見

られる。而して更により高度の品質と云う聞からの質的

陶太が行われねばならない。

第 1 表 テッ P ス

.n.. 

J . [L ｪｽ ￬ ｾ＠生数工 場別月年

100% 

85% 

100% 

35% 

alJ.和 24 年

昭和 25 年

建具金物く1) ー蝶蒋くj手口3日寸3

二請と! 哩i

昭和 23 年 12 月

昭和 24 年 1 月

7 月

昭 和 25 年 2 月

4 月

8 月

9 月

第 2 表

3. 80 

3. 50 

5. 0。

船 橋 工 場

内

所

サ ッ ジ ュ ・ ド ア ー ・ジ ヤ ッ タ ー

銀 金 製 品 ・自 動 車 々 体

部 品 ・車 輔 ・発 動 機

日 本 建 鉄 株 式 会 社

大 阪事務所 大阪市西区江戸堀上通二ノ五七

電 話 土 佐 堀 @2  1  8 8 番

東京都荒川区三河島七ノ七八O

電 話 下 谷 8 1 5 5 - 8  1  5  9  

東京都葛飾区奥戸木町一0 0 0

電 話 本 田 190 ・196 ・1018

千葉1蘇般際市海神町二ノ三五O

電 話 船 橋 5 0 9 - 5 1 1

東京都千代田区丸ノ内二ノ三

三菱新館内電話丸ノ内973・4501

建具金物く2ト戸事く1寸、鉄板枠玉入3第 3 表

及

場

場

:

工

工

-m
京

川

本

束

中

考

第一次桜密協定

第二次 H  

安 値

商{ 庇

備

価 格

価格ー.個主 I) ( pj 】

5. 70 

5. 30 

4. 30 

4. 00  

3.40  

5. 0。

.i.l1J 

月

月

月

3

7

8

 

月

日再利 24 年 初

5月- 6月頃

7月

25 年

年

ノ

業

丸

営

通産省では産業の合理化を図る目的で、産業機械設備

を近代化 して、機械設備の性能を向上し、又は英の生産

品の品質や型式を改善する必要から、英の機械設備の全

忽



} こ対し昭和25年度の生産見込は、皇賞材} こ於て6 5 %、セメ

γ リに於て ＷｾＥ 、更に之を野手 Ｈ［ＲＶ 年度の生ｪｬｆ見込に千 ｪ て

見ると鉱材8 Z %、セメ γ ト7f l %となり、木材け別として

銀材及セメゾトが戦後 6 年に L て逝去¢最高きだ訟の80%

古 ￎｾ 査に Ｆ］ｧｩｬ ＡｈＺ 復すること ｌ なること怜誠に大政い限り

である。まHY!の:i j Ht 一一野手1'25年度の会1 f ; 見送付 310 万

砲道産省、Ｈ銀 、 銅数ＨＧￌ ＳＳＰｾＳＴ も万砲と見込む〉之仁京、 Ｑ し昭

幸 ＡＲＶ 年度に於てＨ Ｇｴ ｩｾ 銀Ｚｲ￭の輸入を厚手ＱＮ ＲＵ 年 Ｓ ｅＺ ｏ 万砲Ｈ内

国産f"t.. 95万砲) Iこ対し、 500 万砲と計倒 L ｾｦ ［ｰｪの封 ｵ 計

昭和25年度主変物資生貯見込

物 資 名 l 鋼 材 セ メ ゾ ト 木

単 イ佼伝 曜庖li ｾ砲 ｅ 千

限町秒 ＵｾＹ 年 !  2  193 0∞0∞吋0

1

3  悩 ∞
孟平F均盆生:戸障E 実 蹴 ，V V V， ....， ｾＮＮＮＮＮＮＮ，＠ vv. . . . ， 

問亙ｾ，，ｾｾ， Ｎ ｾ口 Ｑ ＱＧ宅 ｅ 一4，6臼，37，υ，196'

斗平L均生産笑績Lし) γ ，留曹一" - - - ， 

過去に於け戸、く日召手1 i 13年) ( 間利15年 L

最野生陸玖続くD ) 4，.371，0∞| い43，000/

凋 _ _ ， _  _ __ __J _  ___ __ _I 

宥 ｼ 昭和 Ｕｾ ｂｩＧ 8，700，000'  5. 300，∞o  

設 一一一一一一一一一一一」一一 一 一 一 一 一

理l 明 内 8久叩m山 ，7川川7初700∞ 川O

ブ力1 I  I  

il- J} - l a  l間 近 刊 い 引I 4，240，000

1  

l問手前作度 | 一|刊 刊0

1

ブJ I  

生 |町立125j 品 川 欧 州 ω 0，000 79，400 

残 |

ｾ ｉ 眠術年度ム Ｐ 州∞ ｼ 仰， ｯｯｯ ｬｌ 輸入税先

4， 帆 o o o wwo|く愉入21%

102 

:  A / C)  

産

業

復

興

半

65 

本表¥' 1 通産省通商局物資調護課調査に依るも

のであるが木材に付ては、疑問の数字をさ巴欄と

した。

実験停能力は資材労働の聞が充足されろならば

補修を要せず級働し得る設備の最大能力を意味

する。

3， A/ B く稼働率〉は契滋飯能力に対する開示，25

年度生産見込の比率である。以下A / C，A j Dは

夫々過去における平均、最高安績の昭和25年度

生産見込} こ対する産業復興率である。

材

イ{

23 

( A j D)  

2.  

昭 和 28 年 度

生 産 見 透

稼倒率くA/ BJ l  

註、1 .

者が之を要求したければ生産者の努力11 : 結実しない。前

記の如〈工事入札の〆γ ピゾグの結果11 : 建材に綴寄せせ

られ、建材業者に対する遅払や、惑くとも安いものをね

らう傾向が流行すると、品質の向上を目ざして努力して

いる友商i目紅建材業者をスポイルする結果となる 。止との

点は今後建設業者の良心に侠たねばならなし、。建設業者

の工ぎ入中! に対する態度は漸み改善されようし、叉鉄骨

鉄筋コ γ タリート進等の永久建築の出玖¥t . 優良主主材¢使

用を促進するものと云えろし、叉工吉正杭準鋭絡のおu定と

尖¢強制に対する泣f倒的掛i i 1 も特整ったと考えられるか

ら、今後n""/f1向上について( ' t i Wr 次期待がもてる様} こ感じ

られる。

同和24年 7 月より施行された工芳、m: : I f ! ' 化法に碁〈所詔

CI S のt予定l' t 、昭和25年に於て大いにtit i主せられ、建材

については約30積の指定を見た。向指定方針の下に検討

されているものを加えると相当多数に上る、尚同i 1 ; 19条

ｽこ基〈所謂Ｚｉ ｾｌ 絡哀，Ｗｦ制度は仙の製侃ｽこ先だって建材中

「セメゾ・l 瓦」、「厚型スレ戸ト」、」石綿スレート」のさ

智について許可せられ、第一 Ｇ ｾ第ご渉ｾｑＧ｟Ｉ指定を合し「セ

メゾト瓦 J 13工場、「厚型スレート J 32工場、「石綿スレ

F トJ 17工場計62工場で「セメゾト製r l ¥' ，J rz::: 他のもので

審議中のものあり、叉ルー 7 イゾグ阪係も近〈許可ある

見込である。今後勿論指定種目の泊加、表示許可工場の

主主大カ、期待されるが、殊にHR痢前年11月23日施行の建築

Ｒｌ 準法に基〈建材の ｇｉｓ の指定｜Ｇｴ同訟の施行Ａこｾ辿し

て逐氏爽施される事であろうが、 GI S の強制方式として

多年の応策であったものである。差当りはく1 ) 辺礎及

主要榔造部に使用する「セメ γ ト」く21 耐火構造や防火

構造の梢造部分や、 叉防火戸に使則するものとして、

f ワイヤ F ラス」、「メタ ルラス」、「木毛セメゾト板」、「防

火木材」、「防火塗糾」カ指定せられ、 続いて一般構造用

圧延釘材、普返煉瓦、「コゾクリ F トフ. ロヅグ」、 「雑用

セメゾト」、「石灰スラプセメゾト J 等ヵ-指定ぜられる見

込である。

か〈て工業i景準化法と建築基準法の相互作用に依って

即ち CI S 制定の充実、規物表示{ 制度の普及並に伽j定規

絡の強制; 等法{ 倒的方面に於け ζ 整備と尖の活用に依って

建材のnEf f伎の向上、維持に効果を与えることであろう。

次に生必のE制本物資の生産が産業経済の復興に伴い

官際状勢の変化に刺戟され・γ 、年月を逐うて上昇 L つ L

ｾることは改めて申すまでもｴｲＮ｜，、。

E日ち、 鋼材、セメゾト及木材に付でのnp.辛口25年度及同

26年度の生産見込、昭和28年度の生産見遜は第 4 表の通

りで‘あって、之に依れば昭和25年度実稼鍛能力に対する

生産見込く被働率) l' t 鋳材に於て 4 5 %、セメ γ トに於

て ＱＰＲＥ 、昭和 ＷｾＱＱ 年平均生産実績に対し昭和 ＲＵ 年度の

生産見込く産業復興率〉は、セメゾトに付ては9 5 %と仕

っているし、く錆材不明〕叉過去に於ける最高生産笑績

45 
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雨宮 400 万砲としている。 而 L て両年度に於ける総出、

特需関係¥1 : 次の通り推定出来るか、第 5表の数字H夫キ

郎革1125年度生産見込310万思の約3 1 %、昭和26竿度、生

第 5表 鏑 材 輸 出 特 需 見込

生壁盟

昭 和 25 年 度 65 

開 和 26 年 度 I 96 

95 

136 

産見込400万砲の約 3 4 %に当り 、従って圏内供給は夫々

昭和25年度215万題、同26年度264万砲となるから、昭和

26年度は昭和25年度に比し圏内供給力( ' l 4975!ffiI i約2 3 %増

加す ると云ろこと L なる。

くii) セメゾトの事情、一一昭采125年度のセメゾトの

生産見込は、第4表の如< 440万磁確実と見 られる。之に

対して昭和 26 年度に於ては生産計闘 480万迎- 500 万砲

( 通産省¥窯業銀見込〕内輸出及特需は昭和25年度60万

砲、昭和126年度は 80万砲- 100 万砲と夫々英の年度の前

者¥' l 約1 4 %後者は約1 8 %を占め、従って圏内供給力は昭

和25年度380万題、昭事官26年度400万砲となるから、国内

供給力は開和26' .f-l!t¥' l時務125年度より約 5 %噌加するも

のと認められる。

く11り木材の事情木材は天然資縦であるから、以上の

ごつの物資とは英の生産事情大いに泉る。機太を失い、

朝鮮、台湾を失って、我国の木材資源の上に大きい変化

があると共に、戦時、戦後を通ずる木材の過伐、舌Lf支は

此のま L 推移するに於ては我国の森林資源の寿命はらと

20年と見られ、殖林40年後の成長期との聞に、20竿聞の

供給の空白時代が予想 されている。此の為、木誌の生産

は寧ろ之を差控える必要があると共に、積極的に木材の

使用を合理化し耐久年限の増加を計ることに依って資源

の附呆と需給の額賃iを計る必要がある。木材防腐処理の

必要も単'.1こ従来の需要者本位より国家本佼に考えなおす

必要があり 、木材防火処理も劫批の目的に合致するもの

である。木材の防腐処理に付ては従来枕木、宅E険には原

則的に央施を建前として来たが、坑木に付てはi最近漸 〈

研究の絡につきかけたところである。建材としての一般

用材に付ては今度の建築ぷ準法が変り 栄えのない規定を

設けているに過ぎない。 一般用材需要の大宗たる建築に

於て積極的に考隠さるべき問題であって、通産省に於て

は日開124年末木材防腐推進京、I策悌談会を設怪して木材防

腐の推進を計? ている。

最後に建築の需要の見透について見ろに主張建材の生

産事情¥' l 叙上の通りであるが、 l原桝獲得の自由となった

現在、建材生産に付ては生産第一主義より需必第一主

義、盆主義より質主義えと移行していることは既述の通

りでらる。之に対して園内需要として昭和!25年米の鉄骨

鉄筋コゾ P リート造に依る永久建築の趨勢( - : 1 : ， ilr嘆 基 準

法の・炎 ｊￆｩ と共に躯んとたるであろうし、又 ｾｪｩ 火ｾ築ｾＧｬ僧

加するであろ号。昭和25年度から発足した住宅令融公庫

の積極的な貸出も要望せられる。然し乍ら此等の趨勢ft:

一部 の ｪｦｾ 業経済骨量閥、官会 ｊｲ 特殊た何 人 関係に限られる

観の為る事、 nnち濡裂の偏りは止tの建築の動向に一抹の

不安を感ぜしめる。

殊に建築の需裂は混在当事情を反映し長気シf 張気のパロれ

メータ戸 とさえ云われる伎である。而して日本経済は直

ちに惟界界経済に凝り国際伏勢の動に左右せられる。特

に占領下占調政2約こ合致せねばならない。此の意味に於

て朝鮮動乱の前途如何は亦昭和126年の建築界、匙貯界を

方向づけると云わh ばならない。単に国宝湾要に止まら

ず、海外需要に付ても同線である。

く筆者、日本建材協会会長コ

ー ヴ ケ ン 印
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建 築 事 務 所 界 展 望

終戦のどさ〈さにまぎれて詰負業者が急に増えて所諸

機後派I l i 出荷負者が現はれて、表宥板が詰負で裏側が建

'築士といふ様な叉工式のも見られた。然し一応世の中が

納って財界も人心も滋付いて来ると矢つ張り建築士は共

の常道を歩み、 jig負は仲々競争も激しくなって士族の商

売では太万打ち出来ぬと 云ふ司王にな るのが当 り前と考へ

られる。 ＵＱ 年 ｉ ｴＮ漸〈その時代に入って行くのでｾろ号。

従って建築事務所界は愈常道を歩むべく 緊徳一番シコ

を踏み出さねげたらたいであろ号。そして建築界に向け

ーられる 世の中の批判も本絡的のものとなって来るであろ

う。それだけに建築士の働き甲斐もあ句又英の半周非常

な責任を負lまされる事lt . 言ふ迄もないのである。

Ｘｾ 来 ＱＲＵ 竿 ＱＱ 月 ＱＸ 日未明京都 駅が全焼した問釈は大 正 Ｓ

年 Ｘ 月に竣功してから今日迄約 ＳＰ 年間古 ｾｉ の玄関として

馴染まれて来たものであって今次の大戦にも幸に7被災を

免れたものであったがつまらない失火によって全鮒を烏

有に来さしめた事は京ーに恥しい次第でらる。

戦後官公衝の大建築が次々に焼けて居るのも皮肉であ

る。勿論人間によって管理せられて居るものであるから

神でない人聞の悲しさ万全を期ずる事の出来ないのは致

し方ないとも謂へる、然し乍ら英の災2与を何故に一局部

』こ位止め得なかったかと言_ A ，事は考へねばならない点で

ある、之れは建難句}こ又建築設備的の問題なのである。

先頃ーのジ a ーゾ台風くo-g和25竿9 月 3 日午後 1 時頃か

ら) lt . 近議特に大阪句作を中心として猛威を振し大きた

被害を粛し大阪、京都、兵底及和歌山、 県下で住家の被

管 戸 数lt . 全潰13800戸半慣が68000戸に達して居る。こ れ

は主として戦後に建てられたものが大半を占めて居る。

即ち大阪市内だけについて見ると戦後建設せられた戸数

のうち78. 6%が全潰して居る。家のない国民には悲しい

尊断である。戦災でlt . 家の t.r. い多くの人々を助ける為め

に苦心惨胆として建てた家の大半が再び無くなった。 一

体これはどうした事でしょろか。後れイ立し、の風に淡され

るといふ; ! J Ht. 恥しい事で( t . 無いでしょうか。

共の多くは設計の不備と工事の粗漏とが原因であって

怒とした設計者が設計した家lt . 一つも潰れて居ない機で

ある。之れを以てしでも設計と云ふ事が如何に大切であ

るかが知れる。若し戦後の建築が設計者が入念に設計し

工 事の監理をして居ったものならばこんな大ぎな被官は

なかったものと考へられるのである。

彼り台風の最中に或るピルの中で某会社の会合が朝か

ら午後 3 時頃迄あって皆たごやかに散会したタト出て見

ると台風が過ぎ去った処であって電話lt . 不通郊外電車も

池 田 宮 彦

不通市電も不通と云よ益事でピック リしたと云ふ話であっ

た。なんでもピルの中ではスチ 戸ルサッシユの窓障子も

殆んどガタ付かず勿論家もガタ付かず台風( t . 全〈苦震が付

かなかった。さずが欽筋コ γ クリ F トのピルと云ふもの

は強いものだと初めて気が付いたとある会社の市役さん

が感慨深くもらして居られた。

戦後虚脱の時期も漸く過ぎ去り人心も経済界も干fi 戦前

と同織の落付きを見せるに至って居る。そして財界今も

産業人も戦後のバラック建はいけないと云ふ ｾｩ に気が付

かれて来たと思ふ。

i'1:'震t.I 投資と資材とを無駄にせぬ為めには同定資産と

なるべき建築物は耐震耐火の構造として且つ→記の設計

者に設計せしむべき事が建設に当つての第一条件である

事を御承知願へた事と存じまず。

次に今般建築規準法と建築士法が施行せらt L ; る建築の

設計が今後の国土建設に当って重要な役割をたずことは

申ずま でも たEい事であって建築士による設計が必要な条

件とな る釈である。有も 人の生命財置を保設すー る必要の

ある建造物一切lt . 進んで天変地具に対して安全である設

計をして置くべまである。

斯くの如きことは我国の財界及人心の滋: 付いて来た昨

今漸〈払識を干IJ び新にせられた釈であり。設計と二百負と

は別であらねばたらぬe ¥1も明瞭にせられたみL第であって

これからの設計界I" t . 漸く常遣に戻り世界水準に近っきつ

L あることは喜ぶべき事であると共に其の使命の貫きを

覚悟ずべきである。至宝に付け加へて置さFた¥' ，e¥以ま苦々 の

取扱ってゐ る廷撲と云ふものは単なる建造物ではなく 時

代文化の機能を充分に持った Commer ci al life のある

ものでなくてはならない。

則"! ? ijJ .1こ美しいことが頑丈とか云ふのみではなく之れ

にららゆ ろ微 械的設備・活ｾた機能のある建築でなければ

なら注い。而j して此の機能lt . 英の建物の種類によって最

も適応した重さを持たせねばならない。此の機能の設計

と云ふ事も亦建築の設計の重要な一部である事を忘れて

はならない。猶此の機能lt . 時代の進展に従って改良を加

へられ援は老朽とたった昔話分は寂替へられ其の建物の

Commer ci al  life をいつまでも保たせねばならない。此

の使命も亦建築士の役割の一部である。

最後にァ言したい事は新らしい建築士が出来た上It.在

来の建築士会に代るべき建築士 P ラプの如きものを設け

広〈績の連絡を作りお互に研績を為ずと共に情報の交換

新 しい研究の笑表等を行って健全な斯業の発展に寄与 し

たいと存じまず。 く筆者 大阪建築事務所長3
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住 宅 金 融 公 庫 に つ い て

昭和25年6 月に住宅金融公庫が発足してから約半年を

経過した。阿波案が春の国会を通過してから、多大の期

待を以て従聞に迎えーられ、業務開始を急いだため、準備

不十分のまま6月下旬よ句第1聞の受付を始占うたが、当初

より 色 h の批判を受け、その後再三貸手間針や条件の改

変を見て、最近漸 〈軌道に乗り 一応の目途が得られたよ

ろな状況である。ここでこれまでの経過をふり返えり、

問題となって居る点を拾ってみて、公庫のゆき方につい

ての諸賢の御批判を仰ぎたいと思う。

1、 資金貸付の獄況

先 づ現在迄 の資金借受申込及び工事選捗の状況を見 る

と、全国の10月末の数字は次のようである。

一般住宅の貸付予定のきまって居るものは、約9万1千

戸、 185 億円余、賃貸アパートの申込は約8千7百戸、 30

億円近〈 で、合せて借入申込金額は. 215 億円余となって

居る。本字度の貸付金の予算は 150 低円余であるから既

に10月末で65億円を超過し、その後も引続き受付，t て 居

るから現在では更に増加して居る筈である。

然し乍 らこの内、一般住宅について貸付の進捗状況を

見ると、設計が終って府県に申請の 出たものは、 4 4 %の

4万戸余、その内設計が合絡し、貸付契約のできたもの

は1万7千余戸、 35 億円余であ る。更に完成 したものは

334戸である。

次に大阪支所管内く近畿2府4県〉についてみると11月

20日現在で次のようである。

一般個人住宅の申込は1万5千戸余に対し、貸付予定は

約1万4千戸、33億円余である。この中、設計の申請は 6

千7百戸余、同合格は5千百戸余で、貸付契約済は2千7百

戸余、i況 は 約1千9百戸余、竣功は86戸で、支幸雄額は

約1億円であ る。 この外に住宅組合の申込は 573 戸で約2

億円、賃貸アパ戸トの申込は2千5百戸で約10億円でらる

近畿地方では、 9月3日の台風の関係で申込も工事もー蒋

停 滞したのであるが、10月ιl 降は資金も 出始めて、長近

は年末も近づいて急ピッチで上昇するものと恩われる。

それにしても申込が相当多いのに、笑際に工事に追手し

貸付契約のできたものが案外に少いのは、取Hか期待に反

する所である。とれは如何なる事情によるものでるるか

後に検討してみたいと思う。

2. 借受申込の内容

融資希望者と建設する住宅の内容がどのような傾向に

ふるかを、簡単に御明介することとする。

8月末までの個人申込者約1万について、職業別を見る

と、官公吏9. 1%、会社商宿員61. 4 %、商業14. 5%、 工
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業3. 2 %、農業1 . 1 %、その他10. 7%となっていて、全体

の7割以上が勤b 人である。

住宅の坪数は 9坪から30坪迄あるが、最も多いのは18

坪で2 9 %、次に15.坪ヵ' 22% 、12:坪が15. 6%、19坪以上は

全部で14. 6%である。 18坪が多いのは、貸f<I範囲の最大

限を肴望するものが最も多いととを示し、又庶民住宅と

しては15坪、12坪程度の希望が多いことが分る。

敷地については、自己所有地カs O%、購入予定が3 8 %

借地が3 2 %である。 土地購入の場合はその資金も借りら

粍iるととになって居るので、建物と土地と両方の融資を

申込んで居るのは、全体の3 5 %である。

10月始めに、貸付予定者で未だ契約に至li らない人約 4

千人に対し、工事進捗上の色々の点を照会 した処約 3 千

近〈の回答があった。それによると 、融資住宅の建設上

困って居 る事頃としては、先づ放地については、 仁1 )

農地法 の関係、 に2 ) 地代が高い、 。) 権利金が高い、

く4) 売値が高い、 く5) 区llllJ 整理の関係、 ( 6 ) 代金の

即時全額払、 ( 7 ) 適当の土地方L見当らぬ手でるる。

設計については、 く1 ) 空地制限がきつい、 く2) その

他条件がむづかしい、 く3 ) 適当な設計者がない等でら

る。叉工事関係では、 仁ＱＩ適当な ｾｲｪ 負者がない、 に2)

工事授の噌綴1要求手がるる。

資金の潟係では、 く1) 頭金ができない、 く2 ) 償還が

心部、 ( 3 ) 工事裂が値上りした等がらる。その他保証

人が得られないと か、 病気や災難があった等もあ る。全

然回答のない約4分2 ) 1 の1千名の人は、資金借入又は建

設の予定を取止めたものと思われる。

以上の困って居る事情の中、特に多いのは、土地関係

の売値が高い、 区劃室主望にかかっていてきまらない、代

金のUpl 寺全額払を要求される、適当な土地が見当らぬ等

で何れも全回答者の 6 - 1 0 %が訴えている。又設計上空

地制限がきついのは1 1 %、条件がむづかしいのは1 3 %で

ある。更に又工事授の値上りのたb 請負者から増額の要

求を受けて困って居るのが最も多 ( 2 1 %となってい る。

3.  貸付の対象と種頬

法律に定められた貸付の相手は、 く1 ) 自分の家を建

設又は購入する個人、 く2) 住宅組合く3) 賃貸住宅を建

設経蛍する会社その他の法人の 3 種に限られて居る 。又

資金の種類は、く1 ) 住宅建設資金、 ( 2) 建売住宅購入

資金、 く3 ) 住宅に附砲して必要な土地購入資金又は借

地権購入資金に現在までは借地権は扱っていなしつとな

っている。

個人の資絡については、住宅に困って居り、同居する



親族があり、頭金の負担ができ、償還能力があり且つ償

還について総定た保証人がある事等が条件となって居る

ここで問題になるのは、如何なる階府の人を対象にする

かと云 号ことである。それによって貸付の色々な条件が

変ることになる。

住宅不足の解渉探としては、対象と なる階問別には概

ね、 く1) 収容施設建設、 く2) 侭家賃の公蛍貸家主住設

に3) 一般貸家建設の助成 ( 4) 自己建設の助成等が考え

られる。公庫の融資の主眼¥" t 勿論自己建設の助成でるる

が、叉賃貸住宅経営の法人をも対象としている。自 己住

宅を建設 しよ号とする 人 は 、 ｾる程度の自己負担 能力 の

ある人と見れば、融資は足りたい分を柿号程度でよ いこ

とになる。然し申込者の 7 割以上が俸給生活者でらるこ

とから見ると 、向己負担能力¥" t 極めて小さいと見 tr けれ

ばたらなし、。国民の金を特定の人に貸すので ‘ ｾ｟，るから 、

返済¥" t 確実にして貰わねば困る。然し償還能力の点でも

申 込者の多〈は 、す れすれの 人が 多く 、又 ＱＵｾ ドなり ＳＰ 年

の将来は誰も保証ができない。償巡能力にあまり京点を

置 くと 、借りな 〈ても建てられる財力のある人が有利に

借り る結果になる。

この辺がむづかしい所でらって、公民よ融資の限界がき

ま ることになる。現在迄の申込状況は、それ程殺到 して

困 る程ではない し、又資金も相当米竿度にi株主主され るの

ではないかと思われるような状況であるから、今後は貸

付の簡を もっと拡げてより多〈の人に利川 の途を聞 くべ

きであると考える。

賃貸住宅については、当初lま→立大衆の利用す る公共

アパ戸ト のみを対象にしていたが、 その後特定の会社や

団体の職員を収容するのを目的とする賃貸7 パートも認

められることになった。この場合も経世主主体は別の法人

でなければならないことになっている。これは思うに、

産業会社の社宅や公共団体の公舎は別の資金に待つべき

であると云う理由からであろ号が、実質に於てLi . 住宅困

窮者に住宅を与えることであり 、又頭合についてはその

会社なり団体が出資するものであるし、償還についても

買を負号ものであるから 、始めから社宅や公舎に融資 し

でも公庫の趣旨に反することはないと考えられる。

賃貸住宅については省令で家賃が坪 200 円以下におさ

えられ、特別の場合で許可を受けても 250 円迄でるる。

従って公共団体又は会社等の援助によって頭金が無利子

据置や補助金の場合、或は固定資産税の滋免を受けたり

家賃補助等を受けられる場合の外は経蛍が成立たないよ

号になって居 る。これは一般の財産設資や色明U的経蛍を

しめ出して居るわけでるるが、もっと大きい目で一般の

貸家経笛を促進助成してはどうかと考えられる。

叉現在では賃貸住宅は鉄筋アパ 戸ト に限られて居るが

木造貸家も対象にするよう要望が多い。これも住宅融資

の見方からは、鉄筋に限らたければならない理由はない

ようである。申込者の大部分を占める勤め人は、追いつ

められて自己住宅の建設にすがるのであるが、適当な借

家が多く建ったらぱ、寧ろその方を望むのではないかと

思わ［Ａｾる。

4.  貸付の各種篠イ牛

貸付の範囲は1戸の床商t ' i9坪以上30坪までの住宅でる

るが、18坪を超えた部分¥" i : 融資の対象とならなし、。土地

については 100坪迄が対象とたEる。 併用住宅の場合l士、

併m昔ji かは住宅部分と同坪数までは附加することを認め

られるが、貸付・の対象とはならない。 これについて、住

宅 f.j の小脂綿や事務所は、事実上住宅の一部であって唯

使い方の状態が入る人によって多少異るだけでるるから

併用部分も当然融資の対象とすべきであると云ろ意見が

るる。 一定の基準の範囲内で、考E宣されてよ いことと思

号。

貸付の限度は、標準建設費の75%である。とれについ

ては長も識論の多い所であって、既に当初診諜審議の国

会に於ても論ぜられ、叉その後の住宅審議会に於ても 、

これを85- 90%迄引上げる事が要望されている。さきに

述べたように、申込人の負担能力から見て、2 5 %の頭金

は可たり困難な条件となっている。

貸付金の利率は、年5分5厘である。償還年限は、木造

1"5竿、簡易耐火造20年、耐火構造30年となって居る。こ

れらについても利率を 3 分程度迄引下げ、償還年限も倍

程度に延すことが要望されて居る。これらも十分考慮. さ

れてよい問題でるる。殊に償還年阪については、対] ! 代家
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貨統制が、木造30年、鉄筋前年の償却を基礎にしてい る 借受人側の土地取得、設計、消防や都市計凶その他の手

とと か ら見て、その延長は不当のものではわ、。喰竿限 続に要する 回数であって、公庫としては標準諒十等を用

を延ばせば、償還が子や孫の代に亘る点を考えて、償 還 意して設計図書作製の便宜を計る事毎2の外、 主主縮の余地

方法について何らかの工夫を要するかと思われる。 が少L 、。竣戎設の手続も 、登記関係や公正契約、抵当権

建物の標準建設費及び土地の標準価絡が定められて居 設定登記に要する日数で、これも中々短縮濁幾でまbる。

て、 融資はその75%が限度となって居る。当初定められ 喰辰後の資金交付がそれらの諸手続の完了を待たず、平

た標準は、法俸制定当時の物価を基準に算措定されたもの 期に交付できる方法を研究すべきであると思う。

で、当時( ' 1 妥当なものであったが、その後朝鮮事変等に 何れにしても 、現在行って居る諸手続は、個人に金を

よる値上り反び関西では台風による変動が激しく 、現在 貸す手続としては、最少限度のものであらうから、これ

では一般に木造で2- 3i!f1J、鉄筋は 5 割近い値上りと云わ を如何に手際よく進めるかと云う、運用の面が筏されて

れて居る@ これが融資住宅建設上の巌大の隆路となって 居ると考える。

屍て、商芳aの調査によっても、値上りにより詰負者から 5  む す び

工事星空随績を要求されて困って居る者が2 1 %にも達して

居る。この値上り分は直ちに頭金の増制となるわけで‘あ

る。

この傾向は既に8、9月頃から見えて居たカ標準建設費

の改正については、当時物価の変動がi殺しく実態をつか

み緩かった事や、値上げにより 一般物価を更に値上げす

る慈願環のけ念や、叉既に発足した貸f、j事務上の混乱等

を成れて中々決定されなかったが、最近漸〈値上げを見

る事とたった。この結莱工事関係1' 1 幾らか楽になったが

値上り分の一部が借受けられることになっても 、頭金lま

最初の予定より婚して居り、月々の償j低金も何割が増す

ことになって、借受人 としてはつらい所である。然し物

価の変動に即応して標縫建設授が改訂される事は、当然

必要な事でるる。

建設基準についても 、色々批判の的と仕ったものであ

るが、これらは既に緩和し得る最大限度迄は緩和され、

現在では大体建築基準法の総で、その励行を要求して居

る程度でるる。

貸出 しの手続が複雑に過ぎるので¥もっと手軽にして

ほしいとの声もよく開〈。現在では申込んでから、貸付

決定、設計申請、間合格、貸卜陣 約、最初の資金交付迄

}こ、 11民序よぐ運んでも 2 ヶ円イ立を要し、後功してから最

後 の資金交付迄 lこ1 ヶ月乃至1 ヶ月半を要して居る。始め

の着工迄 の日数は公庫川の手続日数もあるが、主として

テ り / ) 又

フロー 1) シT} '
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以上恩いつくままに、現状と将来の問題をのべて見た

が、この外に検討したい事ー柄は沢山あるけれども紙数の

郡合で結論を急ぐこととする。

諮問題の中、法律改正を要する点( ' 1、貸付限度のi 7 1上

げ、利率の引下げ、償還期限の延長等である。叉賃貸住

宅を建設経営する会社叉l工法人に、社宅又は公舎の経営

を含み得ないものとすれば此の点の改正も必要である。

これらの点l士、来年度予算と共に、通常国会に提案でき

るよ oj - 政府において平急に検討し、関係方面とも接街

して、結論を出し、来年度初頭から実現するよう強〈望

むものである。

なお都市住宅は、好みの如何に拘らず、得来I' I 耐火構

造に移行すべきは 、ｾ 可庁長的要求である。従ってその普及

を助長する意味では、貸付の諸条件は耐火椛治に有利な

よ号決定されることを望む。つまり頭金の頼、月々の償

送金等が耐火構造が木造に比L て同等又はより以上軽〈

なるよ号に貸付率、 利率、償還年齢制こ差を設けてほし

L 、。

前述の調査で、申込人の希望を集めた中、貸出額を憎

してほしいと云ろのが、全体の15% で圧倒的に多かった

要するに貸付率の引上げと 、土地斡旋についての何 らか

の措置が、今後の最責点、で為ると思う。

仁筆者 ・住宅金融公庫大阪支所次長〉

正E名記入湖申必の方に型録完汁三府呈す

7.T京都中央区日本橋馬喰町2 ノ1

株式会 社 大 和 コ ム 製 作 所
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建築数育は如何に行わるべきか

く1 )

官邸、ものは為し、能lまざるものは数ふ。 One who  

can does， One who  cannot  ｴ･｡｣ｨ･ｳＮ ニオｴＭｻま パ Ｗｾ ナ

ー f ・ショー 警句であると 、小泉信芦の競苫論に引用

しであった。来Lも50才の新年を迫: へるにあたって、教 背

に対し一文草することになったが、磁々30年以上教育に

従事していると し、 ふだけで、ショー の啓句のj函り 、不 能

力者と して教育に従事した者の1生活; 言のー綴りに しかす

ぎなL 、。

私 ＱＭ［ＩＺ 貧しい自作淡の長男として生れ、 ＱＳ 殺の時父の ｾｴ

にあった、父の45歳のI時に生れた長男であったので、父

は彩、の生長を人ーイ音に待ちこがれた、父l主私が故. ! f ! . を離

れず主計のたち得るやうにと、 「 医者か鍛治ｾになれ 、

そうすれば、 在所てー生計がたつから J とたびたび言っ

た。然し私の生れた志摩の同¥" 1 、その当時、 1 つの同と

して、中今 Ｒ 校が Ｑ つもわ、国として全国の仰 ｾｊ の貧弱な

回でらった、女匂省、も志摩の同に¥- ; 1 : 熱かった、さやうな

わけで、村の高等イ、学校を出てか ら 2. 3 ヶ月ほの手伝を

しつ1. . : C: ! 楽に従事して♀稲a I 大学の けじ戸市議録をとり普

i直: 手: の独習をした。しかし設業をやったところで、単に

食べるだけにとどまる、 人 のす L める ま』に他付! 三出て

大工の従弟になった、大工の徒弟として約 1 ヶ年、この

聞に大工道具の使別法もわかり、家の新築にも数軒従事

した。当時私l士、大工の技術を相汽王子lこ入れたら上京し

て !i" ，f i 百四のヱ等学技に入 札 後でヰ大の建築科に進みた

いと思っていた、しかし、私が家公した大ヱの家が半没

半大工、 それに加ふるに村に於ける雑1-t揃をも兼ねてい

て 、秘義録の勉学も思ふにまかせないのでここを逃げて

かへり 、 当時、郡カＺで 、 できた ｊ 徒 数員後成所 Ｑ ヶ月 の ｾｦｦｩ

習によって小 学校教員になった、 fF，約こ16歳であった。そ

れから教員を職としているので、随分長く教員をしてい

ることになる 、小 学校教員の経験 Ｒ ヶ年半佼、ヱ言ｾ学校、

師範学校の教員の経験25年、その外に講師として摂南工

業専門学校、大阪工業大学にも教へているので、教員の

経験と しては、そ の今識の積類lま比較的、fE2富な方であ

る。

この経験をもとにして、建築教育はかくもあったらと

い う、 一家言を次々に述べてみやう。

く2 )

第づ第一に教材を少くしたい。新制jになってから 、大

学も高等学校も 、年ぷの短縮と数必学科の: m: 視とによっ

て、専門教科にさき得る時間数1" 1 少てなくなったb これ

に対処するためには思い切って教材を少 〈しなければな

堀 甚
士

ロ口

らぬ。 枝葉を思い切って、切りすでなければ仕らぬ、と

とろが、せまい専門にと ぢともった数i' f;tiに¥1 : 従来の経

験からあれも 必要、これも教れなければの未練があり 、

若い人々はまた、古いことだけ教ヘではならぬ、これも

教へ、あれも教へで、時間不足をなげ〈のが現状である 、

新制j高校でも現在、大阪府では週・5 日制、一週正味34時

間iな佼楽 しているが、教員相会して日ぞ n 週間 41時 間

位数へなければ生徒は もの にならぬ」と。然し数段時間

数の地方日 と教材i訟の多量とでは、決して数a効 果はよら

ぬと信ずる。

大学教育は別であるが、新制高杉ー程度ではあまりに専

門化するのは、教員も生徒もとまりものであるc 新制j高

校では、建築科てコ教員も建築以外の普JI!I 学科も拘当し得

られ、建築科の専門学科 ¥"1何れも担当し得るやれこあり

たし、ものである 、彩、 も、上に述べたやうな校長の方針で

きたへられた御かげで、数学科¥" 1 約20年、茶話科; ま約 6

年、社会科｜ＱＺ ＲＰ 年以上教へ、建築のｾＺ科はすべ γ の ［ 手 Ｚ 科

を数ヶ年づ ｌ 教へた。 新制 高ｾＺの教員免￭ｲｊＺ状も、工末 、

数学、他会、図画の 4; 教科得るととが出来た。新制高校の

教員が淡い専門にとぢともらずに、r.!l ぐ、浅〈知り、生

徒数主主上の自己担任の学科の比重を判断し得れば、その

担任学科の本質を つ かみ得る し、叉枝 ｾとヌド幹とのｼだ別

もわかり 、教授に対する力の入れ所もわかるとし、ふもの

である。

建築科の専門教科の数なども建築士J i f 日行規則第10主主の

建築設計製凶、建築計脳、建築構 造、fll 築施工、建築法

規の 5 科 目に統合したり。新制高校に於; する教材の程度

げ、建築士施行込1則第13条、第2項の筏聞にとどめたい。

(  3  )  

第二に明噺なる判断力を生徒に養成するやうにした

い。教仰が生徒に対してなし得る唯一つのことが、教師

が切断さを持っているなれば、生徒をして明時1i さに場〈

ことができるだけであるとマクス ・ウエーパli: i 職業と

しての学問」中に述べている、まことに室言であって、

我々教師に対しこれ程有難い教訓はない、この明断なる

判断力を持たすには我 は々ア メリカ の留学に学ばねばな

らぬ。

戦後アメリカ の哲学の紹介は、数多r 注され、これきヰニ

例 措 は 教師にも読まれ叉、 講習によって講義されても

い るが、英の多くは独治流の哲学をi通じての解説でまb る

が、 WC¥" 1ジエ 戸ム ズ、 デュ ーィー 喜多の街j訳、 或¥1: 解説

であって、 兵にアメリカ哲学の意義党示した、 パース

くPei rce) の説に説会 及んだものは少い。
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ぬ見俊輔氏の「アメリカの哲学」 の中にはパースによ

る言葉の意味についての正しい考へ方について、 記述が

らるが、これこそは我 々教育者の只に会得 し、且つとれ

を日日の授業に突純し泣ければならぬ所のものである。

パースの H a w to ma k e  Our  I deas  Cl ear 中に

Consi der what  effects， that  mi ght  conci evabl y have 

practi cal  beari ngs， we  conci eve t he obj ect  of our  

concept i on to have.  Then， our  concept i on of t hese 

effects is t he.  whol e of our  concept i on of t he obj ect.  

を総見氏は釈して「われわれの概念の対象がけだし行動

への影静を有する如何なる効果を持ち得るとわれら: o ' = ' 考

へるかをかへりみよ。そ号するたれば、これ等の効果に

ついてのわれ等C 概念こそは、その対象、物についてのわ

れわれの全部でらる」

npち「これこれのことをしてみよ 、そちしてこれこれ

の結果を得れば、これとれが成立しているのだ」とし、 c

ので上の択交はmr択すぎるからこれを意訳すれば「突際

的に如何なる結耳切;起 り得るかを黙E註せよ。然らばか L

る結果についての考へが、そ の明かにせらるべき対象に

ついての全観念でるる」というので、建築科の総ての学

科はこのやうにして教へれば、これはこ号こ号である、

それはそうすべきであると 、多くの教材を詰込まな〈つ

でも 明断な る判断力を生徒に授け得るに至るであろろ。

(  4  )  

次に第 3 として教授の一 々について各論的に気イれ、た

点、を述べる。

実物の観察にっとあさそう。教育一般についてこれは

必要であるが、殊に建築教育にはこれが必要でるる。我

々日本人はともすれば学問とか授業とかL 、ろのに3 痛 に

たよりすぎ、文字に、言葉にたよりすぎる、実物の安山

岩 を知らずして、 この耐火度、 産地、用途につを数千言

の記述、口述をなし得る。森鴎外の作品「サフラ γ 」に

記さねたやうに、先づ唯夫監とい号文字を覚え、ずっと

後 になって乾燥したサフラ γ の突物に援し、ずっ と後に

なって航物としてのサ 7 ラγ に接したといろやろな弊を

のぞきたい、建築材料等、教室内のすべての材糾を教材

としてその時々に実物観察して教へなければならぬ。建

築材車専 のｾ織などと号の昔にすみ 、 卒業間際の生徒に自

分 の今、足をつけている床板が何材であるかを問 5て明

答を得られぬ生徒のらる時、そり材料学の教授は失敗と

いはなければならぬ。

建物の実測を数多 く生徒にやらしたい。木工突習がで

きて、生徒の在学中に小学校建築位を 2 ヶ所程やればこ

れにこしたことがないが、これのやれぬ時には、たって

いる建物の実例を数多ぐやるや号にしたい、少〈とも木

造、鉄骨造、w、前 コゾ グリ ート 造の突例をやらして、各

材料の数量しらベ、時倒による叡諜授の算定、 この建築

物 の構造、施工の適否等詳細にしらべさす。これから建
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築製図に入れば、その製図が絵画から離れて、j ' :t;の製図 .

となり得る。

檎霊堂カ学Iま数学的よ リも物理的意啄の理解 に主 カを

そそぐべきである。 シ ョペンハウエルが 「意志と現喰 と

しての i世界」でいみじ〈もいい表はしたや号に 「重みと

剛性との戦いが美としての建築の本当の材料で、之を色

々の仕方で充分明白に表はすのか建築の役目である、np

tぅ建築の題目は支へと霊味と でるって、その原則は充分

に支へのない霊味をつ〈らず、相当の章みなしに支へを

しないといI ) l ! k .!!pちこの2つの関係を相当するにある」

とるるが、構造力学を考へるものは常にこの言をわすれ

ではならない。かつて高待度夫氏が「構造設計に於ては

支へたをものは浴下する筈であるから、上部にある材将

の霊さがど 6 いち経路を通って地盤に達するかを考へな

ければならぬ」といはれたが、これこそ力学教授の工毛髄

でるり、叉構造法は勿論、設計図作成にらたるものも 片

時もわすれてならぬものである。近時務造家と意匠家と

の聞にいろいろの問題がらるが、意匠家が設計に従事す

るとき、ドンナ経路でこの材斜の重さが地 盤に達するか

を念頭からはたさなければ、構造上の無理など起る筈が

ない。

機意主力学 iま静定架繕に主カをそそぎたい。 日本に於て

はラ 戸メ γ 学の普及以来、静定架構の方にあまり力を入

れて教へぬやうになった、これはなげかはしいことであ

る。新制高校では、古事定構造を主 としたい、然し日本に

はこれに過した教科3 も参考設も乏しい、〆ルムシュダ

ツトの工業大学教授シュリ: / { / 博士の T 田 凶i sche

Stat i k 1939年 の知きは、建築構造力学の名箸と恩ろが、

翻訳権の関係上、訳書を出し得左いのを筏念に思号。

ラ戸メ γ 学を教えるにも、鷲尾阪大教授がいつか学舎

の普反誠座の節、弾力性のらる鞭でイチイチ材の摂み方

を実演しつつ言峨されたが、とのプア法を高校建築の力学

教授には採用すべきである。数学的素必の乏しい生徒}こ

複維な式を書きならべても not e の紙数の不経済の外、

f可制与る所lまれ、。

基本的知識の徹底的理解を生徒に得さしたい。教へて

いる時、生徒が熱心にきき、熱心に筆記していると、教

師の側では生徒も相当理解しているやうに思うが一度び

その哀の理解度をしらべてみると 、その理解度の低〈さ

にあきれるのである。 曲げモ戸メゾト、 w断力、ヤン グ

係数E 、断面二次モーメ y トJ 、断国係数 Z 得得の数学

的意味1:1: .勿論、物理的意味、単位等は徹底的に理解せし

むるやうにしたい、昭和18年頃、陸軍に採用 した中等工

業建築科の卒業生に単純梁に 等分布荷重 の か L ったも

の、キゾグポストのトラスに鉛直荷重のか L った場合の

各材の圧縮材か引張材かの問題で試験され、生徒の出身

校にその全体の成績の報告がらったが、こんな簡単な問

題が満点に近いもの極 b て少数でるった。 止t全長を考える



と、新制高校でむつかしいラ 戸メ γ 学等に深入り 丸て教

へでも 、頭にのこるのは、水の泡だけである。土居松市

教授民私達が欽筋コシグ リ戸 トを習った時、 「樹君は

Bendi ng  M oment の単位も知らぬ、これ等はシッカ リ

記憶せよ」といはれて、前記を要求されたが、との教え

方こそ我等の見倣うべき方法でなかろろか。

整頓、登理の習慣 を生徒に身に つけさしたい。ノート

の整理、」まのまはりの援理を神経質にキチ γ と出来る習

慣をつけて置けば、現場に出てもとの習慣により材料等

キチシト整理するやうになる。私の先輩が或る現場を見

廻はって、材紛がきちんと整理されている現場は必ず予

定の工費で能率よ〈ゃれているといって教えてぐれたが

この習慣を生徒に身につけさすやうにしたい。

算盤、計算尺、細字 珠算の加法の高高速、計算尺によ

る計算の確実、細字の正確にして平〈脅くこと、これだ

けは、身についたものとして l止に出したい。或人が「教

育とは教えられたことのすべてをわすれ去った後に筏っ

たものである」といは抗たが、教えた学卒} を皆わすれさ

つでも上の 3 つが身についていれば役に立つ建築科卒業

生として実業界にむかえられるだろ号。

将来伸びる カを これには not e book kabi t を: 身に

つけて1止に出したい、何でも手艇に雪きと砂、将来の参

考に供する習慣でふる。

昨秋の学会の講演会の際、鹿島建設の土舷達人氏が、

工事にあたった際、所要材料、工手間博の築設を必ずや'

るやろに言はれたが、 とれには教えらる L 市多大であっ

た。突測と共にこの習慣を是非つけるやうに生徒を教育

しTこし、。

続審の 方[ ま 索 引 の 活 用、雑誌目録の活用なども 、在

学 ＧＱｾ に充分訓練したい。

(  5  )  

現代の日本は正にマグス ・ウエーバ 戸が第 1 次大戦後

の動格と不安の時代に独乙青年に「職業としての学問」

を講演L た時代に相似ている。

官年速の心li . 仕事をすてて先走り している、彼等tま現

突の代りに理想を、事実の代りに世界観を欲している。

これさ事管年は、個性の発華客を熱望している、然し個性

の発娠は仕事えの献身と調和しない、ここにマタス ・ウ

エーバ戸が説いた如〈 仕事に生きる篤めには個性を断念

せ んの、教えを、建築科、卒業生に桝辱せしめて、枇

の中へ出せば卒業生は、所謂役に立つものとして実業界

に喜んで迎えられる至るでるろ号。

本文の始めにシヨ戸の警句を引用したが、私Ii . 、これ

を言し、かえて、

青島号ものは為し、能はざるものは言う。

の言葉をもって、この文を終る。

仁筆者。 大阪工業大学講師。 淀川 高校教諭〉

建鈎物物協硲 22私 物の庖

創業30年古い信用と新しい技術

ピ ル ダ イ y グのク ! I - = - ング工事1

古い住宅が新築同様にな る美紫工事} 請負

新築住宅 Uてお手入れのいらぬ美紫工事 J

話 美 素 工 業

大 阪 市 東 区 瓦 町C堺筋〉三和ピル三階電話北演⑧! i 888呑
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デ サ イ ン 50 - 51 年

駁房の入ったとのピルディ γ グの窓よりの限られた祝

.野と視角の中にも冬枯れの苦しみに耐えた生命を今再び

もたげよろとずるものの芽のいぶ会をひしひしと感じ

る。それは制服を脱いだ建築であり 、そのデザイ γ の中

ににじむヒューマェズムの現れではたかろうか。

私は今数年の間工事中止のまま燦身をさらしていた街

，々の鉄骨や、無計画のまま取り外ずされた無数の設備器

機の山を偲ぶとき、今年こそはその 7' ロックはそれぞれ

新な意識をこらした計画のもとに香り高い理想の建設の

完成を、との20世記の後半の辰初の年1951年に期したい

のである。

既に昨1950平に開いた芽l" l : 花となり私共に数限り泣い

教訓iを与えた。激流の綴なアメリカ文化の流れの中にそ

の平面計画に於て、その 7 ァサードの構成に於ても、ゆ

るぎなき個性を、人間性を物語っている数々の建築が完

成されたのである。

ずなわち、絵画、彫刻、建築、造園を一連の綜合構成

を以て青春の学徒にささげた、谷口吉良11による「慶応議

磁の校舎及学生ホールJo ( 49竿の完成，ではあるが、重ね

て提示する。ヲさらにモ〆= ズムの凶家と協働になるし

かも手堅い欧測の: 古典の回顧を恩わせるかI野滋吾氏の

「公楽会館J ( 京都〕と「丸栄ホテルロピ戸」と「ピカデリ

ィ劇場J ( 名古屋〉との一連の調和と自在な る構想。山口

文象氏により試みられた「久ケ原教会J C耳1京)1こ於ける

宗教的環境の静かなる建築化。さらに光と彫刻の調和を

とら支て更に円烈の感を偲げせる阿国哲郎氏の商業建築

の数々 。 r大阪スタデアム」に於ける坂倉準主氏の徹底

した開放面と壁面構成、さらに之に対峠する「高島屋地

下売場J の出入口の取扱い並に内部仕上に付いては、私

共が用号べくして爽施し得なかった数々の示唆を含んで

居る。又竹中宏平氏による「東京海上ピノレ大手町別館」

や「竹中工務底神戸支宿」等に見られる建築階高と壁面

関口部との倶覚的調和lま一つの収獲であ る。

広島} こ於ける A . B. C. C. (，原話相f究所') ｾＢｬＺ ｩ￭ 主祭米国の

厳粛なる監督の下に完成されたのであるが、その持軍造に

その施工に、その仕上材料に、その設備に、叉その建築

怯息} こ於て進行な教訓を与支た。その t empor ar y と云わ

れる建築の仕上は私共がかつて接したどの建築よりも厳

正であり、その造作は又どの建築よりも軽快である。唯

視覚に関する処週と、自然条件に対ずる処理に付いては

意外に感じたが、之はその材斜、仕上に対する保証を信

じての事と解した。

建具金物や取付造f'r キャピネットの美しさに付いては

鐙

JII ]f. 

いづれも sweet カタログに ある既製品と思われるが、

その仕上叉その現場到着迄の後生、取付笥品の円滑さは

何を以ても対抗し難いものである。

叉その設備の分野に於ざはその機能の自在の調節 L各

室、各用途に於いて3 を第ーとし、その始動と管理 c人

員軽減の為の〉の明快な解決I" l : 現にアメリカ干l会機構の

姿をはっきり表現してしy るのである。

一方米国よりの各新型自動車の転入により必易問" J に復

活ーしたアメリカ商業主義の流を受けたサーピスステーシ

ョゾの数々 。 とそれに関連した消水建設設計部による

「ドライプイゾ・レストラ γ J ( . 東京3。 これらはとの

新しい型式の色とりどりの事とそれを繰る生会たアクセ

サリイによって初めて本来の目的を発揮してレ る。

叉電気通信省設計による一連の庁舎主主築は、吏にその

平面計画に於ても、その立耐に於ても、常に新鮮な話姐

を提示する執はとの年も続けられた。

そして各地に建設され文建設中の鉄筋コゾグリ戸ト集

合住宅も見方によれげ一つの型式を整犬、その群ーに よる

美しさとその発展性ｾＱＺ期すべきものがあろう。

このぬな ＵＰｾ 手の歩みをかえりみて ＵＱ 年 ｉ ＢｬＺ更に一段の階

段を上り、との建設は続け られる。

東京に於ける日活国際会 館を お ｉＮＺｾ 十指ト三余る建設中の

大スケ J レトパ求、いづれもその設計者の志途による大必

を表現し; 初めた。大阪に於ても後ればせ乍ら凶諜見本市

会館を筆頭に各所にある工家板聞いl士、本年の Ij ' l こはそ

の容姿を現すものとして期待される。

x  x  x  x  X  

手l、I" l : 今、との吾国建築のルネッサ γ スとも云 うべき51

4手のデザイゾに於ける動向に付いて一考したし、と思う。

そして今、吾々の: 長も手近にある影閉まやはり米関の

諸建築でらろう。とれば第二次大戦前後より続々として

大西洋を渡った欧測の巨匠すなわち w.  Gropi us， E.  

Mendel sohn， M.  Va n Der  Rohe ｾ ｇ･ｲｭ｡ｮｹ 入 ａＮ

Aol t o ( Fi nl and)， M.  Br euer  ( It a¥y) ， R.  Neut r a 

くAust r i a) ，A.  Ka hn くGer many) ，ｾーが ｩＹｾ 洲に於げる、

機能主義運動、国家的7正長によって行なわれた建築規制、

又は北欧の新建築運動より返念、この自由主義の災地に

移住して静かにそれぞれのデサーィ γ の反省を求め、その

特性を基本として米国のf雌裁の中へかれ込んていったの

である。そしてそのデサ. イゾより新しい保境への発展を

期し、そこに強きヒューマニズムの表現そ求めている。

すなわち R. Neut r a 氏に よれば建築のデザイ γ は単

なる視覚商のみでな〈、青草野的に臭覚的に温度感覚、触



党に至る全人間的感覚器官の上に体系付けられねばなら だたせる効果のみである。アメリカに於ける市場既成品

ないと迄云われている。 のスケ ールはその一般デザイ γ の決定的広礎とならざる

欧洲の臣民等がアメリカの手l自主義止会機構にもまれ を得t.r.. い程の権威を保持ずると云われ、叉別製品の; 絡11断

乍 らも次代の青年に熱烈な情熱と 、自己批判と人間性を の増加はデザイナ ーの方針を変えざるを得ないとも云わ

以て符みする l 'h 、努力の数々のレポ戸卜に私Ii . 圧倒され れる。

ろのてある。 建築の盆必の芦" 11' 1 終戦後大量に取上げられたが、一部

政測の旗標た る L e Corbusi er 1三巴里を板拠に西半球 住宅に利用されたものも年毎に荒れる自然条件にはーた

せましと走り廻る。そしてニ且 ーヨー クに於ける国連本 まりもな〈、叉労働賃金のバラゾスからも大した価格低

調iに W. Harr i son 委員長の下に' 色々しいコゾボジショ 下にもなら ないまま に消支 去った感である。 喰コ γ タリ

γ を East Ri ver に: 写している コ 戸 トプロックに於け ろ聞はやや動いてい るが、量産 とコ

x  x  x  x  x  ストのよう; からは未だしの感がらる。

かくて20iU:組前半の苦難な「現代建築」の歩みは、そ そこにも苦々の個性と制服を脱いだこの国の人 々の考

の主流をア メリカに移 され、その何性の表現と 、その国 主方の彩ヲ ｾｬ もあることと思 われ る。

のl託業純織と商業主義の間に説そ下している。 吾. 々のデザイゾの指針はあく迄深〈瀬下げられた個性

終戦を一刻に大半洋をはさむ附 ｬ 司の接 ＷｾＱ 士、その風俗 であり、深〈坊! 下げられた人間性の表現につきるのでは

習慣よ句徐々に文化問へと移行させ・たo 吾閏の建築手法 なかろうか。そこに綜合芸術と。しての絵| 凶、彫刻、造闘

は先ずアメリ カの住宅耐 に 利則 され 、 その白 ｲｾ なデザ イ 等を匂合し得る以所でもある。

二/ の効14そ更に上好せしめているつ この半↑It紀の問、き々先覚者によって営々と して続け

同時に C. 1. E. により手掛: ナられた教主主迎動はあの混 られたその思想l工、今年51年にも叉その芽1ずえを見せる

乱の中より治: 治を取もどし、音ペ' のデザイゾの中にその 事だろう。

手法 ｬ ￬ＮｾｊＮけぬけと耳元 入 れられ初めた 。 特にやや安定し出 x  x  x  x  )( 

したil ! 1 ; f : 建築に於てその傾向l工事ミーLI. 、ものが主、る。その

ファサアドに、その照明に於て。 しかし苦々は表皮的な

効果 そ邸主手ずる ￭ｩｩｪ に 、 それらの ｾ ｉ Ｚｾ ｊＺコス ト と 保持 を考え

オAばならなし、。

似て; 11=なるんーパー照明や蛍光灯の点滅l-t.例l経をいら

木精しの窓11 : 手くも夜のとばりを降した。谷底のもや

の械にかすかに光る街路には既に人拶li. 見えず、軽快な

向効率の光が向いつ線を描きつ進むのである。

に鋒者 ・竹中工務唐古宣言i 次 長 )

表 紙 図 案 審 査 概 要

日 本 建 築 協 会 審 査 委 員 会

尋問に云えば今回の応募凶祭を開いた時に非常な驚き

を感じた。それは力作Ｈ Ｎ 菜 ｲｦｬ なｾＪ両国た作品 Ｑ が非常に

少なかった事てある。 叉フレッ シュな感覚も認められた

かった。

叉十年くらい前の表紙のかHむしかと恩われる械な作品

も見られた。

之I- : t U f I 会当局の表紙に対ずる認識の反影で、あるいは

一方的に応募者のみをせめる ; b¥すには行かないかもしれ

ない。

今竿こそは建築界も非常に多端な時とえにり、叉膏々建

築協会も 、 。建築と社会かも干5・大な役割を泉ずべき秋で

ある。

表紙と共に内科も充実されねばならなL 、。

編集委員の投1烹によ り一部文字の現寸を修正ず る到に

より 一等案'信号0 ち決定した。

ｻ主 ｦｲ 策の中で英文の誌名をばらまいた秀作がｾったが

ρ建築と社会仰の英釈を “ Archi t ect ure &  S∞i ety" と

やられたが、 之は協会としての落度も認めざるを得力:

ぃ。英文は“ J ournal of 位le Archi t ect ural  A3soci at i on 

of J apan" で、誌名は“ Kenchi ku to Shakai " であ

る事を御断りし度ぃ。

ともあれ会員各位特に若 々しい新人の御健闘を祈って

今年に期待し度いのであ る。

鈎 !



建築設計はどうすば良くなるか

終戦当時は見渡す阪りの焼野原であった日本の都会

も、今日ではかなり建物で埼められた。繁華街などはこ

れがあの瓦撲の町であったとは思えたい賑やかさでる

る。それだけ新らしい、建物が建ったのでるる。然しそ

の建物の設計は情けない程拙劣なものが多い。終戦直後

のバラッグ建築はともか〈として、今日では鉄骨造・鉄

筋コソクリ F ト造の永久建築も相当主主ちつつある。木造

といえども相当金をかけた半永久的のものが建って居

る。然し感心する様た設計はめったにな〈、大宮11分は賛

成しかねる。東f京の来慌に掲載される新らしい建築に1，

2 の良い設計の例があったと て、それは日本全国に建て

られる建物の数に比すれれば九牛のー毛にしか過ぎな

い。日本の建築設計の水準が低いのでるる。

どろすれば建築の設計を良〈することができるのかそ

の答は判り切ったことだが、良い建築家を教育して社会

に提供することと、その良い建築家} こ腕を援わす様な社

会的環境をつ〈り出すことである。従ってそれは建築家

自身の問題であると同時に、社会の問題である。良い設

計の建物が主主たないと云うのは、この原理が行われず、

またそれえの努力が不足しているからである。日本の現

状はそうでｾる。

先ず主主築家に対する' 学校教育の問題から述べよう。新

学制のもとでは、建築技術の教育に関する専門的課程の

存在するのは、工業高等学校と大学でらるが、ここでは

問題を大学教育に限定することにする。

大学設置、規準によれば、新制大学は、修業年制4年で、

その聞に最侭120単位を学習することになって居る。 120

単位の内訳は、従来は 一 般教条学ｽ目泊 ｾＶ 単位で専門科目

が84単位であったが、最近教掛さ} 目の合計単位数は据え

置をにして、従来その中} ご含まれて居た外国語を専門科

目の中} こ入れて計算する様に変更された様に聞いて居

る。外国語の単位数を最低 8 単位と考えれば、結局純粋

の専門科目は76単位となり、全単位数の 120 tと対する比

率は 63. 3 %となる。 とれを修業年目 ｾＴ 年聞に割当でれ

ば、教養科目反び外国語に約 1 年半を宛て、専門科目に

約 2 年半を宛てるこ 2三になる。然し詳しい説明は略する

が、教養科目は全学の学生に聴識させねばならぬ等の事

f白から、これを 1 年半の聞に終るととは難しし結局教

養科目に 2 年間、専門科目に 2 年間ということにお: るの

が多〈の大学の突況である。

果してこれで建築家の教育が可能でるろ号か。勿論戦

却 の 日本の教育制度は一般教養を軽んじて居たことに大

合な欠陥がらった。特に建築家の様} こ広い教養を必要と

34 

白 石 博

する職業人の数百に関してlにこの点、私1" t i 1O行制度トこ資成

である。然し一部の教育関係者が云ろｾｉｬｏＨ 、 必礎￹Ｇ Ｑ な教

養さえ充分教育してあれば、専門教育は少しやれば凡い

と云う議論は、少〈とも建築家の教育に関して伏適用で

きない。その理由 l" t 建築設計と云号仕事の性ままによ るの

である。建築家l" t 極めてjよい範囲の知識を要するばかり

でなし特に設計そのもの土達には繰り返し多〈の課題

について設計の経験を積む以外に方法が少ない。つまり

建築家の数u は長年月を要するのである。

だからアメリカでは、医学生と共に建築科の常生1
0

;1:特

に長い修業年波を要求されている。アメリカの大学の修

業年限は研ど学部 4 年、大学院は 2 年であ る。 然し建築

家の教育を目的とする建築科だけは、学郁 5年・大学院

3 年と云ろところがかなりあ る。しかも各: ) ' 1・! の法律によ

り建築持たるべきものは、大よ院を修了してマスターの

紘号を有しなければならないと規定しているところが多

いと聞いて居る。同じ建築の業に従事する者でも、 WI造

や設備関係の学生は学部 4 1 ' - の課程でよい。それだけ建

築設計の学修には年数を要することが認占うられてい 乙の

である。

日本の新学制がア メリカに倣ったものである以上は、

私はとの点もアメリカに倣って欲しいと思う 。 ヨーロッ

パの様} こ、大学又は専門学校入学前に日正に建築に関して

一通りの専門知識と経験を有していることを長求するな

ら、話は別である。入学前には全〈何の専門知識も持っ

ていることも要求し泣い日本やアメリカの学制による限

りは、建築家としての専門教育の年数はそれだけ長♂必

要である。

然しそれでは日本の大学院がこの目的にふさわしく迎

用される織になるだろうか。現在の予想では、大学院は

修業年限 2 年を標準として、そこでは高級な専門の学問

の研究のみを行うと聞いている。そして大学院の設置は

旧制大学でるったところに大体限定されるらしい。そう

するとその収容人員は少な〈、その中でも設計に志す者

に女すする収容力は小さいものと見なければならなし、。

しかも大学院は、制度上も学問をするところであると

決め られるばかりで泣く 、新制大学の学訴がl日大学の岐

に学聞をするところでな〈て職業教育をするところだと

規定された時に反対した大学関係者の気持の上からも、

反動的に更に純粋な学問の場にされ、建築設計の械なも

.のは虐待されることになりはしないだろうか。

私は新制J大学の学部は職業教育を行い、大学院は高級

な学聞を研究するととろ とされることには原則的には反



対しない。むしろ普の大学の織に、学の磁奥をきわめる

ところだとされて居ながら、大部分の学生l' 1 職業を得る

為に勉学し、大学院 Ｎ も何かｾ株Ｇ￠ものを含んだ存在であ

った時よりも、新制度の織に職業教育ど学問研究がはっ

きり区分されたことを結構だと思う。然し建築家の教育

に関しては、学部では不足であり、大学院では職業教育

は行われたいとしたら、どうすれば込いのか。

私1' 1 次の様な方策が必要だと; 考去る。それは、大学 院

の設置を少数に以り、そこでは純粋の学問に専念せしめ

るとするならば、学部に於ける建築設計専攻の学生の修

業年阪を増す必要がある。少〈とも Ｑ 年叉 ｬ ＧＱ Ｒｾ の延長

は必要である。さもなくば、大学院の建築科の収容人員

を憎して職業教育的課程をも設置する必要がらる。つま

り大学院の建築刊には、学問研究のコ戸スと共に建築家

養成の為の職業教71コ戸スを も併Zをするのである。なお

設計を専門とする建築家の教育とピルデイ γ グ エ ゾ ヂ ニ

アの教育を区別する必要のあることは云う迄もない。

私 l1 : 大休日本ではもっと高級な戦栄教育方; : - i J i : 悦されね

ばたらないと思う。職業教育と云支ば低級なものの様に

恩ろのは誤りである。従来の日本の教育制度では、余り

にすべての学生を学者にする段位仏・方であった。従って

純粋な学問そのものはノーベル1 t をti ' I 人がある程発達

しでも、高級た戦法教育が等剖祝されて来たから、技術

的方面で、の発注は遅れ学問と社会は遊離し、つまらぬ機

械 l つに満足なものができないのである。然し昔ーも今も

大部分の学生は職業を得るた占うの教育を受けるvl りで入

学する如 〈、社会の要求は学者よりも多数の職! %二人を主要

求して居る。私ははっきりこの社会の要求に答去る態皮

7 . J ' 日本ではまだ足りたいと，思う。務行制大学ができ「ても教

育関係者の気持はそんたに変って居ない。学問の研究も

学者の益成ももとより大切であることは、云う迄えなし、。

それも大学え課せられた大ぎな任務である。然し職業教

育を受ける積りで大学主入る学生に対しては、もっと具

体的危教育が重視される必要があると思う。

この様に述べれば、必ず実際的なことは社会へ出てか

ら学べば良い、それよりも大学でl割高礎的な学問をすべ

舎だと云ろ反対が起る。勿論それも 1 つの芳法であり、

またその方が良いのかも知れない。然しその様危職場教

育カ現実にうま〈行われて居るだろうか。勿論実際的な

ことは知らねげ仕事ができないから、学校で教主て呉れ

ねば社会へ出てから学ぶより仕方なし今日迄l1: 皆そ号

して来たのである。

然しそれは仲々困難なことである。何故ならば職場は

教育を目的とするところではないから、教育方法は洗策

されない。しかも教育の資斜はその職場のものに限られ

勝ちで、視野が狭ぐなるととを免れない。組織的に教育

すれば容易に修得できることに長い期聞を要し、しかも

すっきりしない発展性のない学的裏付けのない単なる経

験になり易い。それでも積極的な犠教教育が行われれば

まだ良いのであ ろ。現実には麗事tr関係うZ昔と変ったこと

も、経室主に経糊句余裕のな く危ったことも粛なり合って

職場教育l討中 h 行われな < tI. って居る。そしてこの磁場

に於ける職業教脊と学校教育に切り換支たことが、近代

教育の大きな ｼ 化問，ｾ傾向であることを知らねばえ にらな

い。勿論後述するま日〈、それでも職場教育の意義 とその

必要性がなくなったのではない。然し日本の場合大学は

余りに具体的な戦X教育を軽視し過ぎて居たのである。

それでは職業教育を犬学で行うことは、その父になり

さ支すれば現在でも可能なことであるが。建築設計に閲

しでもそれは容易でない。何故ならば適当な数従が居な

いのである。

日本の大学の教授は大抵優秀な卒業 ｬｅｾＧ 、そのま ｌ 大

学に筏って以米研究と教育に従事して居る。設訂但当の

教授は少くとも学生時代には設計に優れた能力を示した

人であろう 。然 しそ の人は卒業後は向ら設計することは

殆ど危くなって居る。紙の上に設計図を捕〈ととも碕だ

が、まして自分の郡守によって現実に建物が建つことは

更に稀である。設計の依頼を受けるこ M 浦で機会ポた

いばかりでな〈、設計はい〈らやっても学伎に込ならず

また論文の織に楽院とみなされないからである。建築家

として大成するには長い経験を主要するに拘らず、大学: に

筏った限りその機会はなくたってしまろ。か〈て大学教

授となっても、その人は建築家ではないことになる。

そしてその人が設計に関して進歩するところは他人の

作品に対する解釈と批評だけである。つまり大抵の設計

の数夜は理論家であり批評家である。勿論その織な批評

家lま自ら1'1裁でな〈てもよい。批評と創作はその職分を

異にするからである。そして大学に於ける設計の教疑と

して、理論家父は批評家の存在はl i ' ! I i かに必袈である。

然し実際には、設計の理論又は批判に専念して居る数

授も少いのである。何故ならば教授となるには学位を反

らねばならず、その後も教授の地111: を保つには学的業蹟

を挙げねばならなし、。設計はいくらやっても学位にカ: ら

ず、また仲々のことでそれに匹敵する業蹟と見なされな

いととは上述したが、設計に闘する限り l1 : 論文を書いて

も随筆だと見られてしまろ。自然何か別た方岡の研究を

やらねばならぬととに注札設計の研究も指滋も 2 義的

になってしまい、本格的な設計理論家又l工批評家たる存

在でもな〈なってしま号。

作家たる教授にも批評家たる数度にも指滋されない建

築設計の学修がうまく行〈道理はない。それが日本の大

学の現状なのである。だから卒業生の中に時に優秀な者

があっても、大部分の者は設計はでぎない。日本の大学

は臭い建築家を教育しでは居たいのである。

従って私は次の様に提案する。大学で良い建築家を教

育するには、作家たる教授と理論家たる教授を陪保した
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けれげならたL 、と。作家教慢の地位を際交するには、諸

外|司の如 〈官会 JI. の大学教授 も設計事務所をもつなり或

は少くとも内戦としてでなぐ堂々と設計の依績を受け ら

れる仏にした了ければt.1てらなし、。また助教授以下の若い者

が設計に従事すること令奨励し、 Jミい設計を行ったこと

を Ｓ 医院として認むべきでるる。勿論実際の設計 ｬｾ 侠 綴が

なければゃれた ｃｾ 、から 、 一般 社会も大いに 大 学に ｩ 設計を

持、込んで利刷すると共に援助すべきである。差 し当り

官，'I't.r どは卒光して依頼ずべ主だと思う。大学へ設計を

At iんでも臭い設計はでき注いだろ丹と 心配するならば、

そん庁:大学に教育を托し て置ぐことが問註iで為る。

ｾは現在の大学に優れた建築家が教授としで居ないな

らば、民聞から迎えるべきである じ勿論現在の1議な非常

識 な 体 制主改正されねば後れた民間i i嘆家宅::-j 印えること

はでぎないa 然しそれよりも大手: へ入れば自ら設計する

ことができ tr どなるのが最大の陀.74であるから、その改

正に r.Mt のiill り是非やらねばならない訳である。

学つがて数百の問題は以上をして 、 次 ｉｾ 職場教育について

一言 L t . - >v、。夜、は育ij 述の通り 、学紗教7ぎたもって職業教

育イヒすることを必求するが、それは4銭湯教育の意義と必

要性そ伴走することではなし、。背は峨湯( j " 同時に学校で

為った。然し職場と学校が分離し ｦＮ こ結果 、 学校は純ｦｩｉｾの

当! : 問にのみ進み、一方激場では教育を厄介祝する織にな

った。特にF宮古if l話係が今日の織に機械的になってからは

職場てーの教育は行われ難ぜなつでいる。職場は既成の人

物 そ［ｪどめ 、 ｾ ｬ ＺｬＺ教育すれば 能力 を摘すことのできる 人物

を も教Y:r.せずにそのま L で使おうとする。これが良い建

築家そ育成する大ミ? な服警になっで居る。

ぷ l元大学に於げる建築設計専攻の学生の修業年限の延

長をす L めた。然しそれは謀本的教育としてもそれ位の

延長を必袋とすると考えるのであって、特に長い経験を

経なければ大成しない建築家の場合は、職場での教育が

不 pJ 紋でるると信ずる。学校教育に於ては、いぐら課題

の数を多とやてつも 、その設計け爽現しないのだから 、

具体的 な指おは難しい。その為にハ 戸パード大学の織に

炎筒設計を' ! ( : _ I . [ f こ行非っせるのも 一法であるが、それけ{中

々た行し ｾｦｦ いととでちる。 職場 に 於 で主 任建築家の下で

設計の手伝守し、その建物が実現する過程に従つτ 具. 体

的 なn:-; 主役受け、更に完成後は1ft人の批判を受けるとと

によっで、若い建築家は育成されで行ど。 本当に独立 し

τ 設計のできる建築家となるのは、大学を出てから相当

年数の見習期間を治ぎでからであ ζ 筈である。日本の大

学3f.・3民生にはその覚悟も足り ないが、職場でも余り教育

しようと しないのが現状もある。

もっとも 日本では職場に教育を行える様た建築家がら

まり居ないのがよｾ相であるかも知れなし、。また教育を行

えろ建嬰家が居り 、そこで教育を受けたし 、と希望する者ー

があつでも、見習生lこも普通の紛糾を出さねばならぬ労
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ｾｉ ｊ 法規や税金問題がｾ Ｚｾ答に注 っ て 居 る。 私 ｬ ま優れた建築

家がそのアトリエを若い建築家に開放し、そ こで何年か

の指導を受けたことが大きな屡! 被になる微な習慣が社会

に認められろ様になら ねば、良い建築家I- ' t . 育成されない

と恩号。建築士法は建築家の職分を規定したものでな〈

むしろ建築筏術者の資絡を定めたものであるが、大学卒

業後建築士試験を受けるに必要とされで居る実習期間

( " 1 、少ととも上述の様た: 意味の職場教育を受ける期間と

して活用される織になって欲しいものである。

そこで問題を建築 家の職場} こ於ける活動に移そう。建

築家の本当の戦場1" 1 設計事務所である。然し日本では建

築事務所l討中身盛にならたいで、百負に於ける設計施工

や官公f j"に於ける設計つがむしろE思である。

そのぷ- 本原肉は設計と云うことの意義が一向に認識さ

れたいことにある。建築関係以外の- J U X : 人に l士、設計が

施工と ｬ ｾｊ ｪＧｊ に独立したｬｉ ｴ 袈な仕 ｚ おとして存在することを

知らない人伏多い。また設計の必要なことを認めても 、

それはlii に凶簡を作製することであり、いわば施工に附

随した仕事と思って居る人は多し、。従って設計料を工事

費とけ別に支払って、施工業者とは別な建築家に設計を

依頼せねばならぬとは思って居ない人が多L 、0 5 6負業者

の設計施工が多いのはその為でるる。

そして 一般人ばかりでなぐ 、建築関係者の 中にも設計

施工を疑わない人がかなりある。そう云う 人は自説の J保

拠としで、ょと俄械手の商』誇，を例にする。然し建築は一

般に市場生産ぬではなし、。市場に出された商品ならば気

に入らねば買わなければ よし、。然し註文生産である建築

に於ては、素人である施主の要求或は建築のもつ社会的

性絡が、商人である訪負業者によって充分満足されるこ

とが保証されるでらろうか。信用を重んずる詰負業者は

そ与するかも知れない。然しそれ程人を信用することが

できるなら、裁判には検事も弁護士も不変で、判事だけ

でよかろう。昔の裁 ｾｾｬｬ まそうであったま町、昔は設計施

工が際まれなかった。それが裁判jに陪袋入迄設けで一方

的な見解による誤りを防 ぐま町、設計と施工を分隊す る

ことは、 実 l:l: 施主の利益を護ることに外ならないのでら

る。

然し; 施主はよく設計施工を依頼して居・る。そしてその

結果に一応満足 して居る。然しそれでよいのではない。

世人が建築に理解がないからに過ぎt . l : >v 、。そして 惟人を

啓蒙することを怠って居 る建築家の怠慢が、自らの価値

を下げて居るので忘る。詰負の設計部でも千f' 々活砲して

いるととろもら /'; ' 0 中には工事部と は別な組織になって

設計糾も別にとって建築事童話所の様にやって居るところ

もある。然し私はそれは変態的存在であると d思行。

官公frに於ける建築家の存在も、日本の場合是正 され

ねばな らなし、。 大 きな J 官庁で毎年大きな工事量のらると

ころでは、ｾる程度直属の建 築 家を有し て 居ることも兵



かろ丹 。然し府県庁、市役所の様な小 さなところ まで建

築 家を擁して居る 必要にたいばかりか、むしろ有害であ

る。 111，' 故たらばその様た以られたf上前しかないところで

は有能な建築家は育成されず、従って良い設計ができた

いのにと然であろからだ。私は小 さな役所は自分のとこ

ろで訟計することを止め、大官庁も軽微な建物を除いて

はすべマ氏聞の設計再r務所え設計を依i l .i' l する様にすべき

だと思う。そしで官J i の' ) } ! . 続課( t . 予算を取り扱ったり設

計のデ Ｍｾ を提供し去りする役割だけを果せばよいと思

号。何も官庁建築どからと云って特別の技能を必曜とす

る釈でになし、。設計のデ ータカ提供 されれば民間に於て

も充分設計はでぎろし、またそうなれば付殊建築の設計

者ピ長年: 門とする事務所もできて来る。1 ! I にそろすれば現在

の織に官J i ょの建築'*1.' ;上阿部の素人の札息を号かがって

みじめた設計をしたり ｾＡｬｾ 湿な予算を組んだりせねばなら

ぬ ｾｲ もな〈なる。

勿論現在の建築司 ｦ 務 所に ｬ Ｇￌ ｪｦｾ りないものカ‘多い ｯ ;t.i 負

の設言問¥1こも官tr の蛍務誌にも劣るところが相当らる。

フツレノ ・タウトならずとも桁けな〈なる械な商人的 ・諮

問的建築家の経告する :):11務所が為 ζ 、例えば安 くて早い

設計をモット ー とするところ 、 設計とはｾ凶ずることぞ

としー居るところ 、 デザイゾとは外 ｭｾ を誌のＺ辱 ｧ を見［て

模倣することにして} ; i ] ろところ、そんな事務所カ案外は

やつでJnる。そして兵心的建築家の，If務所1-;)"，経営闘難で

あえいで居る。これでは良い建築家ヵ: 布務所をもつこと

もできず、従って良い郡守の建物が余り建主ーないのも当

然であ Z 。若い建築家が良い事務所に入って師事しよう

にも 、 そこには余り仕ｾ［がなくて入られな ｌ 、。

結局すべての事情l丈互にl業聯し堂 h 廻りをして 、良い

建築設計のなされる基線が失われて居・るのである。私は

その覧1' 1 社会にもらるが、やはり張本的には建築の仕事

に従布ずる者にあ ると 思う。

例 え ｾＧｦ 世 人 の理解がなし、から 、 良い建築ができないと

云う。然しそれは世人を磁裟しようとするｾ諜家の努力

万先ず足りたいのでる 乙。脳家や背吉井i 家には飢えてもお

のれの芸術者ピ護った人がらった。然し建築家の 中には良

心に恥ピる設計を断った人をあまり聞かない。設計の権

威を談・ろうとずる覚悟が乏しいから 、t住人も設計を軽視

するので忘る。

また建築批評の欠除と云ろととも挙げねばならなし、。

批評精神と云うことは ヨ戸ロッパの伝統である が、それ

がなかったことが日本をどれ稜誤らして来たことか。日

本では霊協定設計に対ずる社会的批評のないことが、世人

をして何時迄も建築に対す る目をふさがせて居る。 然し

社会的批評の起 る前にl士、建築にたずさわる者の聞で先

ず批評カ起らなければならない。それが起 らないことは

自身の怠慢である。勿論建築( 7 : 造形芸術や文学の織に純

粋な芸術では泣い。資金の{倒的や技術の問題或は施主の

要求といった様紅、- 説明されねば他人には判らぬ事情が

応川こして存在する。然し一度そ の建物ができてし まえ

ば、特に何年も経った後で炊、如何なる事情があって も

それは谷間的存在としで批判されろ。若し設計が非難さ

れでも、それには設計者自身が怒いと知りつつも止むを

得なかった事情があるなら 、設計者がそれを公表すれば

良い。 批評家がそれで諒解すれば、非難の矛先 はその鎌

に建築家を苦しめた怒条件に向けられ、やがては建築家

の設計をし易〈ずるであろう。私l- ; t 社会に対ずる建築の

啓蒙迩動としでは、批評が盛に行われる様になること が

最も F.!: ¥， 、方策であると信ずる。

妓念乍ら日本の悠築設計の水準¥' l : 低い。それは学校で

も充分教官ーされたいままで卒業した者が、職場に入って

からも本当に指諒されることもな〈 若い者がいをなり 矢

たらに図閣を事 |し、で居るからでらる。しかもその図面を

引いて居るところは、商業的建築家務所、寄生的存在55

負設計部、震は形式のみ尊重的官庁色絡認でるる。そ し

で建った建物 ｉ Ｍ［ｴＺｾＭｴｴにも 批 評されたい。これでは臭い 設計

はできない筈でるる。 私lまあまりに陥黒耐ばかりを述べ

たかも知れなし、。然し本当に設計を良とする為には、と

の|情熱lni を摘発し改善するのでーなければならないと信じ

て、! 万を銀つで止tの手足j を習いたのである。
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プロック住宅散見

山 地 英 雄

* 竿度初めて大阪府にもプロックwi 迭の賃貸住宅がわ

りあてられたのて‘ あるが、それには建設省? 佐i! : I J の十七種

類の中、施工の地蛾 的制約の1意草味からそのプ穴可極類を撰ん

で

秘造の主慈意 ♂ｾ ｴ は主 、一 階建の木造と凹険建以上の鉄筋コ ｹ ク

リート造との有n間的治: 役割j としてのものであり、その工

場2理主主化と新材糾考案による経済性シ主として高 〈評 価

されたのであった。ところがこれが笑際に行われてみる

と建築費の小編 にこれは今回の工事がまだ試作段階でら

るのと宣ｾＺ的意味を以て多くの型式を氏周した関係から

同一型式のものを何百戸も ー ケ所にたてることは出来な

かった。 3 と、施工に対する不安定から 仁材料の逮織や

駿工の不審在紋による手違い等を予想して- ' lHI 乃至三'，li-lJを

見 積価格に加算した荷負業者もあった。コ 安定した大き

たE詰負業者は、とのプローッグ住宅の主旨に対して好意的

興味を向けこそすれ、との競争入札に際して結句的た態

度をと るということ は少佐かった。との為に結局大きな

鉄筋コ γ クリート工事では到底これらに対抗し得ない中

小 業者の中でこの新興構造に者自しそしてこれにその社

の今後の方針をもってゆこうとしたものがこの工事を務

札したとい号のが本当の実情であったのではなかろうか

との為に大きな建築経済力の背景と高度の建築工業技術

とによる工場生産化の、ンステマテイカル のみからこそ、

そこに必然的に抽出され得ることを予想したプロツグ建

築の経済性というものが、とこでは会〈その遺言を没して

しまったのである。 何故ならこの小規勝、な工事現場だけ

をもってする詰負業者は、そとだけの→時的な手工業的

著色と思いつき的な改変のみでその全〈目新しい仕事と

とり〈まざるを得なかったからでらる。これは更に又新

材斜たる特許考案ユユツトの工場製作に於いても大体同

じととが言えるのでらって、弱体な資本でt ，るが故に一

寸した経嘗の反動が大き〈その製作品の品質と数量にひ

びき、漸くのことで現場に搬入されての結果1" 1 、そのため

に生じた現場作業のだんどりのそご等を考えると決して

際いものと言えt . r . < . なるのである。こ号してつまるとこ

ろその建築工事はフ・ロック建築の唯一の存在根拠であり

宣伝条件で為った経済性と い うものの中で自縄自縛に陥

札とどのつまりは非常にきりつ占うた業者手IJj悶の犠牲に

於いてのみ漸〈それを銭功させるととが出来るとい うわ

けになるのである。更に亦その構造力学的な解決に於い

ても確定的な湿論的解決は未だしの感があって、 くたと

えばアッシ a コγ クリF トに於ける建設省建築研究所発

表がその許容 強度安全E艇を常時9、非常時61こ定b 、震 度

調



を0. 3 以上と規定するのは該強度に対する不安の逆説的

な告白といえる。〉そのために当社宅落果と本省との聞に

於いても数回にわたる検討が重ねらh たので、ある。

以上のような有様が大体当府蛍プロツグ住宅産設の実

際 の経過であ句実状であったので為るが、これでも猶こ

のプロツグ建築といちものは、これら現;庄の恋条件を今

一応生みのなやみと解してまでも、今後その最初に庶幾

した様た生長に主主力をつ 〈さなければならない得来性を

我が建築界にもつものであろうか、否か。それには鐙 築

本来の原則的な本質展開の組上においてこれを見 る必要

Eう2ある。

大体建築宅産にはその建築の必要' 性と経f剤生と安全性

とい 号宍つのものが主要た因由となっていて、しかもそ

れらが互に彰響し拶縛されつつ一つの建築の存在を現出

す る建築q'OJfg とし、丹具. 体的な力 となる ので t ，るが、この

三つの建築生産の主要因子¥" t 現花の我が回の住宅建設に

於いては、も平日正にプロッ ｆ 住宅必ｾｾ性 の段階を過ぎた

のではなかろ号か。少くともそ の主流としての住宅建設

の段附は、その包含する生活的水準の高下やその構想の

規模はしばら〈考えないとしても、それを形成する構造

と材桝とに於いてそう断言出来るのでは泣かろpか。 J1p

ち過度の住宅不足を低い経済良境の中で充足させるため

に、その総造的安全性の不足からする最怒的可能性から

の第二次的な経済性の不安くたとえば地震によ る崩駁等

に際してはとの 7' ロック住宅は全〈廃越化して木造住宅

の燃Ｂ脱や ｪ 釘版以上の困難な復旧が必 ｾｯ ") を一応おいて

までも、そ の構造的 安全性をきりつめて t フe ロック材草寺

ハ11

1

、キ問答

("t力学的研究が不充分であり 、しかも所設鉄筋ヨゾグ リ

戸トには及げない。" ) rr'.!.1劫句た経済度を圧縮 し危ければ

ならない段階では今はないと思号からであ る。そしてし

かも我が国住宅建設の主題が今後次第に国土計阿の見地

から祭事初句高岡化にむかつてゆ〈であろうからプロッ グ

構造では所設不可能 仁三険以上3 であるとの住宅建設主

流の梢造的規模には絶対についてゆげないということに

なるのでらる。そ号かと言って余り 充分とはいえないが

我が園建築界のカの何留lかを大き〈さいてまでも、この

主統以外のプロック伎宅の正常な成長に向ける不合理な

余裕はないであろう。

こう考えて〈ると否定するにプロツ グ住宅とい号ものは

; 辰初にその主役たらんとして登上した舞台に於いでさえ

既にそれの精出向科学性と焔ヱ的経済性 U 、1両者の も

つ可古ｾ助人現在の建築界に於ては肯定の ＾ｑｽ 烈性をもっ

ていないこと令立証した上に、しかも我が国住宅建設の

段階がその主題という照明を社会の発展と共にひt会構

造及び討会の宮〉より 本格的な舞台へと移 しつつある の

であるから今後のこのプロック住宅の進路は全〈明白で

おろ号。 Epちそれは住宅建設の一つの支流として小規筏

R小範囲に於いての住宅需要の要求を、 t 或( " t 幾分代用

的な意味をも合めて〕その現在の手工業的 な施工工程の

只管な る総鯨によって充足するという方向に進んでゆ〈

のではなかろうか。そしてこの様たプロッ ク住宅の方向

こそ、 それが我が国の健全な住宅建設に位置ずけられた

正常なゆきかたでーあると確信するのでらる。

く筆者 ・大阪府建築部住宅課〉

日本建築協会 編 集 委 員 会 企 画

正月号- を「今後の建築界は如何にゐるべきか」の問題を中心として特集す るに当 り、編集部は次の様なテーマの下

に葉志向答; を求めた。約 200 名 の方に聞を発し 、御回答を頂いたのは約2' ，! ，QJ であった。 以下f Jj泊I1院に掲載する。

間 建築はどうすれば良くなるか。彼計構造施工般備材料等について御考下さい。

京工級維大助教綬 暗 回 朝 生 建築批評家の公平な批評反ぴ社会の批判が必要。 批評

臭い建築を創るために設計の商から私はこ号考えます のない所iご進歩はないと，思号。

一、建築家の育成 問、建築家自身はもっと勉強しなければならない。

1. 建築家の設計教育に携わる者は、同時に自らも良

き建築家でなければならなし、。果して現状は良き建 円 本 建 材 協 会 会 長 伊 藤 憲 太 郎

築家を教育者として迎え得る態勢にあるか? 建材関係を中心とし て

2. 建築家の育成は学校のみ ならず、社会も之に努I b 1. 建設業者は入札に当り不当な競争をしないこと。

ねばならぬ。 2. 建設業者と建材業者との聞に取引等に闘し正常な

二、建築〈特に設計〉に対する与論のレグェルの向上 関係を設定すること。

建築の創造に対する理解が欠けて居れば良い建築は生 3. 建材業者は優良品を安倒に供粉すること。

れない。 4. 建設業者、建材業者共に蛍業道義に徹するとと@

三、正しい建築批評 5. 右に闘し Ｑｾ 、主要なら ば法制的指置を講ず ること Ｎ

調



曾 我 書 官 幸 雄 思いまず弓とのＭｾ揮を思い切っ て実行ずるだけで 、他 ぽ

何でも略ｾ好きの日本人の事だから此の度の Ｑ 級建築 夫 キ王寺内 筏術家の良心に任せるととて充分でしょ号 。

士、 Ｒ 級建築士の名称が波布されると、おいＡｾ奴 Ｑ 級

か手2級か? なんて事になって、苔々呑 γ 兵衛が開〈と

お酒の等級の事かいな? と云った笑支ぬナ γ セ γ スが

針もる懸念がある。

もし此の1級、 2級の名称、が決泊句のものでないな ら、

もう少し何とか考えられないものか? 1級の方はまる築

建士てｅＡＺいと ｌ て、 Ｒ 級の方ｾＢￌ準建築士とか、建築準土

とか建築技士とか、建築技術士とか、建築匠土とか、そ

この所何とか皆で考支たら良い名君主が生まれそちな気が

ずんだが? 建築家の皆さん、そ号思われませんか?

害事 屋 施 設 課 岡 村 忠 一

務官庁の入札方法の改良= 予算に近ぎものを謀本L。

設計，設計図の完備。

施工，職人の人格技術の向上を計り各般の職工学校設

置後成、熟練な職人の待遇改善、施工図の完備。

材 帆 建 築 材 料会館の設置、昂評会の開催。

日本建築筋会々員池 田 総 一 郎

1. 新時代の若い技術者の技術一般の向上。

後 藤 建 築 事 務 所 長 後 . 和 太 郎

家は用途の如何を問!t ず和と成長e:; ，母体でおらねlまな

らH立。

建築の授は物質本来の価値の塁手見に始ま り其の綜合転

成に終害、。

建築家は直接にl全英の用途のために深< ¥支社会発展の

E 想に沿い高〈は国土の使命を果すベ〈不惜身命常精進

でららねばならぬ。

倉敷レイヨゾ株式会社

営 絡 部 長 潟 漫 錬 太 郎

私l主化織会U の工場建設と保全に16年あまり、従事し

て居りまずので経験と実績から 、大上段の御答を致しま

。ず。 グロピュウスの就い彰響を受けて、合理主義の観念

論をふりかざ L て、実務についた頃. も、現在も言葉で言

支ば「合理化」の一語につぎます事をやって居る丈でず

が、作ったものは自分乍ら Ｑ Ｖ 年の差 ｉｊ［Ｎ 古ｾｾ 、 と 向惚 ｉ Ｉ，ｾ て 居

りまず。それば結局建築以外め分野に対すZ昔、常識が建

築の分野に適当に 入って来た為だと 思いますが、之は観

念論か らの脱却 を意味すると，思います。

1. 設計、施工各方首i共イ _ 'ジ ープーイゾグの緋聖書。 どちずれば建築て ｐ ［ｾ よ〈 なＷＮ， Ｇ泊 、 Ｎ，みなさま、既に 御存知

1. 材桝、品質の良心的 改善寺' 0 の方ばかり 。建築を よぐずるには金と 力がし ・ることは百

等々えの全面的努力がはらわれなければならない草は も承知C 方ばかり、日本の経済力以上のことを廷壊家に

論をまたない。社会の安定潔童話の改善にともない戦前の 要求 L ても駄目、叉建築家も自分の力と注文者の経済力

経験者伏はだかになって新 L い世代去の勉強! と後輩の指 を議に上廻るよろなこ とを希望しても 駄目だと思いま

滋} こ全力をそ) ，，: がねばならない。 ず。然し土伎の中の角力ではある が、土俵を手一杯にら

建設省管絡部長 大 村 己 代 治

各分野を担当 L て居る建築家の谷{ 立が分担L ている仕

事を全力を挙げて、説意をもって努めれば自然建築界の

地位も作品も良くなると閏〈信じ て居ります。

大阪工業大学教授 . 大 倉 三 郎

者ｾ ｻ 市幸三対象と ｌ て。建築は 一 切鋼筋コソ ｆ リート造兵

他の耐火永久的構造と すること。永いこと 望み乍ら果せ

なかった問題。建築をよ〈ずる途はこれより外はないと

40 
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電話土佐堀@2995. 3979若干

ばれる勇気は欲しいものです。

大卒建築相談所長 岩 本 基

「建築ほどろずればよ〈な不か」そんな秘訣とて別にら

りそろにも思支ません。 1止の全ての分野に於いでその進

歩向上が企凶され乍ら 、なかなか其の突を得ない如 〈建

築に於いて も悶織の事が考去られまず。結局建築関係者

のすべての個々の質がよ〈ならね湾、英の他のすべての

条件が備えられても建築は真によ〈はならないてしよ号

。それでは個々の伎がよ〈なる為には白木人の一般的な

無関心たる 欠かんである天を恐れる人種となる事であり

まず。天を恐れ る人聞が与えられたる天職を勤め励λ て

こそ何事も哀によ〈なるものでず。. I l pち古えの翠賢のも

ちせし「ずベで汝の手に犠与ることは力を尽してこれを

為ずべし」との言を守り、誠実にこれを実行出来る人聞

が夫々の分野に於いて力を尽ずならば1止のすべて( 4 : よ〈

tI. り叉建築も勿論よ〈なりましょ 号。

村 野 建 築 事 務 所 長 村 野 藤 吾

建物をよ〈ず るには、部材を要 L なL 、で建物が出米る



織にする以外にはない。それは、 l にも2にも、生産力の 大阪工業大学教授 元 良 動

高度化である。更に云支ば、 材料反び工法の発達に依 建築の抜本lま住宅、その住宅をよ〈するには、設計す

存するととである。自然建物は純粋にならざるを得ない るものよりも寧ろ一般社会人の「伎」に対する. i E 1 . い'恋

こと与なる。それなら、技術はいらぬかと云ちに、事実 識が、必要だと思う。生活態度とでも云号べき強い伝ー念

却って逆でｾる。只、技術の技税論句方法｜ＱＺ逮号。思ちに が基調になって、始めて、それに対応すべき具休的の造

建築自身の本質については、古往今来不可伎のものでは 型が、出来上って来るのではないか。技術は技術と L て

ゐるが、その現象形態は、今日に於いて、絡段の相違を それより以前に社会生活支の訓練の普及が、必' 要なので

来 L た。此の時、思ちに、 「タ ウ ト」が云号様に「釣り はないか。

合い」を身を以て体得ずるには、そればかりでも、 5年

の歳月はか L るであろう。 池田谷建築事務所長池 田 谷 久 吉

調んや、苦々凡庸の徒に於いてをや。

不二建設株式会社常務取締役 山 口 吾 郎

設計 セγ スのあるデザイナーを選ぶこと。

施工無理な入札制度を改善すること。

和i造 研 俊 と 合 理化。

材 料 規 格 統一と品質向上。

設備従官句より主的分野に入れる。

敗戦後の務 L い学芸の低下を向上発達方策こそ¥:t:目下

の急務でらるが、それには先づ第 1 に生活の安定が本本

条件である。衣食足りてネl却を知る京ーの文化はそこに芽

生支る。現在の貧困なる学究的意慾の振興に努め自己の

天職を楽しんで、生活の出来荘、心 Ｇ ｦｬｾＱ 伎のかん ｒｴ こ指滋方

策を樹立せば、券界の進歩発達はそとから生ずる。抽象

的ながらお答支まで。

綜合的にl士、建築家の社会的地位の向上が一番必要な主主 日建設計工若者K K 岡 橋 作 太 郎

ぶとなる 。 街} 質問を「ど号すれば臭い建築が普及す7 るか」と云ろ

意味にとりま L て。

広ぬ瓦斯営絡課長 片 ロ 時 男 L  建築家の存雀がもっと広〈知られる隊にずること。

我 h 日?2・建築にたずさはっていて、一帯切実に感じ て 2. i 兵し、」と云号車「美L い」と云うことの必の意味

いることは、施工の技術而iを向上さ栓ねばならないと云 を知ることの出来7 .，ほんとうの「教育」が? 干オオらる機

5司Iである。戦争中のプラゾクに依って特に戦後の施工 にすること。

の技術聞は戦Ijij の水準よりは るか低下L ていて 、我々そ

のころの建築を恩支ばお話にならない織なことが普通と 大林組設計部長小 田 島 兵 吉

されている。こ札では、どんな立. 派な設計ても良い建築 1. 建築主自身が建築に関心をもつこと。

{ 1 : 出来えにい。今後¥1 : 技術者を指導して峻前を凌ぐ建築が 1. 建築は良い設計家に設計 L て貰うこと。

出来上荘、機努力 L たいと思 ろと共に、各位のその方面に 1. 建築¥1: 臭いalJ 負業者に施工 L て貰うこと c

対する関心を望みたい。

株式令草土星工務肩代表者 星 .  交

兵庫県M華絵諜 光 安 穏 光

1. 公共建築物t- : t 按ずる多くの人により良い方向で好感

日本がすべての分野に、も 5少 L よ〈なる時を待ちま を懐かれることが! 望まし L 、。

し よ ろ 。 1 . 公共建築物は一時的な建物でない為、椛造、 1f. 面計

函上充分配ｾｴｴＭｩＮそずる。

竹中工務底設計総岩 本 樽 行 1. 建築物のm途による性格を健全な形に表現するよう

社会的にーー に心懸け る。

1. 建築家の資質の向上。

2.  大衆の建築及建築家に対する払喰の向上。

3. 建築家の地位の向上。

哲学的に一一建築に於ける真、善、美の探究

1.  兵と¥1 : 建築があくまで建築的であると云号事。

2.  善とは英の建築の存在及らり方が肯定されると云ら

事。

3.  美とは宇宙と人聞の生成に還元される直感的なある

ものが満足されると云ち事。

合

会合 理

電 大 祉 資 的

話 阪 奥 工

潟市北 |  

) 11  1玄 村 法
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1. 設計者は建築技術と共に自身の教養を深砂時代議覚

を正 l < 捉えるよう努める。

三 回 建 築 事 務 所 長 三 国 一 男

1. 生活L て行〈為の衣終には税金はかからぬが長低限

の住宅を建てても固定資産税がかかりあまっさ主税務

暑からはにらまれる。

2. 基準法の市街地における佐居地域の建築率をひき上

げると同時に防火規則を研究する事。

3. 社会に対L て建築界全般を引上げる運動と内部摩擦

を少〈、ずる事に対L て各団体が真底から情熱を宋す事。

4.  一般ヂ+ ーナル界が、本当の建築評論を育て綴とす

る情熱を持って欲しい事。叉そ号なる様に吾々治場カ

ずる事。

都 島 工 業 高 等 教 夜 中 野 順 次 郎

国家予算による建築費の単価を適正に高めるとと、こ

れに応巳て入札形式を原則として適正額制度に旬りかえ

現行の如ｾ最低入札制度は止占うるべき ｲｴ ￩Ｎ 。更に建築技術

者が民家に対ずる啓蒙を行い技術の尊重に龍哉させるこ

とである。

美術工芸にある図展の如きものが、実施された建築物

にも適用されてよいのではないか。

大 阪 市 立 大 学 家 政 学 部 教 授 伊 康 正 支

「建築教育の面から一言」

建築専門分野のセクシヨナリズムを速〈除いて、大学

教育では、建築学部の理工学部関係から分離独立を計る

こと。くアメリカ等の例にならって、建築学科と、都市

計画科等を同部に置くとと〉

建築材料研究所長

東 工 大 教 授 因 遺 卒 掌

「原子時代」だとい号のに、江戸時代そのま L の木と紙

の家で燃料都市を造り、火事ばかり出しているよ号な国

は「原始時代」だといわれでも仕方がない。 1 にも燃支

たい建築、 2 にも燃犬ない建築、日本の都市の建築をよ

くするには、とれが先決問題!

中 西 建 築 事 務 所 長 中 西 六 郎

どんt. ! : 1こ小さな建築でも、設計があって施工が伴うも

のであるから、第ーに設計の良否が結果に多響ずるもの

である。闘って設計に携はるものは優秀な設計技術を発

銀ずる必要があり、施工者はそれにより、兵商目な施工

技術を提供ずることであり、同時に使用建材については

質的には良質な、価格に於いては経済的であるものを製

巌の上供給せられねばなるまい。恰もよ L 、法的に設計

は建築士が担当 し、建設業法による施工者の活動力窪ま

れているし、更に建材方面の兵心的な傾向が深まってき
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ているから、三者一体の融合とそ建築の前途に進歩泊朝

待されるのではあるまいか。

日本フ・ロヅグ建設奥 戸 大. 議

神 戸 出 護 所 長

建築の向上と云ろ点について、私共施工技術者と L て

の立場から見ますと最・低落札制度の採用される聞は、先

づ質的向上など予期出来ないと思います。如何に施工者

の方に技術的良心があったと L ても営業である以上或程

度の利潤は当然亭なければ経蛍が成り立T J ずJ最近の落札

単価では相当の無理をしてみすみす施工程度を落さざる

を得ない状況にあると思います。妥当な単価で特命にさ

れるか叉は予算と失格限度価格く予算の 8 割以上位がよ

い〉との聞に入った札を平均した金額に最も近いものを

溶礼者とする程度ならく談合も無効、予算漏洩も無効と

たる〉施工者も納得出来校術的良心ももっと生かし得る

のぢゃあないでせうか。私共の 7- ロック建築は責任施工

を建前とし、特に技術的良心を重視しているので此感を

深〈する次第です。

阪神造軽量株式会社工 務 課 長 右 原 政 三

明味の設計で、適正価格にて、良心的に、施工すれ

ば良い。

大 阪 市 管 繕 課 一 般 建 築 係 長 池 田 窪 雄

敗戦後の資材不足と統制に種々しばられていた時代も

漸〈過ぎ去った現況になって今や建築をよ〈するために・

ど号すればよいかを深璽に考主ねばならないが、未だ建

築用各種材料の品質、性能、主主の他が戦前のレベノレまで

到達してたEい嫌いがある様に思考されるのでまづこの向

上に努力されんことを希う訳です。之に並行して設計、

施工も一段の向上が望まれると思う。一面施工関係に於

いては労働基準法芙他の新L い法令が旧来 のL きたり

を打破すべ〈立法されて居るが未だ現状が之に則せない

様に考えられる点が齢〈ないので之の方閣の改善によっ

て新しい形式が生み出されることが必重要でるり之によっ

て、よりよ〈なると考支られます。向建築士法の実施が

立法の主旨通り実現され L ば、とれまたよりよぐなるこ

とを信じます。

建 築 協 翁 会 員 杉 江 直 己

1. よい設計をつ〈る事が必要であると同時に筒負者の

設計部を、サ戸ピス部又は、建築主に喰込む道具と考

去るととを、やb ること。

2. 適正な価格で工事を引受ける様にして、無意味な競

争をさけるとと。

3. 設計のよしらし、適当な価絡を理解出来 る様に、ー

般人に建築知識の普及をはかること。



前回健二郎建築事務所高 田 秀 三

第 I Iこ、長い建築とは、どんな建築を指して云うのか

を、建築家自身はもとより、施主、業者、等々社会人を

も含めて再認識するとと。

第 2 に、建築家の社会的地位が建築家自身の反省と、

社会人の再検討に依ってより高b られることが必要。

第 3 は、建築をtLI 成する材料が、議: 伽、ら人工資元と

移りつ L ある現在、桜本的には、国の工業生産能力が、ー

質盆共に高められねばならないが、材料生産業者は、建

築家と提携してもっと親切なもっと創意にとんだ材料を

生産すべ〈、努力することが必変。

第 4 は、現行の入札制度や旧態依然たる一部の搾取的

な215負制度を再検討し、機械カの適度な迫入を計って、

合理的な明るい労働の世界とする布が必要。

日建設計エ若者株式会社

設 計 課 長 山 根 正 次 郎

1. 蛍利をその事室長・の目的とするお負業者の設計行為を

禁止し独立した設計事務所のみが設計に当り得る新組

鍛体制Iを整えること。

2. 現在215負業者に隠する優秀なる設計者・は「施工権の

獲得のための一手段」の地位から速やかに独立すべ

L 。

3. 設計者は円満な人絡の陶冶に努力すぺをである。優

秀 t:t. 技術のみでは「よし、延諜」は生れわ、。

近首長観光施設株式会一

取 締 役 社 長 新 名 種 夫

1. 建築工事の予算決定の権限を建築家iJ' 獲得すること

2. 建築禁法に依る登録にもっと厳選主義ぷ採られる様

同法を改正するとと。

3. 然る上に於いて入札の場合予算に最も近き織の支落

" 札する方法を録用する ζ と。

京 都 大 学 教 授 坂 静 雄

1. 建築家の教養を高占うる事。

1. 技術者責任観念を高める事。

1. デ ザ イ ナ F と構造授。術者の協力を密にする事。

1. 品質本{ 立のコゾグリ戸ト施工法に改める事。

1. :l i長侭価浴中Lの制度はやめる布、無理な予算はたてぬ

J lio 

1. 耐久力のない材料、設備、金兵等は姿を消させる事

京都工菜級維大学教授 藤 原 稜 ー

設 ｾｲ の価値を重視すること。年々何 ＱＰ 万戸も建てねば

ならぬ庶民住宅のために、良い設計をした者に1 1 : ・金 1 億

円を与えてもよし、。仮にその設計で10万戸兵い住宅が建

っとすれば、安いものでおる。美術的也築に於いても問

機。良き- 美術的建築は必しも工事裂の多少によらない。

結局は良き建築家と美術家等ーによって為される。非美術

的な美術建築ほど財の浪費はない。との意味で兵き美術

的建築を造ったものに、 1 億円の賃金を与去る。但しそ

のために兵き審査員の出現が先決問題であることは云う

までもない。

大限市立大学家E文部講師 上 椋 樽 雄

建築界の上部組織に関する問題で現状では問答無用と

云う処でしょう。強い7 設備の業界に対して希望を述べ

れば、

1. 技術く設計、施工〉

1. 工事費

1. 施行後試験結果

1. tT理反び経常星空

1. 機械及び材斜寿命

等学会、協会の雑誌に進んで発表して下さること。又常

に設備に関 L て施主、建築家く? ) を啓蒙すべ〈働きか

けるとと。

大林組取締役エ若者監督岩崎甚太 郎

施工について

お負会社について施工方面を担当 L ている関係上、工

事の出来栄をよ〈するには左記のよ号な事柄を実作せね

ばならぬと思って居ります。

L  ￢ｬｾ 負業者は無理た見積競争を ｌ て 、自 ら墓穴を掘る

ような !l " Y ピy グを慎むこと。

2. 工事を実施するには金がつきまとろので、筒負契約

には前渡金の条項を必ず入れること。

3. 会社の経営が成立つ々が第 1 ではあるが、常に技術

的良心をもって誰に見せても恥L くないよ号に工事を

仕上げるとと。

4. アメリカの新しい技術を坂入れて、っと b て機械力

によって、能率の増進と工期の短縮を凶ること。

5. 戦中戦後の技術の低下を急速に上昇するよろ多年の

経験をもった有能技術者によって後進の指導育成に努

めること。

6. 現場技能者の教養に努雇うよ技術の改善向上と技羽拍句

iミ心の育成を凶ること。

中西建築事務所 中 川 了 文

設計の分野からお答去する。

学歴と業歴に根底をおさ仁優秀なる技術と併せて、そ

の人の品格に霊点をおいた建築士制度の確立。諒? と施

工の完全分離。

お茶坊主型、プロ戸カー型、三百代言型、官庁ボス型

建築士は誹斥しよ号。

鷲国の現状では「設計施工」は慈善事業でない限り信

頼出来ない。企業者の味方と L て或は不偏不党厳正中立

の立場にらって「頭と腕」の広さと深さをー発揮せよ 、
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「年の功J は昔の語り革、只単に年数を稼いだピけでは

駄目。

卒業証書を政府から再交附される程度の「士法」の下

では卓絶せる設計鐙理は確立出来なし、。

か〈で「建築は必ずよ〈たる」こと疑いなし。

業者は代金の関係上ほんとに悩まされるし、叉安い商

品を納材ずる。街その材務施工が粗雑になります。こ

れでは良い建築は出来ません。

入札法の改善第 10

都 島 工 業 高 等 学 校 建 築 科 敬 授 奥 山 清 治 郎

建 設 省 住 宅 局 建 築 指 導 課 長 内 蔵 亮 一 建築士法制定に依り建築技術者の資格を確立L た反面

昭恭邸年には、法律によって公認せられた建築士が誕 6. 3. 3 制教育に依り建築技術者反ひ職人の技術の養成は

生する。建築士の責任のもとに建築がよ〈なるとと tJ :期 却って時晶吻句に普の水準に 達 しないたｾに、請負制度Ａの

待されるが、他方においてー般詮築主が少 〈も数10万円 合理化、設計の標準化、材務の規格化、構造の簡素化等

以上の資金を投ずるのに、 専門家に相談もせず、委任も に依り建築の生産コストを下げ商品価値を高め ることが

したいので結局は質のよ〈ない建築となるとい号ととを 望ま L ぃ。

充分に理解する畿にならたければ建築はよ 〈ならなし、。 モ ェ ユ メ : /! t ルな建築よりa も、住宅の盆的不足の充実

結論として一般建築主の理解と建築士の自主的な責 任 、 質的改善に努力を払号べｾとと。とのために過去の乱伐

が要件と L 、走る。 に依り限界的に遠している木材去の依存を棄て、人工的

材草寺の生産を促進し、建築支の利用度を高め、工場生産

光 風 工 業 高 等 学 校 教 官 今 津 吉 調 書 住宅を奨励する。

建築計画の際に経営者や技術者の協力によ って綿密に 個人の乏 L い資力に依るパラッグ建築の乱立を避:t 、

研安分析して責任を建築家に移譲して設計をする。科学 国家若しく l土地方自治体、公共団体、住宅組合等に依る

的な施工方法を基礎と L て正 L い施工技術の研究と材糾 資力を以て、質的に充実L た公営住宅を大量に生産して

l k構法の合理的施工によって施工美も考えられるのでは 安い家賃で国民大衆に供給すること。殊に都市の住宅は

なかろうか。 耐震、耐火立つ設備を完備し、公共施設の充実した鋼筋

日 本 損 害 保 険 協 会

大阪支部火災技術課長中 村 網

個 々の建築の向上よりも全体的な向上則ち都市計画が

大切でるる。- 今日の都市計画は官僚の独占する処でn に

民意が反映されていない。且つ官僚のセタシ，ナリズム

は都市計画をデクの篠にL ている。 叉都市計調に従事す

る者も易きになれて計画至上主議論句になっている。之で

は建築の向上はおぼつかない。強力な都市計画の推進が

必要である。

広 島 県 建 築 部 営 華 客 様 長 吉 葉 郁 子

「優れた設計、よ ぎ材料、良心的な施工、充分な予算」

とい号人を馬鹿に L たよろな、平凡な御答えになり、御

申付けの「御高見」になりませんが、新年の言葉と致 1

ます。

東洋々瓦取締役社長喬 木 友 一

材車専業者から云支ば設計者の仕綴密通りに材税を路工

業者が買って資先ばよ〈なる。

1. ; 対粉にぽ、等級があり仕徴替を見ると 1 等品となっ

ておっても、施工者は実行予算が無いから2 等品でよ

い、叉甚だしい時は3等品で納入し て呉れと云われる、

此の場合注文書通りに納材すると、後日設計者か らら

の品lま悪かったとお叱りを蒙る。 -

1. 施工業者が競争入札で安〈落札された場合否々建材
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コγ クリート造共同住宅を供給してほしし、。

大阪市立大学理工学部教授 申 沢 蹴 一 郎

1. 米国あたりの新 L い施工法が広 〈何介されることは

日本に適応する方法を研究する上に起1=必製てせ・1。

殊に起震力や総送力英の他一般の機械力については、

単に原理の問題て 't1:. く、炎際に使対j 出来るよ引二、全

般の研究と施策がほしいものです。

1. 新材務、新設備の発明研究を、望むことは勿論です

が戦前にあった程度に、その説明や価絡等: を含めたカ

タログがほしいものです。全材料の綜合カ賓ログ約ま

L いも のです、仮にあった¥. L ても、普及する必援が

あります。

1. 個々の; 対斜だもっとよいものであってほしい事( 1 : 勿

論ですが、その使用する側に於いて、それを生かすが

ためにも、材- 務をよくするためにも、技術者と、材I ; ; J -

設備の業者との、緊密化が必要でせう。彩式的なもの

でだし実際に技術水準を高め得る嫌に。

1. よい設計浪、施工、材料、設備の基準に立つも ので

すがら、よい設計つが出来るために、少〈とも以上 の点

に留意し、これを協会の肝入り で、促進させてほ L い

ものです。協会で¥7: 叉個 の々建物や、 一団地。設計双-

麹を提出して、技術者を剰設するような企画をしてい

ただきたいと思います。

( ハ ガ キ ヨ 答 書 事 )



新 興 家 具 展 覧 曾 評

大阪府工業奨励館ならびに大阪府家具協同組合共催の

もとに、第三回「新興家具工芸展覧会」が去る11月14白

から 24日まで、大阪三越に於いて行われた。今回は、戦

後華々しい発展をみつ L ある各題漸興資財の家J王えの活

用を主題として、その作品が集められ、出品総数20数点。

審査は、大阪府工業奨励館次長三戸田文男氏、大阪府家

具協同組合理事長松本儀八氏、京都工芸繊維大学教授向

井官三郎氏、竹中工務底石}II純ー郎氏及び本会からは理

事として筆者が加って行われた。

新興資財の家具への活用をテーマとするだけあって、

最近洗行の高周波利用の曲げ板合板の利用が多く見受け

られた、今迄の工注による家具. のもつ重厚さはどこへや

らふっとんで木製家具も金属製家具同様、軽快なざん新

な型態をと L のえるに到り、一段と進歩の跡がうかがえ

る。殊にと L に紹介する両作品はその大なるものと云え

よう。たピしかし一応考えねばならぬのは、こうした家

具の寿命である。椅子式生活になれない我々にとって、

その取扱い方が惑かったりするとこわれるおそれがあり

ゃしなし、か。とれば使用者の訓練もさることながら、こ

の点について業者。研究をのぞんでやまたい。

次} こ、一般庶民の我々にとって、家具が一寸手が出せ

たい価絡にあることであるが、これは尤も物品税として

高級とせられるのでやむを得ないが一一器具はぜい沢品

でなく実用品なのだから、こうし、う税をやめて誰にでも

容易に求b 得られる価裕にしてもらし、たいと常に思って

林 清‘

いるが、との点、内外木材工業出品のものは、制絡も比

較的に廉しこれならば一寸無理をすれば求められるも

ので、まことに結構である。しかし、いつまでも夕 、ミ

に執inをもたず、能率的な椅子式を汎める意味から大量

生産とかその他の方法でもっとコストを下げる践に工夫

初防Eをしてもらいたいものである。

く筆者・日本建築協曾盟主的

三越家具展出品三点セ、ソト仕様書

趣意、 現代アメリカ籾を表し墜牢にして1 l i : 規; の軽減を

官十る、

材質、 木部桜材、精子ｾ純毛モケッ ト 、 0*及資〉

く木ヱコ腕木、前脚及後絢は一本の整形合板ぞ使用ゴI フ・

ライ、ニO K W高周波使用

に椅子ＳｒＩスプリゾグ入としシートｾ厚みを出来る丈け

子主<! l ! B 上ぐ( 特殊金具を用ひ木古f ，に耳討すけ)

乙塗装コクリヤーラッカ ー素地仕上 以上

住 居 皐 科

大阪市立大学に於いて専門今般学科として昭積立6年 4

月より授訟を開始されることになり 、住居建設、室内装

備、住宅行政関係機関等へ予想 して、若人男女30余名を

日間官28年 4 月にm 1 聞の卒業生を出す目表を立てていら

れる。 25. 12. 15. ( 日本建築学協会コ

研究機関名砿大阪市立大学家生学部住居学科

学 部 長 差 是 博 茶 珍 俊 夫

主 任 工 博 伊 藤 正 文

所在地大阪市西区西長堀南通五電話新町-:H，5595

新 興 家 具 展 覧
. 6.  

::zx 入 賞 作

C I  

ロロ

大 阪 府 知 事 賞「居間周セ‘ ソト 」 高 島 屋 家 具 都
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新 興 家 具 展 覧

必』

::z:s;: 入 賞 作 品

大阪市長賞 「居間用セ、ソト」内外木材工業株式会社

家政撃教育基準 ( 住居挙制こ関連 して 〉

( 昭和23年1月30日基準委員会にて決定)

昭和23年5月25日第三回総会にて承認

1. 家政学部は家庭生活並に之に類する集団生活 lこ関寸

る学芸ぞ教授研究し似て生活文化の向上発展に寄与寸

る能力ぞ展開せしむる事ぞ目的とする。

2. 家政学部は 「大学基準」に準拠しなげればならない

3. 家政学部はに少〈とも三学科を置かねばならなし、c

学科の種類は下に掲げるもの』外適当と認められるも

のとする。

児童学科、食物学科、被服学科、住居学科、社会昭

社学科、施設経営学科

家政学部でな〈家政学科ｾ置〈場合には少〈ともニつ

の専攻課程ぞ設けねばならない。

イ. 被服学科の目的

被服並に被 J] 民生活に関する科学 、芸術及び技術ぞ綜合

的に教授研究t : _ ，、被版文化の向上発展を割ると共 iこそ

の指導者を養成することを? 目的とする。

住居学科の目的イ主暦建築の基本知識ｾ基礎として、住

居及び住居文化の科学的並に芸術的面く特に室内装置

装飾、家具、什器等に関して〉に関する理論並に技能

ぞ教授研究し、以て住生活の向上発展 ! p計ると共 t二、

その指導者を君主成することを目的とする。

o. 各学科( 専攻〉の学科 目は一般教養科目 、一般家 政
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学科目、各学科く専攻〉の必修科目/ x . ぴ選択科目に分

けた。必修科目は二十五単位以上ぞ履修しなければな

ら7主L 、c

一般家政学とは費支学: i ! i f c の各分野を専攻するものに、家

政学部の会貌を? 抱援せし むることを目的とし，下に: I f b -

げるもの』中から少〈とも一科目につき三単位以上、

三科目以上ぞ選択しなければならなし、。

家政学原論、食物学概論、衣服学概論、住居学級論

管王型ー第五学概論、家政経済学、児童学概論

6.  家政学部におげる専門科目としての家数学は応用車キ

学分里子に属せしめ 、 これを 。「基礎科学部門」くA ) ，

「応府部門」 くB )、 「特殊研究部門」くC ) の三部門に

分ける 。

7. 学科に於ける専攻科目

被服学科

造形美学くA ) 、服飾美学仁B ) 、被服文化史 ( B ) 、紡

級学( A ) 、染色学( A ) 、彼服衛生学 ( A ) 、被服商品

学 ( B ) 、被服工作くB ) 、被服整理 ( B ) ， 研 究 明 題

くC ) ，意医学仁選〉くA ) 、色彩学く選〉くA ) ， 服 飾

工芸見( 選) ( B )  

住居学科・

住居見くA ) 、造形美学く A ) 、美学仁A 工 図 学 くA ) 、

材 料及び構造概論くA ) 、住居設備工学 ( A ) ，住居衛

生学くA ) 、住居経済学くA ) 、室内装飾くB ) 、住居設

計く ｂ Ｉ ｾ 研究問題く ｃＩ 、什器鑑賞法Ｈ選 〉く ｃ Ｉ ， 家

庭工作〈選〉くC )



LJ AL 、

良 寛

，.lli:ふ

主主

この耳新潟出雲崎の民家調査に出

かけた。出雲崎のl l l J は新潟と柏崎と

の間にあり、波打ぎわに巌墜が迫り

その僅かばかりの狭い細長い土地} こ

一条の道路を挟んで町が出来でい る

fl l ] 口二間半ばかりの奥深い家が妥を

道路に向けて延々と並び、その奥行

は 15、6 問もあって隣l場tzが軒を接

し、その下が路地となっている。表

の道路から路地に入ると中( t 殆どト

γ ネノレのよろにまつ絡で、町1: 6{'::ts.

どの室カ';6つ7つも続き、その間に台

所もあり 、狭¥，，3、4尺ほどの路地の

片側には便所や物置や流し場などが

設けられ、軒と事Fとの突き合わされ

た聞の隊聞や部屋の所々に設けられ

た係し丸な天窓から漏れるかすかな

光線の中に老人などが気楽そうに績

はているのが見える。比彰台句- H 力者

の2誌にはそれ等の部屋の奥の方に土

織も; f ; ，り、裏の浜辺に面するところ

には舟を引きF入れるウイゾチのi設備

もあるが、多〈は 2 室ずつ{ 立を部伎

として一家政浩司主まっていて、その

1 室には殆ど皆と云ってよいほど床

と仏壇と神棚とを備え、所々には中

二階も造っている c

I Hこ建: った住居で、衛生学の方か

ら云えばこれ以上不健康な非衛生伝

家はないのでらるが、住民に取って

はそれほどでな〈案外住心f也がよい

とのこと。その理由は彼等は年百年

中治ど線かで太陽の光りを浴びて暮

らしているから、光線の入らない絡

がりの部屋の方が却って安静が得ら

藤 原 義

: h るのであるらしし、

との納長いー列町は長さが一塁る

まりに及び、その殆どが同じようたに

家である。町の中ほどに盆踊りでも

出米るほどの小さな空地がらって、

そこに一間半四方ばかりの小堂の建

っているのを見た。出来てから ＲＰｾ 手

も経ってし、るかいなし、かと恩われる

宝形造りで本瓦主主のささやかなもの

で為るが、四方に橡をめぐらし、円

谷，J -.Iこ舟肘木をのせて軒桁を受(t 、

軒瓦には奈良待代の古式の府草や蓮

華文が彫られ、鬼瓦も天平も ＾ｾｩ 式に造

られ手いる。

何堂かと思って近所の人に尋ねた

ら良寛さんの堂であるとのこと。仕

るほどこの出雲崎は良寛の住まって

い矢所として知られている。それに

してもとの堂のうまさは何うでるろ

号。古建築の様式に造られた建築( ' 1

至るところにあり、大建築も勿論多

〈、名建築と自称他称されるものも

多〈見られる。このiミ百堂はそれ等

に比べると吹けIf 飛ぶような小さな

建i物である。そして舟肘木の曲線も

突に素人臭〈モッサリしているし、

鬼瓦の形や唐草蓮華文も形としては

取るに足らない幼稚なものであ る。

それにもかかわらず実に気分がよい

のびのびとしていて、ほのぼのと楽

しい雰囲気が建物にあ ふれている。

今まで多〈見たＺｗｾ吋家・と云われる

人の設計になる古建築風の大小建物

には形般は整い或It . Wr しい建築効果

を発鉱したと思われるものに、この

よ号なのどかな楽しい雰囲気の漂う・

ものはあまりなかったように思われー

る。むしろ反対に効果ばかりをねら

った綾味や誇張的な見せびらかしが

多かった。この良克堂にはそれがみ

じんもなし、。全く足立その人を想わ

ずような温かさとたのしさが漂うて

いる。自分はこの堂の設計者が知り

た〈なって、近所の人々に聞いて廻

った。併し作った大工( ' 1 土地の何と

か兵衛とか云うらしいことは判った

が設計者のことは要舗を得なL 、。遂

に町役場ヘ行って助役さんに会って

色々聞いて貰ったら果して設計者は

あった。それは設計者と云ってよい

か惑いか判らぬがとにかくこの堂の。

設計に相当カをかした人があって、

それは良寛の研究家として知られて

いる日本函の院展派の某大家でらつe

た。

このことで自分はつくづ〈考えさ

をーられた。古い昔の建築が何故あん

なによいのであろうか、そして時代

が新しくなるほど、特に現在の臼本

建築の美的観点から何故かくも貧困

であるのかと。そして何かその説明

の一端が鋼めたよ うな交がした。

( 筆者 京都工萎線維大学教授〉

スラムの放出

早 川 文 夫

この問、あるグループで「低収 入

者に対する住宅対策」を萌組に話し

合っているi等、表題のような面白い

表現が行われた。それは、総戦前後

に建てられた6坪とか7坪とかの極小

公営住宅の集団l士、粗恋な伎のため

にそろそろ耐周年限が来つつあり、

しかも関西では、更にジエー γ 台 風

やキジヤ台風に痛めつけられて、手

〈もスラムの様相を静びて来た。公

共団体1' 1 、これを補修する経費に耐

えかねて、できれば居住者'1こ売却す

る方法をとりたがっているというこ

とである。地方財政が窮迫している

現在、あたがちとの錆置を攻めるこ

ともできないが、これでけまるでス
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ーラムを放出しているようなものだと

いうのである。

たとえ質が悪化して来ても、建物

が公有である聞は、比較的経済的な

補修も可能であるし、又、いよいよ

。駄目になって了った時には、附近に

適当な居住施設一一コ γ クリ ートの

アパート得一ーを造って、居住者を

とれに診すととも考え b れる。然る

に、ーたん建物の所有権が個々ぱら

ぱらになって了うと、将来これを先

収するには莫大な経費と多大の苦労

をせねばな らぬことになる。 公共団

体l士、現在の〈比較的) 僅少な支出

を惜しんで、将来に大ｾた負債を負

うつもりなのであろうか。叉、政府

は漫然とこれを見過ごして、知らぬ

顔をしているつもりであろうか。英

米の先進諸戸が、スラムの改善に並

々ならぬ苦心を払い、表文学的t.r. 巨

裂を投じて対処しつつある実情を知

れば、到底こんな大胆なことはでき

ない幸喜である。

現在の日本は、住宅の量を充足す

るだけで手ーパイである。スラムが

ちきたらできた時の話一一それを改

具するか否かは、国カの充実如何に

かかる問題であるといろ見方もある

なるほど、まともな住宅が無〈、; 場

ー舎や仮小屋に居る者、或は学校や公

会堂等} こ仮り住まいする者の数だけ

でも十数万世帯あるという現状に於

ては、たとえ'6 坪でも、人の住むた

占うに建てられた住宅の方が、まだま

しでゐるのかも知れない。しかし、

それなら飽くまでもそれを守って一

一維持費 ・者f蜂 費 ぐらいは何とか捻

出して一一いて貰いたいものである

次にはこういう議論もある。公蛍

住宅が殖えることは、管理に手がか

かつて大変である。人情の常として

自分の家f" t . 大切にするが、公営住宅

だととかく乱暴に扱って、補修費が

t曽す結果となる 。寧ろ個 々に所有権

を移して了った方が、補修費6 トー

タル治、減少して、国家的に見て経済

だとする説である。確かにこれもー

.理あるであろう。しかし、個人が所

。4ft

有して憐適なに; 辰小限の意味で) 住

居とするたb には、一定以上の規模

と質とを持たねげならぬ。使用に耐

えぬよろなものを個人の責任に押付

けることは、 何 といっても不徳義で

ある。公営住宅が殖えるのは管理

上困るというのは、一つには管理方

法も封jj いのではあるまいか。もっと

居住者の自治組織を活用して、ｾる

程度各人の意志と責任により、その

住居集団が向上するように仕向けた

なら、もっと能率的たよい管理が行

えそ 民うで‘ ; l i ，る。徒 l引こ家賃不払同盟

等の赤いセゾド ーを恐れて、居住者

の団結的な組織を嫌うのは、角をた

b て牛を殺しているのではあるまい

か。こわ問題に就ては、当局は勿論

居住者も、関心ある人々も、もっと

真剣に考えて、何とか号まい解決方

法を編み出す必要があると思う。

×  X  X  

さて、結論として、それではどう

すればよいのか。答えは簡単である

一定水準以下の公営住宅を個人に売

却することを禁じれげよいd それは

立法によることが長もまいが、取 敢

えずは簡単に行政措置で行う . とも

できる。その還記告をどこにをめるか

は、ちょっと困難な問題であるが、

とも角、将来スラム化する恐れがあ

るといろ判断から 出発して、それ以

下のものは公共団体が持ち続け、そ

の居住者には、適当な機会に更に改

饗された住居を提供すべきであろう

放出 ( "i ' するなら、せb て人の居

住に耐える住宅に限り、 「スラムの

放出だけ¥- : 1 : 絶対に禁止せよ」という

ことを声を大にして叫びたい。

×  x  ×  

集にイ壬ぜで、結論を急いで了った

が、ジャ ーナリ スチックな効果令出

すために、多少論理が飛腕し過ぎた

よろである。突は、この問題にはも

号少し地道な裏付けが必要なのであ

る。

第一に、以上のこと一一侭質公営

住宅の売却ーーは単なる風評である

か、決際に行われているのでらるか

ということ。後者であるとすれば、

その戸数及び住宅の質はいかなる程

度のものであるか。一口にスラムと

言つでもそれは. 何を意味するのか。

外人の目から見れば、日本の都市住

宅の大半はスラムであるかも知れな

い。しかし、百本人が坂上げる場合

t士、この低質住居若手を更に細分して

保安上・衛生上の見地から、 どう し

ても改善せねばならぬ地区のj辰侭基

準を明確にせねばぜらぬ。この基準

によっ て測った都市住宅の調査が行

われて、始占うて、問題の公蛍位宅の

質的な位置づけも行えるわけである

第二} こ、修繕費をまかな丹に足る

だけの家賃も支払えない人が居住し

ているのだとすると 、たとえ、近所

によい家を建てたとしても、それに

居住するだけの家賃は到底支払えな

いのではないか。従って、低収入者

に対する住宅対策が擁立されない限

り、この問題を謀本的に解決するこ

とは不可能であろろとし、うことが、

当然に予測される。

第三に、近い将来に於い寸二スラム

改善のために、政府が乗出し得るか

どうかという点、が大きな問題である

こと当分、量の充足に追いかけられ

て、侭質住居の改善などは何年先に

なるか分らないのだったら、公共団

体として忘、いつまでも係算のとれ

ない住宅を持ち続けることは闘難で

あろう。これに反して、スラム改善

に対して、国庫から補助金が出 Z 見

込があれば、当面の不利を忍んでも

、将来を楽しみに、住宅問題の解決

に黙意を示す公共団体も出て来るで

あろ号。

以上 F 、考察によれば 、わが国の住

宅問題も、戦後 5 年を経て、漸〈↑

告Ｅ常ｾＮ的な織柑を平稽普びて来たものの如〈

である。果して、住居の綴ー低限は、

どの線に守られるでまbろうか。それ

は基本的には国力の充実に見合ろ問

題であるが、この方面に対する国民

の関心の深さ一一それを組織的に結

集する推進力の強弱によって亦、大

きく左右されるであろう。



建築界に寄ナ

中 尾 保

長ー近到j汗した アメリカ 維誌ライフ

を見て9i11ったが ウォルタ ー・ グロピ

ウス氏やフラ: / !7 . ロイド ・ライト

氏等が高齢にも不拘 らずアメリカ大

いに活躍して居ることが解った。彼

等l" i 年齢を超越して「常に新人」と

心得て死ぬまで奮闘をつピげるもの

と見える。しかし場所はアメリカな

ればこそ或は欧州 なればこそ建築家

( Archi t ect 乃 は何時までも活切りを

つピけ得るのであ之。

日本では「再建日本」だとか「文

化国家の建設」だとかオ叫ばれてい

るが建築家の設計きを務所lヨ: 殆ど立ち

行かす Ｎ 或ＨＱＺ立ち行〈にしてもｉｩ ｌ • 苦八

苦の状態であり 一方施工者たる235負

業者収不当た入札と金融雄で悲鳴を

あげていろのが一般の現状である。

日本の建築界もこの辺でー比; 大」、! こ

反省せなければならぬ時期に到達し

たのてけ、あるまいか、そして建築家

も施工業者もずべではお互に共存共

栄のため叉一方良い建築物を世に提

供ずべ〈 大いに努力をつピ 、ナて行か

たければえとらぬと恩ふコ

設計と建築家

Ｊｾはかつてパリに居た頃青年建

築家の中でも最も名の知ら3したマレ

ステバゾ氏が或之輔t室のツヨゥウイ

: / 1 - " ' ウを設計したがそれがパリの各

新聞に写点入りで報道されたに・で中

西六郎君と ー諸 l二見に行った7.J '3' x  

2'{立のf t これ枚にも反はぬ小さたもの

で一枚のジュラルミゾの周囲を沢山

のリベットでとめハスカイに二つの

窓を聞けて女の靴 と男の靴を片足づ

ピ立主べこれに照明を施 した簡単なも

のであったが成る程ヂザイレ( " i スツ

キりとして洗練されたものであった

日本では何んな立派なデザイゾのシ

ヨ タウィ γ ドウが出来ても新聞にの

るよ号なことは滅多に止し、c 付会が

関心をもたぬし建築家の存 庄は知ら 艇かに良いととだと思 九 世 に良 い

れていたし、。 建築物を提供することになるからで

今一つ外国で感 じたことだがペん ある。

リγ 滞在中にエリヒメ ゾテソレゾ ーγ 西洋では大てい建築物に設計者が

氏 の宅へ電話 したところ七月のこと

L て暑中休眠で旅行rl' 、九月頃にた

らぬと帰って来t.r. いとのこと c 一

般に岡洋人はドプサラエでも二週間

のパカ ーゾスがあろ佼で普通の人は

一 ヶ月乃室二ヶ月も呂中休取をとる

〉。仕方たしにプラリとホテルを出

ると過然Ijij 夜踊った〆ゾサ ーと逢っ

たカ「何処へnイのか」と 問 号ので電

話のことを諒;ずとモれな ら妾が教え

てやると云ってメ γ テ' ルゾ ーゾ氏の

設計した忍諜劫及び現に工斗沖のも

のまで詳し〈而も道 ｊｉｾｩ をｩｉｬって符ＺＨ，、

てくれタクシ ーまで! 俺認しで ぞれた

その時「京がとせモんだに詳しいの

か」と開〈と F ぞら有名 たアーキテ

グトだからその人の1 1 ' .引々は誰でも

知って居ますよ」と円こと、日本の

芸者や〆ゾサ ーにそんな三とを聞い

ても誰一人知 乙者はある まいし知識

人でも設計者の名前なとちiUっていた

いのが普. i l I i であるc プ( ¥，、に考去ささ

れた。これは社会の鍔か延諜家のw

か否建築界全体の責任てあるc 欧米

ではア ーキテクトだと云えば非常に

尊敬されるが立 ｩｊｾｴｳ 芸術家であり科

サ イゾ している乙Gol hi c の王寺院には

これは治亡しゅりそれだけに設計者は

責任感を強うする。日 本 では近頃 「

何 々会社設計」とか「市役所設計」

力: どと報告せられるが会社や役所が

設計すろわけでたc ( 会世の菜、役所

の莱が設計したにおがL 、ないのだか

らこんな習慣はと〈せなければたら

ぬ3 勿論「建築士法」が炎Mi される

とこのよう注ことはちで〈たるでーあろ

うが設計に責任をもたねばならぬ。

余談たがら先号に大阪 プール の設計

者l工大阪市建築局( プ ール1'1同緑地

殻〉とあったがあのよ 3 た品市整L 、は

今後庁ぐすべき「である。あの設計者

は水泳連盟の森好男p . くで学士コで

あるつ 1!D'!:: )水速で' ( 1: 1号ヱダスパ ート a

を集めて委員会を ill 織し森宥はその

意見を建築的にまとめて作凶したも

のである。筆者も設計艇if切の役を負

はされたが兎に角設計望号( 1 : 森好男君

であることを立証してたぐ 、勿論森

f1l : t . 二百分ー凶を闘いたのでらとの

デ ィテールの森煮の差凶に2，r . ; ¥，、て市

役所で製凶したのではあるが設計者

Ｑ ｩＺ ｾ ｉ ｾ かとなれば森君であると云わざ

学者であり而、円満に発達し花務先・ るそ得たぐい。今後この重量のr Hl違いの

家でありその上一つのエキスパ ー ト

であるからである。

建 築 家 ｬ Ｍｴ ｾ Ｈ ｴ でも住 宅 のほかに 一 つ

乃至二つの専門をもっr いる。ア ー

キテクトだと云えばすぐ「専門t-:t何

ですか」と聞かれる、ホテルを設計

する人( : 1: .τ テA ばかり、ｾ［ＺＺ司王場をや

る人l土停車場. と云う瓜に夫々専門

を持っている。 日本ではホテルでも

停車場でも カフエ ー、 劇場、競技場

病院と手当り次第に設計をするから

ーっとしてよいものに出来たいわけ

にた之。病院を設計する人は病院ば

かりを常に研究 しずいると他 の人 よ

りも優れた病院が出来るのは理の当

然である。その践に一つ或はこれに

類するものを専門に研究することは

ないようにしてほしし、c

今度の建築士法によると建築士け

あ・負第の会社に勤務 していても左支

えなし、がこれについて一糸をつけ加

える必要がある。それは施術 初 会

社につとめている建築士の設計に成

る工事は当該会社1:1:施工出来ないと

い号ことにせなければたらぬ。監督

は他 の建築士に依頼することも考え

られぬではたいが設計者け何処まで

も受任を持つ上から監督をイ止に せ し

めることは意味をなせぬ。この一条

をA uなければ此度の忍諜法は骨抜

ぎになる。

施工業者 く請負Cont ract or )

昨竿末莱建築 ( 工費1億2千万円 の

中、 資材5千3百万円を施主が出すの
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で浅額6千7百万円を予算としたもの が贈賄収賄がつきものになる。結局 2. 資本金或は業績等によって等級

コは19社の諸負会社が入札した。と 指名入札にして適性と恩われる聞の を設けること。大体 5 階級f立と

れは最低でなく「適性価格のところ 帯を設け、開封 と同時に事管内の札の し一定不易とせす適当な方法で

え落札」と施主から再三也意があっ 平均を総としての線に上からか或は 2 年間位に一度宛階級の移動を

た。適性価額は大体5千7・8百万円と 下からか近い者} こ泌札するという方 行うこと 。工費予算に荻ぎ同一

云うところだった。競争は2、3百万 法t" t 如何だらろか。これな !?J 七較的 ｾｴ Ｂｴごつに股る級のみに入 札せ

円での大接戦は常識で予想されてい 公平に なるのではあるまいか、兎に
しめねばならぬことに波浮ドで決

たが某社は4千3百80万円とケタ外れ 角業者 ｾＮｴ Ｂｴ共存共栄のための協力が今
めることである。

の札で而も適性価格を尻目に落札し 日; 長も必要とす ると こるである。そ 3. 設計をした建築士の勤務す 之、会

た。 1千万円サーピスすると云うの れにみくめようたこ とを提鳴したい。 社は当該建築物の施工をす るこ

であった。施主も施主なら業者も笑 1. 見積還に一割の利益金を明示す とが出来ない法規を設け ること

者 である。これでは正直者は馬鹿を ること。 外国では設計料も工費 4.  金融をもっと容易に出来 る方法

見 るわけで一請負業者は次第に共伺jれ
の 似 品 工 料 利 益 金 と し て を講ずるとと。例え 'f 官公庁或

の運命を辿って行くより仕方がない お負金額の { 也に別に10%を受け は公共団体叉は隊突と認められ

ことになる官公庁では公入札をやる ろと とにしている、これが本当 るものを施主として施工契約か

がこの場合予算は充分にあるにも不 ではあるまいか、日本では見積 成立した際t" t 工費 (['3分の l 程 度

拘予算。半分伎で務札することがら きの中に利益金を記していたい の金融が容易に出来るような法

る。これも良心のある業者は呉国国 からすべてがウソを書いている 令を設けること 。今日のよ うに

に入札することが出来な〈なるでら ということになる。施主を欺〈 銀行l"t ii 古負業者を D 級として寂

ろ号。そとで帯を設けたり線を号! I . 、 ような見損害の習慣を脱破すべ 扱っているようでは何 'i にも な

たりするがこれは必ず漏洩するらし きである。堂々と一割程度以上 らぬ。為政者を啓蒙してそこま

い。これも現代世相だと云えばそれ の御礼はもらって差支えない筈 でやるだけの腰はなくてはたEら

までだが情けないことである。指名 である。手を抜をいたり材料を ぬ。業の団結を切望する。

人中しでは費立が少ければ談合する。業 議したりせなければげ儲からぬ

者地: 真面白であれげ特命がー苓よし、 ょうでは困る。 く次号は中野順次郎先生御執筆)

地震さその封策の常識( 3  )  

日 本 建 築 協 会 災 害 委 員 会

11 地震に不安な建物はどうすればよ L、か

以上述べた様な方法で検討して、その建物が危険であ

るということになれば補強をし泣ければな らないのでーあ

ちましで、補強の方法としては次の如き方法があります。

( 1 ) 鐙え柱を設ける く第20図( a) )

くn 方杖をつける く第20図( b) )

く3 ) 墜に筋違をつける く第20図 (c) )

( 4 H延と桁、床、組、土台関等互に直交する隅に総

を入れる

く5 ) 墜を増設す

る

たお補強法ではな

いが、例えば建物の

重量を軽くして地震

カを小さ〈する為に

瓦主主を鉄板葺にかえ

る等は有効な方法で
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第 28 図

あることは前に述べた通りであります。

控え柱というのは世間でいう突っかい俸のことで簡単

ではあるが、なかなか有効なものであります。然し乍 ら

体裁が余りよくありませんし、家の. 9 f . 廻りに空地が必要

ですから、 町家等で l"t t.r かなか困難です。との控え柱は

斜} こねかす程効果があり、 45度位、13 . と柱ととの控え柱上

端との接する部分l" t 、突きつけただけでも、地震のとき

に突っ張りがきいてきた時にもこる心配がないが、傾斜

a ) 角材を用いた場合 b) 薄板そ? 用いた場合



が立ち双眼になると 、第29凶の様にこれを坂付ける柱に

欠きこむとか、とりどb をつける必要があります。欠 き

込みが余り深くなると柱を弱めるから深くならぬよろに

注意する必要があります。

方杖 というのは、第3 0図の織に、住と隅との!日lに斜に

入れる材 のととで、柱 E-B震との閣内に入れるのと( 第30

図 (a) ) 、柱と梁とを両市から侠むのとく第30凶 (b口、二

つの方法があります。 外側の住で片側にたけ方杖のつい

ているのは、柱を折るよ号になり易いから柱に 1 本別の

柱守添えるとかく第30図 (c ) ) 、或( " i } j lj に短い材を添え る

とか く第30凶 ( d) ヲして補強しておく 必要があります。

床祖又は土台閣に燈材といって方杖・のような蕊材を入

れ るのは方杖と同じよ丹に隅角を聞かぬよ らにすろのに

役立ち地震に対して有効であります。

地震のとをには建物が左右にゆれるから、際え住も方

杖 も第 Ｒ Ｐ 凶に示す如ｾ＼、定，ｦｪにお ｉ になって始めて効果が

あるものであります。

筋違は墜を柿強するもので、簡単な方法ては堅実の外側

に ｾｬ に柱から村Ｚえ、叉 ｬ 丈柱から桁え治板とか、性のこっ

ｾｈ｟ 叉はごニＮつ割りの断而をもっ ｴＺ［ 討を ｬｦｩ 付ける方法が

あります。肢とか桁に取付けるには大釘打とか、ボ ー '1.

トで締付け るとかの方法に よるのであります。 勿論墜を

新しく造る場合とか、墜を造りな おすときには、墜の国

内に筋違を入れます。第26闘の如き方法であります。筋

違も片方向だけでは効果が、ろすく、両方向のものは対に

なって、初めて充分に効@" 闘があります。く第20凶 (c) )  

木造建物で耐震効果をもっと発鯨させるのは、 {可と云

っても壁であります。英の上墜而内に筋違を入れると、

更に主主かに耐ブJ を高める4のは第 5表で明かでるります。

それ故墜を婚やすのは有効な補強方法であります。

この機} こ、控え柱、方杖、健、筋違、僧堅実主主をす之ご

とによって、建物の耐震性は高まるのでありますが、 7こ

どでたらめに現置したのでは意味がないのでらりまし て

10に示したよろな検討を加 えて弱い階、弱い方向に入れ

なければなりません.。 例えば前に例をあげまし7こが、関

商によ〈ある、ウナギの液床の如き細長い家では、長手

の奥行方向の墜に筋違を入れて祁敵しても弱さは全〈救

われないのであって、間口方向のゆれに対して補強して

初めてこの家が耐震的になるのでるります。叉補強をど

れほどしたらよいかといえば、 I 、 E で示したようなや

り方で検討して、所要の耐震度をもつまで、搾え柱、方

杖 の新設、あるいは墜を増設するように合理的にや乙必

要がらります。

以上のよ号泣補強方法で家はまづ伺h 難〈たります

が、 これだけでは充分に効果を発銀するものではらりま

せ ん。 向細部の補強が必要で、これにはまづ金物即ち、

ポール ト、かすがひ、短冊金物、羽子板ボ ール ト等で主

要な場所をしっかりと結合することであります。

第 29 図

:忌

柱 ( rJ，.)

第 30 図

更に細部の補強は勿論定要でばらりますが、これのみ

にたよって、 10) こ示した様な全体として伺躍しないよう

な補強をなおざりにしているのがらるが、それは本来を

転倒J したものでありまして、建物全体として安全な岐に

計 i到して初めて効果のあるものでらります。

12. 新 しく家を建てる湯合の注意

新し〈家を建てる場合には、少〈とも10の検討に耐え

るよラな家を建てることが絶対に必要でるります。家の

に

レ

n

一一」F  

d  

C  .y. 

/ “  ・ ・ ・ 宅S

L 〆 V

乙

第31函 a 箱金・物 b ボル ト

C 勿 子 板 ボ ル ト d 銭 e 長!i 1!1J-金 物
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角高室入久ｾ油 ｴ 旦

ｾｴｊ 宙主人 ｴ 型車自組

太洋組株式曾位

大阪市北区絹笠町堂ビ} [ "3陪

電 話 堀 JII 1820.  9 5 1  

( 構内電話 ) 267 - 8 .  

子 ｩｴ￭ｩ 主 入 ， 星空軸 ｩｾｒ

官協室入門 軸姐

第 33 関

中国支部事務所移動の件

中国支部は従来広島市国憲寺町土建会館内にあり三まし

たが今役者11合により 下記の通り其所在を変更されま した

広島市八丁掘96 青盛建材株式会社 内 電中1711

日本建築協会中園支部



角品遺 d t.口

平協進 d土口

馬車) i工り

第 32 図

間取には家により一々果. るので、どの線な墜の配置、歴

の構造がよいかはー慨には云えませんが、出来るだけそ

の道の王手間家、特に構造技術者に依似して吟味して貰う

よ号におす L め致 します。家を耐震的に造ることは、そ

れに住む人の生命財産を守るためだけではなくて、家の

倒裂により救済を乞うことにより近所に多大の遂惑を掛

けることに思い至れば、決して簡単にい L 加減にすまし

えないことであります。

制 戸 市 建 設 局

此の度び神戸市建設局に於て下詑の如 〈像構改革され

新発足 されました御通知に接し、依て管機に広〈御鰐介

致します。

25. 12. 15 日本建築協会

家 具 装 飾

清 水 猛 商 庖

清 水 害 太 郎

大阪市東区淡路・町四丁目二二

(  !.! 5 6 4 番

電話北浜 ｀ｾＲ￵ｇＵ ＱＯ

13. 綜 鎗

地震から都市を守る為に、鉄筋コ γ F リー ト造の建物

を多く造ろうということは、しばしばし、われて居り、叉

そのよ丹に努力されていますが、然し我々の住居や、宿

命n迄も鉄筋コゾクリ ー ト造に たるのはそう急に望めない

ことであります。我々はまだま だ木 造にたよらなけれ ば

危らぬのでずポ木造建物r: 今迄のように橋んど耐震計闘

を欠いて造られたならば、関東震災の苦い経験にも拘 わ

らず、その後数次の大地震に惨害をうけていることを又

繰噌す ことになります。すべての木造建物を合理的な耐

震計画に基いて造れば、惨害l主非常に小さいものとな る

のにちがし、ないのであります。木造だから地震に弱し、の

でな〈、無計画だからであり ます。大工委せにしておか

ずに、是非梢造技術の知識を持った建築家の指導により

合理的な耐震計画をすることが望ましいのであります戸。

合理的な而搾器十閣さえあれば、石造線瓦造といえどもあ

えて、恐る L 必要はたいのであります。

このように合理的な耐震性を構ずると同時に、火災か

ら守るために 防火方法を構じ てをく 必要があります。

而援法を梢じじておいて家は倒jれな 〈て も 、 類 焼 の 憂

目にあっては、無意味であります。耐震は耐火、防火

とあいまって初めて意味があります。地震の予知が災害

防止に役立つ迄にはまだまだ速いのであります。 r天 災

は忘れた頃に〈る」と申します。絶えず耐震、耐火、防

火の備えをなすととによってのみ、地震の恐怖から脱し

号るのであり ます。( . 地震とその対策 の常識完結〉

設 備 係

ー殻管轄係

学 関 係

[戸一鳴略脇中刷村馴j川川11 位宅盛誼係

調 査 係

事 務 係

部長野困梢 I守楳宅S課Z拘政純一郎〉 係

調く査課課長中山恒夫〕 務 係

回



会 務 く十一月分3

住宅委員会 1 日2時と 14 日圧午よ b朝日にて開催 元吉

委員長外出席住宅公庫による標準プラン作成の件ぞ議

した。

理 事 会 2 日2時よ b朝日にて竹腰会長外 8 名出席評議員

会開催及議題、新興家具展審査員推薦、国民プー J L t 主

投発起人保留、伊勢神宮奉賛会応援、会員詮衡6了，件協

議其他諸報告10件

災害委員会 2 日4時朝日泊四委員長外十名出席、ジエン

台風記録 作成につき協議后各委員の感想を趨めた。

新建築達令講演会打合 9 日 1 時 分安にて稗回府指導課

長、妹尾建設業協会事務局長、 中野学会支部代表、渡

辺建築土会支部長、大和協会常務理事外 3 - i i 等共似団

体会合、大阪にて開催諸準備協議。 16、17両日市内都

品工業碕等校 lこて開催、来聴約 1，∞0入、f材京都 15. 6

日ょ神戸 ｾ ｯＮ 2 1日開催各地共事務員出援した。

グ レ ツ ク ス 講 演 会 13 日 1 時半より建設会館にて第一物

座主催本会並建設業協会後援申催、セメント凝固剤に

つきアメリカ技師説明会開催 した。

関西建材会の結成

戦前建材協会ρ 市内嶋田新進に陳列場と共に其事務

所ぞ設け発展ぞ続りていたが戦災後閉鎖された。戦後

失等会員中( 1 ' 主たる人々 印余人は建築協会建材部 に入

h専ら会員の増加とお互の向上に努B 今 日 に 及 ん で

が 、 最近会員数も域加しているらで此後会に更に 比

建材部会拡大強化し往築協会と密接不稚な相互協カに

よ b斯界に貢献せんため従来の建材部会ぞ母体とし関

西建材会今結成する議が包 b部会の想桜や幹事竹模会

長等の肝入 bで準備ぞ進め去る 11見 8 R 午 後 3 時から

大阪建設会館で之が発会式が挙行 C れ T二当円会する. 者

主主材業名ー凡 50 余社協会伺u竹腰会長、 井上高I j 会長、 松

村 、 銭 高、 草草木、 大下、 小 林、 小J l I、 滝 沢 各 理

事並大和常務理事等列席 、妹尾建設業協翁事務局長工

業新聞社、 共 {也来官民あ b山 本窯業社長司会、 松・井や

よひスレ ート 社長座長の下に開会、規約決定、役 員 選

任の結果、会長に池岡宮彦氏仁大阪主主築事務所社長〕

幹事長に古木友一氏以下決定、予算承認等終了、めで

度害者会式ぞ閉ぢた、終って竹腰会長以下来賓各位の祝

間後懇親日免責E会を問主前途の発展ぞ期し雄会復 tこ六時

頃解散した。

相 互 斡 旋
新興家具工事事展審査会 14 日10時市内三越会場にて開催

本会推薦委員小林清、 石川純 一郎両氏出席経過別記の O 家屋議 b tこし

通 b。

:害事議 員会 2 8 R  2 時より朝日にて開催、中野評議員会副

ｊ 議長外評議員委任状共定数出席 ｩ｢ｾ 竹腰会長外理事者

5 - i i 出廊下記議決した。

明年度評議員定数決定、事務所費外一部更正予算の

件、顧問 ; 45推 薦 の件、 王要事補選に関する件、 25周

年記念勘定ぞ一般事業費 に振替 の件

等 を議 決 しTこ。

編集豊島員会 4 日1時朝日ノj 、林副委員長外 2 名 12 月号割付

新年号本文迫力目、 2 月号企画、外国誌転載に隠する件

等 、廿五日三時 よ b 白石委員外 3 名 11 月予原稿斜Q ; 件

2 月号; 耳: ー地建築とジエ γ 台風記録記載、 1 i3 ｾ内谷検討

及悶ＭＧＵＭよｾ 8 ポ活字ぞ使用する事紙価上昇に対処方 法

研 究等を議した。

修学院と桂離宮貝法会 大阪会勢委員会にては 19 円の日

曜日午前10時修学院約30名午後桂離宮来初0名集合見学

した。か: 都支部 にて は支部会員約35名が23 日向上 コー

スで見学 した。

.i / < < 木村寛一氏 く元理事) 御 一周年が少の情1に巡って来

た11 ｾＲ Ｔ 日 理事 会 ぞ代表して 大和常務理Ｎ事がｻム前に参

持した。

54 

所在阪神菌道丙大島西一丁北側電車絡

建物・国道に菌し倉庫一棟約30.!: f.

活苦肉住宅二階建延約30坪

廊下続き裏二階建住宅約34呼

以上全部又は適宜分割j 議る。希望。方至急申越乞ふ。

O沖 縄軍関係現場技術者につ いて

建築設備、 電 気、土木技術者求 珍られる事ふり。 希

望者は履歴書預 b置 き必要時に関係庁 に斡旋す る

0 街 頭宣伝場所ぞ求む

靴 下着器域f ' 据fすり宣伝に使用 するに足る交通促なる

場所を借りたし

0 工場 議 b.tこし

堺市 33. ∞0坪 鉄 骨 工 場

木 造 工 場 宿 舎 事 務 所 延 1. ;; ∞煤

クレ ーン 5 台、逐河設備. t b

0 住宅設 b tごし

省 線吹関駅前敷地 】 剖上平 、 建物 Ｒ 階建 、 ｍ 約 ｾＨｊ ｏ ￞ｊＱＭ 、

電話附諮 り渡 し

0 求耳島

東京工業大学建築科出34オ

彦根工専建築出21オ 摂南工呼建築出27オ

関 西大学経済出 Ｒｾ オ

ム ( 相互 紙 連絡 はすべ て本会事務局長宛の事〉



建設資材の審査について 本会図書室案内 ( 朝日ピバ酌

一昨年〈れから本会内に建材審査委員会を殺り建殺に 最近下沼紛誌並に寄絡が寄隠されて来て居 b ます故随

潤係ある新旧資材の審査を行てゐる。 意御覧下，H 、。

之は戦后に於げる建材の 品質につき其良否を審査 し需 1. 北海道に於ける耐火建築物の現況について ( 北海

用者側の安心感を得 ると共に斯界O 向上殆澄ぞ期せんと 道主主築部建築指導課)

するものであ る、審査の結果優良と認ゆるもつには会誌 2.  経済人( 関西経済連会会干1))

で報告するタj ! 役割施工面の主Tこる関係先[ こ勾介 し て ゐ 3. 新都市( 都市計画協会)

る。 セメゾトコゾグリート( 日本セメ γ ト技術協会)

建材業者。受審申越を熱望すると共に会員各位並に大 4. 国立国会図書館牧書通報【第21- 22号)

方の御支援によ b本委員会を剥用される綴御協力をお願 ( 国立国会図書館〉

ゆ上げる。 6. セメゾト( セメゾト協会ヲ

6. 新住宅 12月号 C新住宅社3

7.  日本学術会議第六回総会議事録概要( 日本判桁会

建材審査委員会規程 議〉

1. 本 委 員 会 は 一 般 建 築 資 材 の 調 査、 研究、 試

験 等 を た し 審 査 の 結 果 良 否 を 認 定 し 以 て 斯界

の向上発達を図るととを目的とする。

ミ. 審 査 を 受 け よ う と す る 者 は 一 件 毎 に 所 定 の

申 込 書 に 別 に 定 め る 審 査 会 費 を 添 へ 現 品 其 の

他 本会が指定する資料を提出する。

3.  審 査 の 方 法 は 依 頼 者 よ り 説 明 を 聴 取 し 調 査

、 研究叉は必要に応じ試験分析等をする。

4.  本 委 員 会 の 意 見 は 会 委 員3分 の2以 上 を 以て

決する。

5 .  審 査 の 結 果 、 優 良 品 に 対 し て は 一 件 毎 に 別

に 定 め る 調 査 費 用 を 申 し 受 け 優 良 証 明 書 を 発

行する。

其 の 他の も の に 対 し て は 意 見 を 附 け て 申 込 者

に通知する。

6 .  優 良 証 明書 を 発 行 し た 場 合 は 建 築 と 社 会 に

掲載する外諸官庁、設計関係者に周知にてコと

め倫ほ適当の方法て宣伝する。

マ. 優 良 証 明 書 に 対 す る 責 任 は 審 査 委 員 会 に 提

出された現品にづ い て 負 う も のである。

:8. 優 良 証 明書は発行自主 t l ヶ年 有 効 と す る 0

'9. 本 証 明 書 を 不 正 に 利 用 さ れ た 実 情 判 明 し た

時 は直 に 取 消 の 通 知 を 発 す る と 共 に 一 般 に 公

表する。

ユo. 既 納 の 組 合 費 其 の 他 は 如 何 た る場合て も 返

，戻したい。

社団法人 日 本 建 築 協 会

月報〈入月 ・九 月号

円本学術会議運営審議会記録 t 策24回〉

8. 国際建築く12月号3

9. 建築文化 ( 12月号〉

10. 新建築 ( 12月号〉

11. F or um 

12. Engi neer i ng News - Recor d  

13.  Const ruct i on 

以上f古T当主主では特に御静粛に願ひたく説得者在室中は

御需 ｾ￰ 古ーの御利用は御述 慮願ひます。

治て図書室色総Lての点に完備する予定で居 b ます。

巴 一 月 見 挙 予 告 口

中l W: 観劇及メ トロ見学を. 1 月中旬開催予定

2 月は西宮方面酒蔵見学の予定

1 月号挿入のハガキ活用の上会員倍加に協力願う、倍加

に協カきれた方と; 1 ( : 氏名次号以下掲載予定、米f ご1 名色

紹介なき方は是非、協力お願申上げる。

舎 員 名 簿

配 付 に つ い て

1960年度会員各簿は大変好評ぞ博し日 申々 込を受げてい

るが未亡御受取なき向は品切れLよならぬ内至急申越ゐ b

たし 送料 ￥40. 00を要す。

日



本会図書発行案内

地震パンフレツト発行

十月から分割連載。地震常識は本号を以て完結したが

之よ b先大阪市ぞ始め各学佼や P T A其他から分イ甘申越

色るったので今般口絵など入れて単行本と レ て 発 刊 し

た。内容平易で筒給されてあり一般ち好評ｾ博してゐ

る。地震1の常・識と其対策; こっき各位の御協力によ b広〈

普及きれん事を念願してゐる。伶十二月二日大阪都島工

業高等校講堂で市内学校教師並生徒0 0 0名に対し本パ

γ フレツトによ b本会委員京大教授横尾惚士を講師と 1./

- r . 講演会ぞ催した。斯様な催しに就て色各伎の御斡旋と

・御支擦を熱望してゐる。 災 害 委 司 会

実際に役立つ

鋼構造の計算テキスト

好評の上記テキスト再版したが本部ストックを売尽レ

たので比度各支部預げを引揚げました。希望て7 ) 17は品切e

れにならぬ内申越下さし、一部送料共￥ ] 30. 00

伸びる家と住い方

今森市内大丸で開催7 ) fl申ぴる家展覧会に懸賞募集した 15

t l - 30呼つ入選佳作等30掲載点を余し加ふるに住い方に

ついて T) 記事等ぞ頁におさめた列 5 製玄んしんなデザイ

γ l こよる表紙と共に 人気引等してゐるが伶務千 D 手持あ，

L 一部会座右にされん事ぞ切望する。 会 員 一 部

送 料 共 ￥ 180. 00 会員分 送 料 ￥ 200. 00

、〆、" '̂ 、句、~、

編 集 後 記

えてにかとなすことのみ多〈なる 、師走の月は特に建築

家はことさらの事、静かに思ひを建築に探げ る治: ぞ以 て

の外、唯年の瀬のなすがま L にと走る時、新 しい姿の「

建 築2二社会J iJ'  Happy  Newyear  と訪れます。技 術

2分に外交8分のポスターボリーウムの盛んな世相に多 〈

の尊い御執筆が巨弾の如 〈私寺会員諸兄の胸えと飛こむ

ことと編集委員会は信じて居ります。

改めて御送稿下さった各位に御礼申し上げます。

従来「建築 と社会」は民主的 な香りのする誌であり今

回のハガキ回答の企通lも英処にあるのです。

まだまだ色 々企 扇は豊富にらりますがやはり食弱た財力

では思ふにまかせず、 t.r:. んだ‘ かさみし〈感じます。

止tの機関誌は協会の文化活動の一端にすぎませんが、

協会全体の経費から見れば実に此の誌に多〈の経費を占

められて居りまず。

諸兄が愛会愛誌の心は実に会費と会員の倍加に影響す

ること 大なのですー。何卒御援助下さい。

今や地球の上に二つの争がぐすぶって居ります。夫 れ

は二つの心が争っているのです、 そしてそれは人類の道

徳的進歩のために永遠性のために争は変化 ずるよう 私 等

技術者も考へませう 。

そしてそれが造型美に表現され広 t 人 々に印象を与へ

ねばなりません。

その運動の一端をになふ此の誌の使命の需〆&1に新年

に当り新し〈 誓いましょう。

鴎

1951年か ら此の誌も東京出版界とタイアップして会ペ

ージ8ポの活字を使用致し優秀た る印刷所に依頼します。

シヨパ γ のピアノソナ !I.1r: 聞 き乍ら除夜の鐘を問 〈の

でな〆、今編集委員会は輸転機のそばで誌の産れ行〈の

を見つ必ていまず。

ぐ次号二月{ 主寒地建築とヂエー γ 台風記録の特集ぞ御送;

b致します〉

建 築 と 社 会

第 3 2 輯 第 1 号

東債 l 部60同e く主主料粂〉

昭和25年12月訪日印刷・昭和26年 1 月1日発行

編集発行人

発 行 所

戸 JI! 弘

訳 日本建築協会
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